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巧 1 節フ リーメ —ズン (猫 系が 密お 社) の晤巧 
巧 2 節 かいたり や 本音 

1 •巧 巧 化 ホホサ T •ジョン •サィモン 外 巧の 巧 ホ • • 
2 •巧 固 代まポ I ル •ボン ク ー ル か 巧の 巧 5^ 综止お 
3 •ホ 図 巧 巧/ 1 マ y •デゲ ィス 巧の 商 巧 軍 供 搞ル論 
4 .巧团巧おブオン こフィン • パ，ぺ ン副巧巧の巧酬 

巧 3 節 巧を の國巧 聯盟 •一 お 軍縮 含な 脫お - 
1 .ヒ トラ-- 首 巧の 巧 巧 

2 .ヒ トラ， 首 巧 ラグ オ なま 

3 •§ の 解な と總 i せに ち 意を 府ム爲 めの 巧 W . 


ぃ。 ぎ.. 

.•三〕 




ミ 

さ 

を 

な 


な 

な 

否 

を 

否 


ち 


^1 

4— 


巧 如 巧 八ィル •ヒ トラー (千 化ち III 十 II 牵 十-巧 十二 
日の I お 人民 巧 栗と 巧 巧 擧のお 果舉巧 I をヒト 

ラ— 巧 巧の ま 巧みす) 

第 W 章 巧 巧れ の 大巧から 巧 採のを 巧 
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な 目 巧 

- ァドルフ •ヒ トラー 乘 生の 家 

- 化空大 段. 罔を 議を •巧を 西 首が ドクトル •ヘルマン •ゲ— リンダ 大お 
が 太 利 ムッソ リ I ュ首 巧と 巧 逸 ゲッベルス 宜 巧との 捏乎 
が 洲大戰 を】 九 一九 年、 巧を 靑年 ボッ ダムに 集合して 巧 ホを 巧す 
一九二 一年 •テ ゲレ ンゼ ー 街道に 始めて 自動 単 巧 進 
一九二 一 一年 •コ— ブルダ 城 巧 ナチ ス巧 巧る 
一を ニニ 年、 ミュンヘン 市に がける ナチ スの 巧な 
ナチ 乂潘 勤は 靑年 もを 年 もが 阁一 をで 
^ のがが 
城のを 部 
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1 

1 

2 

1 

3 

4 

5 
1 

6 

1 

7 

8 

9 

1 


2 

2 

3 

ウ1 


一九二 一二 年 維 巧 巧舊ハ J ブス ブルダ おのな 歧 前にが 合せる ナチ ス黨は 
ダン チッヒ 市に がける 波が 人の 無理解に 巧し^ 说の 集合 
一を 三 二 年 五 巧 巧が 推が に 於け る ナチ K な 貫の 集な 
巧兒 十九 歳に 连 すれば 階み 巧を のか 何を 問は ず ホづ强 制巧仿 
軍用 巧 巧 巧を 有 甘ざる 巧を 困 巧の がを 的 巧を •がま 訓練 
肤 がの 天を 巧ム 巧を 大型 巧 巧 巧と •伯が がをお テム ペル ホ— フ のをが 
ナチ ス がは 巧巧拽 にも •ナチ ス靑 年の が 空 術 巧 巧 
婦人は 梁を にがれ 

一九 年 S ち 一十一 日团 含兩院 式に かける 首巧ヒ トラ— の 化を 巧 巧な 說 
一九 一二 一二 年 •左 巧 一日 ヒン デン ブルダ 大統 巧の 巧千吼 
同日 巧 巧ヒ トラ I 氏の 巧モ吼 

一九ニ ニニ 年 伯林に がける 巧を おお •寒 おお • ^ 紙の お閱 
ヒン デン ブルダ 大巧 領弘を 巧 旧 


_.-づ." - 


.巧 議賣' 
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一九 一二 一二 年 お 日勒 巧な を 日 •大が 巧と 巧相自 ft ザに 巧乘 しお 民が 列の 瞄 fc 
をぅて 巧 巧を をく 
ナチ ス を 肖の 群を 

ハ ー ゲン ク a ィツ (ナチ スみ 巧) のをを 化ぶ 
ナチ ス 巧を 一二 棟 
ナチ スな章 其 一 
问 其 二 


ほ 



自 巧 

現在 •世 ホの 親 おは •巧 逸には がれて 居り • S 尺の 妄兒尙 ナチ スを 口にして おる。 

巧て 巧 逸を おた ことの ある 予 、おに 現今は •新 M に閒 係して 居る 予は •ナチ スに 巧して •ィ 
ンテ レストを 持たざる を 得ざる ホ 第で あるから •新聞が 誌は 勿論 內 かの 文が を獵 ホして •ザ來 
ナチ スと はか 何、 兎に角 曲り なりに も •一巧 化を 巧め てな たいとを して 巧つ た。 

本を 二を に宜 され •幸乂 巧に 一生を 巧た から •巧 化な まの 爲め •獨 をへ ナチ ス修巧 巧 巧に W 
かけて •ヒ トラ I の 風姿に 接し’ な 巧 叫びの 巧を おき. み 棟の 晚萊の 人々 にを ひ、 所 おを M き、 

ビ ー ル 度に 拐る ナチ スユ I ゲント (若人) の おゆる かき おおを 曲き、 おか 祀 しき 共 巧 おを な • 
が 時日では あつたが •巧め てが 靜 に、 巧 巧から 巧 あの 現 化を 規 をした ので あつた。 

お 巧 •ナチ スは •みがが 巧 日の丸の 逆で' $ が •古れ 巧 巧を ま 現す る 型で ある こと •が 巧 
がが •日本の 巧 代 巧 古道に 巧が たるな •巧进 人の 巧 意は みして が戲 ではない。 まりと て 生地が 


をい のでは ない。 文明のを の窩い 化が 跋は •の 隣から をく る强 巧に 巧して > 解 めせられ > 自 か 
を 巧ん とがす る こと、 が 巧なる 巧 あ闽巧 巧を おけん とする •過が 化 想 や •拜 おが 故に 巧し •巧 
巧を 扳ム ので， 巧 角、 巧 巧 巧 巧に 巧して は、 虎の 诚を締 る 狐が 巧び 出し， 親の、 むを 巧へ ぬ不巧 
兒が 出て’ み議 をが す ことがあり、 自衛の 度が 過 ダて 積链爭 岡と なり 巧 化の 诊を 現出したり、 
巧 辯が 過ぎて 所謂 口 お 誤解を 生ずる 如き ことは •何れの 時、 何れの 闽 •何れの ホ 命に も 巧り あ 
いこと で、 吾人は 是 等の 些 巧に 眩を されない 様に、 が靜に •公 やに、 大局に 满 眼し •が 葉 ホ 節 
に 拘泥し ないで •ち 巧を 調 あし •まなで あらわ ぱ ならん 。右 巧 左 巧 •化に 神 おを 尖らせ •巧 巧 
に まつたり すると、 不知 不激の 間に、 なお 地 化の 宜 巧に 乘 せられる こと も あ 0、 自己の 巧い 化 
解 特にせ お 困の 親み 等と を ふを 情が、 な々 公 冗なる 判 巧に 一巧の 暗が を演 はすこと も あるから 
巧 巧の かき 立場に ある 人々 は •巧が 上に もが 靜公 やの 巧 巧を 必要と する。 

曾て •义 しく 巧 逸に 巧 在して 居つ たぶ々 でも •巧ら くは •現 化を がな せられたならば、 巧に 
巧 おかで あらぅ。 僅か 六 年 目に 巧つ て 化た チ も、 をの 變 化の 巧ガ しいのに 一 おを 巧した ので あ 
る。 お々 たる エルべ 河の ホれ •ゥン テル デン リンデンの 木が には 變化 はない が •巧进 人の 巧 神 
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のな ちが s かがを のがち 巧'^ なる 义剛 人と しての-誇り s 持の 巧め •を树 一を’ 卿と 
B との 勒巧 奉仕に 巧す る巧劍 巧、 巧に を 年 前には 訟め巧 ざり しものを W 化した ので ある。 

而 して 巧 逸人は， ナチ スに果 がを 媛 じて おらない ばかり か、 之を 裝 おして 居る ことを •特に 
化く おかす る。 化な にがて •まは 本 巧が て. 大 なる 訟識不 おが ある 様で ある。 

予や 不铅、 I かの 巧 辯 •而も 段 人 •か 巧を がへ ず •法 巧を 知らず、 な 治を 語らず/がん やを 
儲けを や。 併し 吾れ は あ 十ー ニを の 苗 ザを なて 自 巧して 居る* 向後 少 くも 己 十 年間に、 肚 みがむ 
の 仕 まを 硏究 して 見ょぅと をし、 现 をは 化 巧に を 怠し •新閒 巧 誌の 巧究 にを 巧 中で •其 一巧 U 
として •巧を •ナチ ス •ヒ トラ— を巧究 中で あつて •巧 逸から がつ て來た 所が、 み ホげ から 誰 
巧を 求められ •技 おを 巧は れ寸 巧な き 現 化で ある 〇 巧ろ j をを 化して、 备ホ 面に 酬いん として 
お 日 午を 六 時から •八 時 閒を本 善の 島め 注ぐ こと 巧に 五十 日 •丰 まの ボ倍 おの 文 巧が 化來 たの 
であるが •目的は 大衆の 常讀 で、 巧に 巧な の夕 いのは •黃 巧を 困な にし、 且又 ナチ スのホ 岡. 
を 巧 時化の 詳記は 大衆を 利す る ことが 少 いから、 思 ひ 切つ て おおを 採 おし •巧 向に した 〇ぶ 
はは わに 巧 化を 痒の 底が おいでも ない が、 此 おは やに 讀 をのを をを » ふ 巧で ある。 
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巧 載 お 巧の 正な た 巧す る 巧め •巧 あ 人に して 年 ホの ぶ 人中 •を 近な 曲を 规 をして 脚が ホした 
二 一二の 人々 に、 一應 眼を 通して 巧ぅた こと t 特に 附記し、 共友設 たがす ると 共に •本 まが 巧な 
り 的の 著述で ない こと だけを •讀 をに 吿 ぐる 光 巧を をす るので ある。 記して なて 巧 文に 化ムる 
ので ある 0 

巧み ル 年 十】 巧 東を 下 » を 茅 巧に で 

安達 堅 造 






ナ ' JUl み’ 滨 p , 

f ~ rj—... ：：IM ' rT— ； ' す/一 

巧 I 酉み ぶ 因の ずを 藤き 巧々 してなる 

; 1 7! み 部 ザ ♦\ク|で イツ (み 宇) の ナチ ス 巧を 見る 

.一.- * 

闯ほ 中れ 付，、 一順 か K 年み々 ぃ巧洲 化さ ホの 實 なお 察の 巧 •を 中 あ 巧を して •をから 跌洲 をた 
ると^ にい 大 にがけ る •實 がを 親を し、 粘に 巧 逸の 事情に 關 しては •巧ぶ 
魂の巧ぷ^^.^^を^|^}6^_统^したのゼが、 な時の-闽巧は、 吾々巧生時代にかってぉ 


つた. 


^ 3*- - 1 -J* JW ^ '‘ 'y Tf /W 7 PIBK rwr.2 k 

，考 ，ホ 户 .ホび 一二を の 共 巧が であり •錢兜 曲の デモ 


スト レ 1 


になして は •沿道の ピル デ ィングの をからは •ホが や、 ホモ ホが 助され •巧 巧では、 化を 蔥 
と 巧 國な員 とが •衝突を し •黑 ゴムのへ ルメット をが いわ 巧官が •大型の 自 おがに 乘 つて、 ホ 
奔西 走、 巧を の 維持に 勉めて 居ぇ 搜阳 がを 巧 載した ォ I ト バィ さへ も 異なに 化 にげつ たので 
あり* かなり 巧 常の 應 巧が 阳來 、中を 巧 扱の 智讚 ある 人々 で、 失 巧して 困つ てがる 人ち 巧を 


不 をで、 不治の 巧に 捕 はれた 人々 もな をけ •勿 謀 大巧の お 餐 なりと して 巧が におへ たので あつ 
たち ォ—べ ルゥ オル 巧の 古道具屋に 巧 政 時代の 動を が •がを 品と して 睐列 せらた 巧 廣のお 
を さへ 巧り 物に 出て 居つ て' 切 曲が おした ので あつた 〇 フレデリック ストラッ セを 散 ホして • 
トニ 云 分 S 閒に ボ拾餘 をの 巧の 女から 巧び 化め られ て、 あたら 色 巧 耕された のを •不愉快に が 
じて、 ま 酉の 公 おに 不 かと 迄 おへさせられ たのであつた 。々フェ •を 巧 等な 測には なて 席ら れ 
をい •おも すれば 妙が 女子に なをされ さぅ で， 幕 合の 化 息 時間に まる 巧 張を 感ぜ しめられた。 
化し. なは 之を 專意 にが 巧して •一に 大戰 のが 巧に 依る ものな りとの 同情の 化を W て 一切を 力 
モフ ラ— ジュ して •巧を 自己の 硏究に 巧 進して 事な きを 巧た ので あつた- 
が るに 今日の 巧 逸は か 何、 赤い 巧 西 亞を通 遇し •黒な 茹でな の 底を 痛め • BB の 波 脚に 稍 生 
おを かなして •入 巧した 巧が、 巧 罔とは お 巧一终 •閑が は 昔の 巧 白 ホの S 色 巧に W り •が M に 
す 思 寡に 共 度を 巧つ て 居つ た. 有名なる 來 因の 守 巧ち ッムぅ ィン •ッム ド + チェン ラィンの 巧 
网が义 「巧 逸は 巧ての 上に」 との お 巧な •及 「ホを 差し上げ 巧手を がんで 進め」 の ナチ ス がを 
胡な 夕な に閒く 巧に なつた。 
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凡そ 阅 おは 賈 の 情操の ま 現で ミて •ツムラ イン •ツム •トキ チエンライぶ 讓ミ覆 
戰 雲> ミ K バ—デ A Q 化 二— デル ヮルド J アン タ T ル (覆 レに 刻み 茲 まれた もので •共 
かの 內 S 、 血の 流れて 居る 邮 、刀を 執り？ 間 •なの 引を の 引を 巧る 巧 (卽ち 命の あらんぶ 
りと 2 妄 裝因拥 Q 右岸は か i 畫 まいち 蹈まサ ざらん ことを 望ょ 畫ふ 暴？ 
6 シ！ ゥイ ごご 作 雪 あろを々 巧 逸 もを になつ たなと 化は しめた。 

ラ •チォ であ 送す る おを おがして 見る と •ホの 様な ものが ある。 

賣 f 煮け •寡 两篇克 のち ヒ トラ— 巧ち まが 嘟 f まが 閔家 •夏 口のを 居 (图 
みへの 谋攀5 巧け る 歌 y 獨逸 Q 闽が 、等々。 

さては 聲 には •ホの 棟な、 ダンス 巧の せ 送が あつた (ぶ も 今でも. ダンス ホ— ルで まやつ 
て 居る も S ある 様 だ) の》 が •ちつた もの だな ち さ考へ 出しち 

吾れ は？ •を S はが 餘で汝 は 可愛い ょと S ミ S いと 一 S 5 •巧を 兒の 如し. 

巧 棟な は雾を かまは ない ことは ない •なの、 むがして 居る ことは. 小 胃の J ミに は- 
ん ななれ たなれ ぱ 、バイナリ ンを ひく 巧の 巧 •白 信を 义ぅ たれば •等 卜〇 
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其 巧を に 到りて は •班と 巧が とおが あるの み® 

ァ1 スト •ハン フシ テン ゲル 作の ド斗ブ チェル •フ オン (巧 a ) とちん マ— チは. 巧る 專化 
の もので、 之れ は 巧 ど 毎日、 ラザォ 放送 中に 現 はれる と 云ぅて ょい 化夕く か 送 もされ、 ナチ ス 
: S ： 進に も樂 なが 必ずと 云ぅて ない 化な 奏される ので ある。 

さらで だに 規律 拒し き网お 巧を 人の、 一時 巧を かけた 規律は 快な された ことを、 色々 の 巧 合 
に 見聞を した。 

力— キ 色の 制服 •をれ はジャ ヶツの 上に ズボンを 巧く、 お 讯义は 革 脚絳を 用ね •腕に ハ— ダ 
ン クロィツ のが ぞを をを •大股に •巧々 しく 巧 ホす る 人の •か 何に 夕 きかを 化. 特に ± 保から 
日 巧に ぶり •後に 詳說 する ナチ ス (ナショナル •ソサ ィリ ストの が 卽ち巧 家化會 渡) の、 少ザ • 
少女 •靑 年' 攻巧图 •攻 巧梯曲 等の 示 巧 行進の. が も 六 年 前 渡な のな のがぶ 利 フヮ ツ ショの か 
きか 態を 目 巧して •百ぶ 巧 {吾が 臘 塞を 刺が したので ある。 

巧 あの 有激 をは •ホは をや掩 馬ち におす るを 詣 がない ので •巧进 魂は 是 をに おりて 阳み をら 
れ たる ものと 見る のが •を も 良き 誌 斑で あると 信ずる。 
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一二 千年が の ホ 聪の扶 詔に •ホの 意の ものが ある。 

ゥツク •ァガ トン ボリ n ィ ラニエ I •ハィス 〇义 n ィラ ノス •エ スト •ハィ 义 •イシ ロィス 0 

化を ホは •ま 人は 巧 一人 丈け である， ま 人が 大巧 出來 たのでは は 目 ダ、 卽ち 困には 國 ぶは 一 
人 丈け であると 脊 ふこと である •萬 だ 巧國の 事情に 似て 居る ので •おれ 夕 いこと だが、 卜 •が一 
人と 言 ふこと に】 をして 居る。 

故に デモ クラシ— の 策 巧は、 巧を 人の 先天的 性格とは が なれない ので •一時 大巧 巧に ながし 
て 居つた 巧を 人の 意識は •今や お 明快な 巧に 入り、 巧 お ままの 人格せ 巧 主義が > が 巧して •そ 
のな 巧 萬 巧が 巧 生せられ たと 巧る ことが、 を も 正しき 巧を に 巧す る誌識 であると なず るので を 
る。 勿論 建設の 途中には •各 插の阵 巧 や、 閔ホも あらぅ が、 お葉は 大目にな て •大 おを 握る こ 
とに 海 化せねば なるまい。 こ、 にがて か. そのな に 到ら しめたる、 ナチ ス 巧に その 盟ま ァド ル 
フ • ヒトラーに關しおをする必おが巧るのであつて、 な下巧生獨逸の巧おを链ることにする。 
巧ょり 見 ホに 依りて は、 色々 になる が、 が靜 に、 公 やに、 とを 规 をし' 巧 化すべき であつ て* 
閑を 雑を を 之に 加へ ない のがを いと 盾ず る 0 
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揭 & 巧 田 歌の 巧を 

巧を は 現代 巧 巧に 冠たる もので •西の方 マ I ス 河の 上がから 来の ホ柬プ n シ ャメ — メルを* 
又 エッチから ベルトを •寒 苗 一を して かれに をる なれば、 巧を は 現代 巧 困に 冠たるべ し 0 

ナチ K の 度の 巧 g 

一 •巧を 窗< 巧げ •諸手を 組みて •進めょ 進め 巧 巧 曲、 お ホ 捕へ 化を 時み 締めて、 コン ミスト 
芙 をが 巧 ひ、 お 伍 ホ 巧を々 と。 

ir 褐色 制服み 忆なひ •讓 Q がは 見 委 とも •誘を 討ちが ひ、 仰 ダな よ ナチ ス Q ち 巧 由 
と « を 苗が に 巧 ふる 日は 近づきめ。 

一二 •菱其 S 苗 巧り ぬ •吾等のを 裝は 擦へ り •ナチ K のがは を 巧に ミろ 屈從を かこつは 
まの 閒 なれ や j 


ny 3 
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第 z ♦巧を 爱困 をの おじか じたる 化 巧の かま 
大 な 後の世 巧 

巧な 巧！ r S 巧 ゲ—ブ 玉 ルス 巧は 巧を 居る か 

現 巧 あ阐巧 民が 蒙 及を 巧大芭 ドクトル •ぶー ル •ジョセフ •ゲ —ブエ ルス 巧は •モ 九な 二十 
五 年 八 巧 •國 おな 會ま まのを 巧と® する 出版を して •其な 論の 堅 おさと 美文で 有 あとな り •共 
を 年から 伯林の ナチ スの 査傳 部長、 千乂百 11+ セ 年デァ •ァ グリフ 巧 M を まを し •千 化ち 二十 
化 年 W 來を ナチ ス のを 傳 がちと なつた 人で、 千 九 百 二十 八 年な ホな 囘 •閔 お 謀な に 巧ました 人 
で •乂 * 的の 共を まを 巧 ひで •共を 巧 退治 巧 說中聽 ホの 一人が •共を 巧とは か 何と 巧 問ゎした 
のに 巧し •卽 座に 「巧 逸 巧內に 彼等の 巧 巧 地を 作る ものな り」 とを へ、 ホ 石の 共を 連を して 一 
な もなから しめた 有名の 人 わで' ホ 因 巧 ホの ラィト 巧の 生れで •本年 S 十六 才の 街き をり •千 
九なニトニ年、 ミユンへン巿で》 ヒトラ1巧の巧說た聞いて巧巧した人で， 非巧に常誠の巧ま 
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したわな りで、 巧說く 所は をく 詳 がに 巧究 して お 巧な 巧の ものであるから ぶに 同氏 巧が 中の お 
例を 3 巧す る ことにする。 

で 化 •百 二 小の ザ (大正 十ー ニ 年) に 入って、 を々 獨进は 巧 化して ホた。 ホ ザ •力 ある ものが 出 
て 化 情 巧を 救 巧 •挽 同す る必 おが 切迫した、 巧に 此有 巧では。 

1 •おな 市 小 巧の 义 t 巧 童 

化が のを 巧 巧の 調が に 依れば、 S 十六 巧の 伯林の 小 巧な ま 中 くも 一二 おはを 投 である。 ぶる 
一日の 巧 •ぶ 巧 九 千 五 百 一二 十六 人の かを お 去に 巧し' 化が 巿 は、 授 案の お まる か、 えづ パン、 
n — ヒ 、コ コア 等を 與 へた。 がるに ま 食には、 巧に 八 巧た 千の 巧當 おしの 兒 去が あり •合計 卜 
の 巧 六 千ぶ ち S 十六 人は をを を しないの である。 此有 巧では、 巧 巧 ヤング お (モ 化が 二十の が 
米 阅のド ー ズ 氏が 日 •巧 •米 •佛 、か •白、 巧のを 貞 をで •巧 逸の 化な 金ま拂 方を か 巧した ド 
I ズ 巧を •巧に 千 化な 二十 セ年才 I ユン •ヤング 氏が 修正して 巧た 化 巧が 巧を 設立した。 化 案 
を ヤング 策と ち ふ) 等の 巧 巧は 不可能で ある。 巧の 如きが 態では •巧大 なる 思想な どは、 讯あ 
巧 K の 巧から か 〇 ぶら れ るので ある。 


巧 おのが からな o ぶら れ るので ある _ 
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2 •美人 巧 異に 奠 巧を 與 へたる ホを も あれば、 ほ 史上に ホ 巧を ぶちし バシ テル* {を 
巧 ホ 巧みの 道 巧に 巧せ ム としたる デ カメロ A もる リ 


前述の 迦 り、 飢喪 たる 小を 兒 まの ぁるのに •十々 にお 巧の 手 も 延ばさないで •化な ホ おは、 
美人 投巧 などを して、 人 おを 巧し •を 透 ザに ダィャモンド がのを 冠を 巧へ て 居る。 口にが ふる 
古文 化は •靴の 如く •上がが びか-^ 光って •內 部は 孔 だらけ だ。 

飽あ暖 をの 巧閣牌 おおは、 流 巧を 追 ひ •あ 善を 口に •共 美 あの 巧に 巧んで •マルクス まを に 
巧 中し、 巧 澤を盡 して •巧 巧の 一箇年み のを 毁を •一夕の 觀 脚に 投じ、 滿 あおに •プロ レタ， 
ヤ がを 化 •又 人間 生計 中の 罪 惡の巧 似を なて 真んで 居る。 寄附を とを へば， 巧 山を 方面に 出し 
て ほる 巧な おを して 居り 乍ら •をは 口 丈け で 出して 居らない。 皆で なに 寄附を 轴 みに 來 るから 
困る と、* 窝く篇 巧を 振 ふ、 むの おれさよ。 

で 化. 巧 十一 一年の モロッコず 件の 時、 巧 逸が パンテル 號 とを ふ 砲 おを 山勘 させ わが. な 時 わが 


说び 山した ぞと •歐 がか 交 ホを 驚かした。 化院を 付の パンテルが も •キ— ル おお 两で巧 だ 庵 分 


をした 巧 •巧 利々々 亡を 共は、 伯林の 西の ブンゼ I と云ム 湖水に 引 張つて ホて •共 化 上で シャ 
ン パンを がいた 0 •巧 巧な ヵ ピアに 巧れ ちを しながら •此 を# ある 砲 おのぶ 黄を 揉な すると お 
ふず 謹が おり •吾が 一一 一巧との 比較 如何。 

3 •巧は > ひたし • SC ける ちは なし •巧なる こ ホ •な 巧の 巧 度を M し 巧を な S 

な 日が 日に •がかさずに 》 ぶる ミッ シ m ン に、 巧詣 りを する 則を の 八ネの 小娘、 巧 巧の 始ま 
る 一巧 閒も がから •お 貪 里に ホて > 巧 々として •庭 脚を をせ 巡り •化て 屋內に 入り、 瑣 巧を 巧 
入る、 巧 巧は 始まる* おの 本は 巧 げられ る •を 初は 巧 巧の 巧め、 ホ 巧に して 居る が. おには 幸 
巧に 滿ち滿 ちた る がら かなる 面 持と なる のが 例 だ。 

ぶ 日 牧師は •額に 入れた な 叢を. 小兒 共に 分 巧した。 

恃畜ん で 巧 巧を 巧べ て 巧 ひを けたので あるが、 獨り化 少女は を 巧ぅ、 戴きません と替 ぅた。 
色々 巧 調べて なると •此 おの 父は •傍 巧 巧 波 ㈱ のボー ゼン 附近に 巧んで 居つた、 巧 巧の 先生の 
子で、 父は 人 かお 商な 人で あつたが •現在は え おして 居る。 住家は、 ァバ— 卜の I 空に • S 架 
故 化んで 居つて •化 子の 住 ひは をの 中央で •一方が 姐が で、 一方が 常 棚 だから、 巧を 巧げ る 巧 


hiiilhiinMAiiw - l ちに ちん。 ぃ 鸿 ち-- さ- •ミミ __ と 

が おいので ある" が 巧 巧ぅて 巧 つても 巧げ る 場所がない。 平 索 兩 親は， 必 おなかの ものは 所 お 
ホめ こと •況ん や 巧は ねこと とおへ て 居る。 卽ち 子供の 時代から •勤 おを ち 生活に 化 入して 居 
つたの だから •す 供 也に 巧 ひた かつたら ぅが 巧は つた、 誠に おはしい 話で も あるが、 お 巧な こ 
とで も ある 0 

4 •化# 公田の 杞 ホな 像 巧 も •あはで デモ クラ チック •オフ フワー の Ilia たら ムとナ 

を 時の お 巧は. 巧 ま 主義 •巧會 まを の 記事で 滿 され* 巧 逸 巧 統の巧 がをお 規し •光 押 ある W 
巧を な 巧して、 巧みない 。伯が 公 巧の 凱 巧 小路に 列んで 居る' ち 名なる な橡も •お 息 かで ある 
から •物置に 仕舞 这み •其 巧へ 店舖を 設けて、 ホは をな けを しては か 何と 掉哥 しゎ ものが ゎ 
る。 デモ クラ チック •ォフ フブ I も* 化楚迄 巧け ブ。 

5 •巧と 巧の ホの ♦の R きこと ょ •而 しで、 ほの 巧〜 そのみ » なること ょ (巧れ jgjjj 場の 情 

かは 堯季 となり •元の 巧 ホ も 巧を の已 むを 巧ざる に 立ち 到り、 巧 巧を 付の もの •制服 •み 也 
色* の 由 巧 ある 巧を 品が •巧 巧 瑞に睐 列せられ •ち 時な •肪 かを おし たるま もみち をき のない 
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人々 が •寄り 集り •其养 に 特色が あ 0 •言葉は 蓮 葉で* 少しも 奥ゆかし みがない のに も 巧ら 
ず •を從 をは 勿論 •犬 や' ボ ヶット 猿 迄な し 連れて、 勿を •ハンド パックは •索 的に 唆 版して 
巧る のであつた。 巧 場は 益々 おり 上げられ、 高慢ち きの 彼等の がは •いやが 上に も 引き締り、 
共 股は をろ 巧 おに ホり、 巧惡に 釣り 上り' 巧 笑は 巧を ホを 含み •ホづ 巧 巧の お 巧と でも 言は ぅ 

か。 

おに 極めて 平凡な 遇 時計が 的た •到底 何人も 何等の ィン テ レストを も 持ち 化ない ものに なえ 
た。 鼓資執巧人は叫んだ^ 何卒巧靜に， 時計は嗚り出した〇 其がは、 恰もお女のかき音調で* 
かし 驳 おは 十二分で ある。 ボス タムの 近 街の おを をの 音樂で •帝 囲 的な •古代 A な、 お々 し 
い、 誰し も 巧 巧 信を とな 0 得ざる ベから ざる もので あつた。 一同 化を おおつ て •一段と 巧 張し 
た •誰か 此 時計が 此 なに ノ I ブルの 物で あるとは •巧め にな 想 だに し 巧な かつた ので あつた。 
巧ち ザ!！ がを 巧ぅて 居り 乍ら •的には 天 困を 抱へ て おる とで も 云ふぺ き、 巧に 想像 かの 時が で 
あつたり 

卜 巧な、 八十 馬を、 二な 一ニ ト 馬克-六 百 馬を •モ 八百巧 巧 •ぶ 千 巧を、 奔 巧の 化は お 致 的で 




■V - n I- , 
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はない、 驚吳 ので あつて、 務资執 巧を が' 乎を 上げる 每に晚 お 的で をつ て. 共を なに ホ 巧の 化 
は 除は しく 光り、 か 何に 笑に 巧ら はさぅ と 思ぅても、 ホ 巧の 巧 字は 時 許の かの 廻る とおに •ホ 
巧す る 許りで •一巧 馬ち、 一一な 五 千 馬 巧と 進んで 巧つ た •新が 化、 むしたら しい、 巧 子 かの， デ 
ッ プリ 化つた ホは •おに 小說 的の 數 宇を 叫んで •手を 上げた- 斷が 他の 數 字を 壓 して， む もず 
保が 指 巧を が大 客を 斟 けた 時 8 K •護と な 0 •多く Q 女慧曇 K 蒙れる 羊 Q 如き ホ 
みを なて •靑 葉に 發の巧 巧、 巧め しき 化が •お々 とがを 落して 涅場 する もの さへ あつた。 之に 
反し 规 ホを 擧 げたる 太つ ちょは •毒々 しい 巧を なて •時計は 從お 之を 巧げ、 バッ 々 I ドの 円 助 
車に 化を 巧け た 時 •時計は ホ 巧り 巧した 0 

あなたが、々 やかなる 墓 道に 巧 < を も、 おは あ 度に、 巧 供を して •正 巧なる 時 巧の 奉れを を 
します ゥ 

巧ら くは •此 時計は •持 まの ホの サロンで •日 ホに も •空氣 にも 觸れ ず、 一切を 巧め た A の 
巧に、 正 巧なる 時 巧に 從 事し •共 正な さは、 巧の 大事に ち 間に合ん にも 拘らス みなの 自巧 
の拽 となり •ダンス ホ— ル や 巧を 居 巧 0 時間を 誤ら ざら しむる のか •無 巧で、 なに ホるべき ホ 


は 




の 待 まの 巧め •奉仕す る ことの 出 ホる のを 待つ て 居り 走す。 

6 •表に 集 骨の 樂 ir 裏には 巧 巧の リ— フレット 
化を 巧を を 時代には •を々 のボ スタ I が、 巧んだ もので わる 〇 表に 赤い 巧が 巧 則して あるを 
巧 文 も 共裏を 見る と、 猫 太 商スク ー ラレック 洋服 店の 巧吿が ある 0 
巧 閑な〜 ぞ么 おへ ぱ 、何卒 大モタ 種の な 物を かがへ 居り お •巧 店へ 巧 巧 巧の 上 •巧な 巧 下さ 
れ おへ ぱ光巧 至 巧に 巧 座 お~ 

卽ち ホづ单 骨が 巧び 化す かと 思 ふと. ホ 巧と 巧 巧を お 巧して •因 巧の か « を 叩かし わ •巧め 
巧た る ものは •ホへ、 巧 かへ •一が の 化が •ホと 稱 太と 相 通じ 巧る ことは 革を に巧證 せられ、 
此巧 をは I 括して、 巧# にかくべ を ものであると •巧 进の巧 巧を はを* ち < 信ずる に 至つた。 

7 •つれな さ ラぞホ •ホ 雲 音 をぶ れナ 

固 巧は ホく バンと 自由と を 巧 ホして 居る。 化 林の 一人の 失柔音 が、 ラデォ のがで •な喊 
お 巧の 時刻を 待つ 爲 めに、 鉛筆を 削り、 手 おを 出して 巧 おして、 巧な 市場の 中 込 か 何に と 待つ 
た。 かれはを 巧で •目は 巧え •巧に 一曲を 奏で 巧る チャンスを 巧ぅて 居つ たので •是に 巧り* 


r . ち 3" 妾,, ミ さ 


其离尙 なる 巧 巧を 持 巧す る爲 めの ーサの バンを 巧ん と •滿 身の 巧 待を して 居た ので ある。 豈巧 
らん や、 共 時の なをは •何等 困 巧の 度 生活と 沒交 ホなる •支那 問 酉に 巧す る ま 論を 闽 はして お 
つて •おに « をの 時間た 巧 ごした ので あつた 〇音樂 家は ハラ.^ して 鉛筆を 固 < 担つて •おお 
して 鼻の 時間の 畫 のを 待つ て 居つ た 巧 愈々 時間は ホち 其んだ •時間は 巧 ダち ハ-ァナ 
と あぅた。 アナ ゥン 君は 放を した、 少* 時 巧が 巧 ざました から •本日の 栋ま おかは 取り止めと 
をし まして •ホの プログラムに をる ことにを します 〇 グットマンの ダンスの 化 目に をり ま卞か 
ら •将樣 ダンスの 巧 用意を 願 ひます。 ダ— •ダ— •ダ— •何の 爲 めの ラグ ォダ、 公を の ラ •チ ォ. 
え 業を のか 世 まとも 仰がれて 居る ラザォ ，其 試を なき こと 巧の かし、 他山の ちな て 吾が 巧と な 
すべきで をからぅ か 0 

8 •フロ A 卜 •シ ユワ ィシ (度な のま K の R ) と •エ タツべ シ •シユ ワィ •一 (兵 おの tt 黒の 保) 

と 首 ふ 首 巧 

何れの 苗で も. 巧 巧 語 や •な 語が あるか < •巧进 にも 色々 の お 語が ある。 これ 等の# 語は • 

田 巧に 巧 刻なる 巧夕を 巧へ たる 尊 巧 や • 6 口に 用 ふるもの であるが •な W 大巧ょ. tc 巧进、 
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が •をぶ， を 能 •をを 力を 巧 注して •を 巧 そられた もので •其 結果が •巧 化と 瓦が とを 持ちが 
し •其 原因に 两 しては •、む ある 人* は •フロント •シユ ブインの 巧 力に 巧して エクッ ベン •シ 
ユ ヮィン 不都合を りと して 居る。 今尙略 まに 巧 刻され て 居る ので わる。 

巧みの 巧は •巧 是れあ 田を 思 ひ •命 ホの 巧に •巧み 巧 注の 下 •蒙* たる 巧适 •ま 瓦 巧の 閒に 
巧* として、 巧 巧に 岡ぅた ので •此 巧は •唯* おひ おはされ て •不 おおの 苗を に、 一寸 ホには 
化獄の ある こと もちへ る 暇がな かつた ので あつた。 卽 ちを 困む の 巧り であつ たので わる。 

之に 反し •お 巧の 献は •巧 かに 跑 巧を 聞を 乍ら も •巧紋 のことは をれ たる もの、 かく、 巧な 
に 送らるべき 夕巧 を飽 をし、 な ホを 弄し •ダンスに か 要な 上の 巧を がし •寧ろ、 巧 巧 平 口の 化 
を も 巧して 居る とを ム化 旗で •誠に 誰の 眼に も あを つたので あつた。 まとして 此 中、 むは 况义 
巧のを にあつ たので •軍紀 風紀を ホ かし •を 巧の 志 巧を 沮巧サ しめ •巧 おを 滅 巧るな 卒ろ 巧え 
せしめ、 我 化を はやから しめ、 今迄の 因を 巧げ ての お热巧 力を •一巧に してな 巧に 庭せ しめ • 
、む あるを をして •» 巧の ああら しめたので、 之を 巧來 した ものが、 巧 太 人で わり > マルクス ま 
巧 巧で ある ことは •忘るべからざる も 0 とした 0 であつ た。 而 して 化 巧 ザ 0 閒に一 化の ホ ^ が 
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ぁつたり 

义 、千 化 百 十八 年 (大正た 年 レ 十一 巧 九日 キール 軍港に、 水 おを 巧が をつて •おに 巧 あ ホ 凶 
のな りを 吿 げた まには、 水兵 中の 掛太 人と •外部の 括 太 人並に マルクス ま 蔑 ホが あつた ことは 
今や 內 かに 知れ 互つ て 居る ので ある。 

«2 a * お 巧 おせし •アドルフ •ヒ トラー は、 時世を 化 巧 こ 
巧 巧した 

が述 のかき • が麽 化 態は、、 む ある ものは •巧 盾を 滑め て 居り、 囘大 の乂柔 をを して 居る もむ 
も •夕 か 巧 在して 居つ た〇 併し 此囘 天の 專 業は •時と 人の かとを 巧 •巧 巧 幸 巧に 惠 ホれ わ ばな 
ら ない ので あるが •幸に も 巧 逸に ァドルフ •ヒ トラ I を、 見出す ことが 出 ホた ので、 巧 巧 W 巧 
した ヒ トラ I は •此時 かを ホの 樣に 巧た ので ある。 

一 •巧 巧は 金力に 依り 左右せられ •日々 ほ 下す るの み 0 

ir エ 策の 巧 建は 巧 化を 不用 •ち お 巧を、 え柔 者が 出、 生活 困 巧に 陷 つたに も おらず， 何等 
を 巧 的の お盘 は、 痛され なかつ た 


19 


ご r 遵 おが 、都 ホに 集中して •工業 や 文化 ホ 業に w じた 爲 に、 タカの 不 をを ホし、 其 お 化な 
產 かの 生產力 をが 巧して •を 業の あ 掩が危 くな つて ホた。 

四 •巧 立した 個人を 力に 代 ふるに •共同 巧な 特に 株式を なが 煤 出し、 が ホに 於て は •巧貨 化 
が满 ぇて •小 商人は 販路を えぅた 許りで をく •所謂 光 巧 ぁる お史を 持つて 居る を舖 もが々 巧を 
仕 巧ム樣 になつ た- 

五、 西方 巧 固から 侵入して 來 た、 ちま 主義は •個人の 人が を無規 して、 巧 お 謀を 主を とな 
り、 何 巧 巧 力を がは ないか ホ 卽ち投 致に 化り •み* として 或大 案件が 化し 去られ、 無理が 通つ 
て •道理が 引つ込む •特にな か 巧關に 列す る お 共は •其 人格を 問は ずして •円 己 推が や •巧 お 
に 依り 大 ホの 力を 藉 りて 藻 員と なり、 議 巧に 連ら なり •な 事 錄を判 讚す る こと さへ ボ 可能なる 
を 共が •金の 力に 巧 り* 巧を 巧 巧して •まを 案件を 謀す る。 候補を に 立つ が も •立たせる もの 
も •唯を 力で •共 お 泣み •巧 まに おする 奉 化、 む 等は •那 るに な 在して 居る か 了解に ましむ と 昔 
ふかき •巧 巧した 世相に なつた。 

六 •マルクス ままの ち 入は •闽 がを 巧な の厢 階級に 二分し •日々 麻 括 せしめ* 巧な 巧 〇汽ぶ 


-‘ン ！ ’ 




が 化 ホ •足 等の 人々 は •をが 白 己 ホ義で •巧 あの 巧みを をれ •巧 あ铃 神の 巧で ある 瑞ホ など 去 
ふことは 何 お. へ 巧つ たの か。 

セ •他 ホ にがては •當 をは 自鲁主 寒を 持ち •巧 化を 等の ホち は 更にが おしない 許りでなく • 
親子 •兄を •親友の 閒お でも •金 巧 や 世話 巧に 關 しては、 巧然拒 おして •を も 巧みない。 何の 
ほめの 宗敎 であるか、 何の 巧め 夫 等の 人* はを 閒 をした のか •卽ち 人耐獸 むと もを ふべき 巧な 
を さした ので ある* 

八 •な 上の かき •非 苗 巧 まを をは •巧 逸人の 化が を 有せる や、 る •自ら 巧ぶ 魂を 粗 避が おす 
る ものである と共に •巧 逸のを 巧を 危 くした ものである 0 

化の かを 哀しき •巧れ むべき 速 命に 陷 つたのを 巧 泣して 泣いたなら ぱ •巧 逸は をが おおす る 
であらう。 巧に 巧组お 史上の 巧 辱で あり •なおで あるから、 何人 かおを 之を をが せわ ばな らん。 

これが •を 章詳 なする がの ァドルフ •ヒ トラー 〇舰 巧の 查 がで •何れ 自身 も、 巧 功を 巧して 
おつた であらう が、 其を 巧 R おした ことが •か 日の 巧みを 巧した ことは、 尤でぞ の 採で あつた 
であらう* 
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巧を じがけ る 時代の 巧 求 ナチ ス 
(国 ま 巧を ま 巧) の 巧 西 


巧 田を は •何れの 因に も 巧 山 巧る。 ぶは 言論に •まは 直接行動に •义巧 おを なする もの •巧 
子に 乘 つて 巧び 化す もの •甚 しきは 巧を の 巧を も ある。 併し、 巧に 巧を 巧 ふるものは、 がに 读 
化悲 巧す るの みでは •巧ろ 叫ばざる を 可とす。 秩 巧を ホな •世 閒を巧 化せし むる ものは 持 巧ず 
べきで ある。 時代のを ホに 適する、 合理的の もので •囲が 上下の 人の かを 巧る もので なければ 
ならん" 名 ホ、 む や I 利か •が、 むを 巧む 巧 や、 沒 がれて 止む を 巧ず 立つ 等は 言 話 巧 斷と哥 はねば 
なるまい。 

ヒ トラ I 巧は、 巧 巧の 麻が したを 識 をみ 巧し、 巧 逸が がの お 神を 目 巧め しむる 巧に •巧 巧な 
つたので、 其 ままは •巧 逸の 現が におす る 純网お 化を ままで、 其货 巧は •巧热 であるが •サ邮 
のが 謂 巧 栽 主まで ある •ホ 人 ままとは 共 趣きを 異にして 居る。 巧を 巧みを 本 かとし •巧ぶ のな 
與 をな 本 的の が 件と して 居る ので あるから、 月 ホ 的のは なとは ザを きを 巧に して 居る ので •巧 

1 一 J: ミ ！, f 一 T V j — 1 1 一- - j J ■■■■ 二 ■ ち —,! • n 
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を まを、 階な ま 菜， ホ 巧 ま 菜 等は これを 巧滅 し， マルクス ホを はおな 的に がが せし むる もので 
&る。 

故に ナチ スは 現在 巧进 にがけ る •を も 巧 力 ある 政治 化 巧で あつて •盟主 ヒ トラー と 巧な とは 
同、 む 一 おの ものと 見ねば なるまい。 共 成立から か 日 迄の お 巧を 罔 おしても、 現狀を 巧ても •蒂 
度 堅貨其 物で あり、 世人は 其 お 巧は 策を 巧 巧して 居る 様で あるが、 之は 現在 マルク 相 おが •ホ 
は 勿論、 巧 (英) リラ (か】 フラン (佛) ゾ P チ— (波) 等に 較ぺ てを もを 巧して 居る ことを 
おへれ ぱ •构議 は 巧らない ので あらう、 特に 巧 巧 巧 シュミ ブト 巧は 巧を に 居 化して 居る。 獨沒 
にあ 寅なる 猶太 人の お 巧 的 運用に 厮 してが なお 信を 持つ て 居る ものと •连規 する ことが •おも 
巧 明なる 概 をで あらう。 が 巧 お 巧巧榮 給養 巧の フ ー ダ ベルグ 巧は •团樣 巧の 巧 袖で あつて •今 
をヒ トラ— 巧 巧の 下にが 在して おつた が •阔權 巧が 解な ホら れた のにげ ひ •六月 二十 九日に お 
辟した もので •此更 をは 周到なる 用意の 下に 實 巧せられ たので あるが、 狩來 み 少 のが * はない 
でもな からう が •シュミット お 巧 かは •昨年 ホ、 巧 逸を を 保 おがち であつて •超 巧 巧の 立な お 
であるから •其モ がには 信 巧して 可な りと を ひ 巧る ので， 新 巧 ホを の フエ デル 巧と 巧 おちて、 
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おみ 建な しも 期待され て 居る。 是に附 巧して お 太 人が 斥閒 題は、 括 巧の もので ない とおへ ねぱ 
なるまい。 此 おに 願し 日本には •夕 くの 誤が が ある 樣 である。 

ま お 問題と して 現在 •を 巧逸闽 民は、 兎に角 ナチ ス巧 むに あら ざれば. 共同 巧 ザで あつて • 
か 園を 在の 巧を 公館に も、 ナチ ス 巧が， 期々 としてを るの たおる ので ある。 是は をく、 かを 巧 
が 自由 まを •巧 瞒政巧 《卽 ちす 渡りす おを 巧 政策) 等に 化り、 闻 巧の なを 义 ひ' これ 巧のは 巧 
が •巧を のな めに ならない、 何等 國利巧 巧を 巧し 巧ない ことを •巧 刻に 图 おのむ 巧に 刻み 込ん 
だ お 巧と 見る ことが 出來 るので あつて •肚會 なの 巧 力のを 延は •徒に、 典を にが 巧の 巧 巧 地を 
作る ので あると 云ム觀 念が 徹底した からで わらう。 

ヒ トラ— 氏は •巧 年間に 巧を を 建てを して 兌せ ると 度 巧し •大 がが はなみから 巧を の ホ設を 
をけ て 居る。 故に 巧を 巧 民は、 化を 信じ 切つて 居る ので あるから •較令 共 所に、 共産化の 巧 巧 
運動 や •世 巧 五 千 巧の 病 太 人の お 合した 反 ナチ ス巧 巧が あらう とも、 錢巧 用が、 今は ナチ スな 
下に 入つ て 居つても •が 時 わ 泣 頭す るで あらう と 化 巧す る ものが あつても •兎に角 •當み 政 巧 
〇夕 をを 得る ことで あらう。 披巧は 巧 あで あり、 建設は 沒に巧 ずれば 唐 かにを るな ものである 





が、 共 培を とが 持は をる でない 計り か’ な 巧な だ 巧 特にを 巧を u てす る だ 巧 も 起る から， 迪披 
期には、 爭田も あらう が •吾人は •大巧に 宏 化して、 朽く靜 巧す るの が穩 姑で わらう。 


巧 



第 4 車 アドルフ •ヒ トラー を 語る 
»1 節 巧を 血族、 お n まの るモ 

西歷 一八 八 九 年 (巧 治 二十 二 年) 四月 二十日 •巧 太 巧 ブロ ナゥ 巧 (舊巧 巧いで 哄* の 巧を 巧 
げたので ホる 〇當年 四十 巧 ネの樹 き 盛りで •お ままを •か 太 利の ムッソ リ I 二が、 がんだ くれ 
巧 治屋の 息子で をつ たのと 双 堕で’ 父は、 おりの 巧のに ぶ ホれ なかつ た。 おな 稱朋 をで •巧 ホ 
に從 摩して 居つた 人の 巧り 息子で あつを。 

父は、 何卒 化を を まにした いもの ガと ぶぅて、 其 かまに おめ たので あつた 夕 化の 卜 S ネの 
時に 他み したので、 が 巧を 人で ある 化の 巧は •かの 巧 乎で •彼と 彼の 巧との お 巧に なめて 居つ 
たが •父のを を 巧を で •化の 十八 ネの 時に 父のを を 迫ぅた ので あるから •巧 載のを をの 化等义 
ホは •自ら バンを 巧ざる ベ わらざる のが 勢に ちつた 0 であつ た。 


26 


5 一： 一 


巧义 がの？； で 小 架 巧を 卒巧 し. 口 本の 乙が 巧ぶ 學巧お 巧のを おへ 姐うて だつ たが、 がの 
沒 後は •を々 お 肉 巧樹を やらねば ならな かつた。 そこで 化は •捶 築な 帥た らんと 志して. 維が 
市に 出た。 


夕 ■巧 巧 主を おせ 0- IW 巧、 マルクス まなの 巧 巧 的 反 封# となる 

十八 ネ 白面の 靑年 、他に 巧を ホめ ょぅ ホを も おいから •を 初は •おお ± 混ぜの 人 化と なり* 
當時 巧が 巧は を マルクス主義 巧と ちぅて をい 位で あつたから •作業場に がて、 化を ホ おの 巧が 
巧と 交 巧し •夕く のぞ 巧 的の 化閒を 巧め たのと 共に •他の 巧衔 をの 所持して 居る 义 かは、 をな 
さを 讀 破し •旦又 研究の お 巧 •マルクス ま義と 同時に •済 太 問題を 併せて 硏究 サねぱ •お 巧 化 
である ことを 痛感し •併せて 洽太 問題の 巧究 にもを 一巧した。 

此結巧 •巧を まを は t 阐主 をで ある ことを 體 巧した から •兎 巧 一 お 手 1 投おの 細部に も ァン 
チ マルキシズムが 現 はれ， をに、 § ま 萬の 巧みを と 大巧 巧を して •屋 巧から 突き 巧され た。 
仲 巧 おも あつたが 、巧つた。 意志は な々 を 固になる 計りで、 彼の 兑 解を# げれぱ ホの 通り だ 0 
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1、 巧が 化合は、 唯 マルクス ホ 寒の 一部の 變 態で， 化して •此 化合は •巧が おを 巧 巧し 巧る 
もので ない。 

2 •マルクス まを の 道 率は •巧に 文明の な 巧で ある。 

3 •巧を の巧衡 おは •ちに むから •マルクス ままに、 むがして 居る のでは ない。 其 指 巧を や 巧 
かを が恶 いので、 巧が おは •巧して 两おホ まに 反 おする もので ない ことが 倒 巧した。 

巧に がて ヒ 氏は •何等かの ホ 法を 見 曲す ことに 依りて •迷 ひつつ あるかち 萬 人の 巧组人 巧が 
著を 软ひ 出さねば ならない。 而 して 自己の ホ おする 巧 巧 主義に おり 法まねば ならん •一つ 大化 
むを して、 己れ は 化 等を 指 巧して やらぅ と •堅き みむを 持つ たので ある。 

f « 巧 u の e 驗 やに K 抬 せる ナチ K 

苦しき 巧 街 •併し 此空 なと 巧 巧との おおは •巧に 下 巧 階 絞の 辛 まを 嘗め 盡し 巧て、 下 巧れ を 
の 人々 の、 心理を 巧に 捕へ 巧る やぅに なり •思索を 練る 爲 めには • S にない 巧みで あつた。 

巧 逸人が •ハ プス ブル グ窜 巧の ホ 下で •あ 迫され て 居る ことを、 巧 も 巧 おした •波は 一人で 
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あつを。 

なにが て 化の 頭には •巧に ナチ ス のが 領と 其を 展 上の 巧 普は 化 ホて 居つ たが •か 何に してと 
を 巧 お 巧 動に 移す ベ まかを ちへ て 居つ た" 

初めは 國巧 黨と肚 を 黛と を 調 かしたら ぱ 良いで はない かと 考 へた。 自分が 矢 表に 化た う 等と 
ち ふことは •ちへ て 居らな かつた。 ホづ靜 に、 獨 りで 化 治 問® を巧究 しょうと した。 之れ がな 
め 州 巧を ホを のを 巧 リッテル •フォン •シュ I ネル 及び おおの 巿 長で をを 社を なの 巧 巧 ルィ ダ 
ルの 巧 巧を 崇拜 し、 其が 說を おうた。 

巧 角 思 あ 上の 硏究 者は •反 お 思 あを •毛が ひを し •な 巧に 化 判を する。 而 して か 何に 處 巧す 
べき やとを ム 段になる と、 巧は 幸で ある。 ヒ トラ I 巧は 化點に 巧して が 出して 居つ た。 

推されて 巧 首と なる ものは •推 旗す る 有力を の爲 めに 左右せられ •巧 想が 鈍り •巧 巧が 化 ホ 
ない。 自ら 陣頭に 立つ ものは •巧 ひ 計りでは】 巧し 巧ない。 巧 一に 嚴 人を チャ— ム卞る 巧 力が 
必要で ある。 巧 おを 衆人に 理解せ しむべき 巧 ホる おがが 必巧 である。 下 巧に 巧 迦すぺ きことは 
勿論で ゎる。 をを が おければ 巧が 立ち 巧かない のでは •巧 おは 巧 はれない。 巧 人が 轉ち 寄る の 



o 
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でなければ •媒の 誤を の 貫愤は 巧し 難い。 な 是が流 巧を 迫 ふので は 不信を がす。 巧の 巧め 玉 巧 
であらね ぱ ならん。 ナチ スは •此 要訣を おね 具備して 居る ものであると とひ 得る ので ある。 

第 4 節 巧 お居 住の 巧を 人に 巧す る 同 巧と 巧を へ爲な 

隣 巧 巧 太 巧 •特に 北部の 舊ボへ ミャ 地方に 於て •を 巧 六 首 七十 二な 一 一千の 人口の 巧 •一巧な 
上の 純獨 逸人が 居住して 居り、 社を 黨政 おから 巧 おを をけ て 居つ て、 有能 者 も， W ザ 利 人 •チ 
ェッ コス ラバ キャ 人 等の 爲め •高位 高官を 占められ、 議 をで も. 是等 地方の 满 鼓に 巧す る 蔑を 
は後猶 しで •主 木エ ホ も， を 易に 行 はれない 。巧を 人は 到を 巧が 上らない 。がと かして お 巧し 
たいと 思ぅた。 一九二 一年 (大正 元年 3 の 巧 ニト 四日、 ヒ トラ I 氏は 巧が 故閣 •巧 逸 ミュンヘン 
市へ 歸巧 した。 

ミュンヘン 巧は •巧 逸文 化の 中、 むで あつて、 ヒ トラ— 巧は、 を榮 技師た らんこと を ホ 望して 
居つ たが •差し 向き •ボ スタ I 描きを 渡世と し •同時に •處 世上 諸 おの 研究を 熱、 むにした。 な 
中 ミ 居 や 映 まは •巧 化の だ 映で あり •思想 0 を 現で あると 巧へ •なめて 切りな めた 生 巧 中に も 
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それの な 物を した。 

又 リヒャ I ド •ヮグネルの 音樂を 聞き •痛くな がし. ブグ ネル 崇拜を 0 一人と なつた。 

斯 のかく して •社を 生活 •マルクス主義、 猫义問 曇を 巧究し •常 謝® 涵を におむ る妄 に’ 
巧 治 か 巧の 機巧に 斯 して、 共 移 推には 意し •普 勇飛の 時裤 をが つて 居つ ち 

ミ 餘 8 大里 のまに 巧リ 、巧 十ず を 巧 巧 章を 養せられ 
たが、 其 巧 # も 同情 巧き 巧 巧は、 巧を 上 T の ほ 親を 巧 わ 

ヒ トラ— 巧の 國辖 は、 巧 太 利に あつたが •千 九ち 十四 年の 二 巧には •巧 太 利に おする 兵な 3 
巧は が 了し 時 恰も 煤が 大戰 が勃發 したから* 共 血が がが 巧を 人で あるに 化り •巧然 巧を 巧に 
巧 おすべく 化、 むし， バ バリャ 巧 おに •志願 おたらん ことを 願 ひ 化で た。 バ バリャの ルー ドゥ 4 
ッ クニ ー世 王は 剌令忆 管 f 許可し • パ バ9 5 備步囊 十六 護 笑 f 命じ’ 间年卜 巧 十 
日には •戟 なに 闲征 する ことにな つた 0 

千 化 百十署 Q 十月 かを 一巧に 互 ミ •巧議 Q 力ぃ i 取 Qs 的を なて •白 3 の 西 ホ 
化 お 岸に 面する 地 ホ (巧ち フラン デル 心の 巧は •大戰 中 最も 巧 專の惡 巧 ま 巧して 而も H 的を 送 



する ことの 出來 なかつ た巧阅 であつ たが、 ヒ 氏は 化巧网 にを 加し、 おかの 戟 友の 笑ん て 巧 歌を 
ホうて 巧 地に 着いた 巧 •九死に！ をを 巧、 みに 巧 丸の 巧 巧を 受け •兵卒と して 偉 巧を 捶て たの 
であつ た。 

ホで、 バ バリャの な、 ゥ斗 トシエ テの 巧# 等 到る 巧に 殊 動を 奏し、 出征 巧に 二 巧 月 目に 於て 
十二月 一一 円には、 巧 十字 二等 動 黄を 授 巧せられ たので ある。 

ヒ 巧は 逐拔 せられて 巧 令 巧と して 勒巧 する ことにな つたので あるが、 巧を 巧 毛の 姪を に a 
き •巧 丸 雨满の 間に、 能く 共ぶ 情を 巧 巧し •巧々 おおを 有する 人々 に 代りて •危 おなる 巧 巧に 
服した 爲 め、 巧 も 之を 目 巧した 人々 は •共な 洽上ま お 卜：の 巧 違せ ると ると を 閒はホ •上を たる 
も 同な たると を 巧は ず、 かみ 的 •巧 巧 的の 友な の 摩い ことに 巧して •おがし •機に をり， 巧に 
« れて 巧し 合うて 居る。 此 ことが、 後日 ヒ 氏が 立つ と •化を 较 しては ならん •守らねば ならん 
と 云うて • SA や SS の 出 來た巧 神 的の 因に なつて 居る。 

モ化百 十六 年 > 西部 載 場に 於け る佛 軍の 大攻 巧の お、 ヒ 氏は 砲彈 のが ホで 巧が にを おし、 入 
隨 した© であつ たが' S 年 S 巧 巧び 戰級 におで、 化が 巧 動を 巧け、 之が 巧め、 フォン テ哦 を‘ 
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動を と感狀 とを 授巧 甘ら れを〇 

千 九 百 十八 年の 夏の な巧擊 では、 ヒ 巧は 巧身特 巧な 下 十五 おのか おを 捕 巧と し •共 巧に 化 U 
て •鐵 十字】 等 動 章を お 巧せられ たので あつて、 今日 ヒ 巧の 的 閒に试 いて 居る のは、 卽 ち此绒 
十 宇一 等 お 章で ある。 

誰 6 節 毒 直斯ホ 巧を さけち 目と なリ 、入 おや 巧る、 回天の ま R 
を •す 

聯合 巧 巧 尾の 大攻 巧を 待の 巧、 一九 一八 年 十 パ 十 S 日の 巧’ ゥ + ッ ベルの 南 ホで •巧 巧の 大 
み擊移 待が なぜら れ •此お 英 軍ょり 化が の、 ダル ぺ •グ 0 ィッ 瓦 巧 (巧 色藥瓦 巧) の 十字 巧 巧 
の爲め •獨 軍は 大巧 宰を 受け •ヒ トラ— 巧は、 共中蒂 のな •をみ 痛痒を あじた る も •尙能 <俾 
々使と しての な 巧を 完 巧した が、 不幸に して 一時 失明す るに 至つた。 

ぶン メル 州の バ ー ゼヮル クの陡 巧 病院で 化の 治 巧を して 居る 巧 •ヒ 巧は •巧 親の 巧 蓮を 巧け 
る譯 でもな く •醒 はしき 花を ちて、 むを 慰める こと も 出 ホず、 勿論 説窝 とお ふ譯 には 巧かない か 
ら •唯 耳に おり •お 困 巧を のをき 巧で も 曲きたい ので あつたの だが •ホぞ はだ おに、 内 掛か 巧 




のな めに 彈盡き 刀 がれ •を 岡の 結 巧、 手な ひたる 巧 ± の巧吟 と、 面白から ざるが 閒 のがとの み 
であつ たが > 拽にヒ 氏の か. むは， 唯々 堅固と なる 計りで •神に 祈る 所の ものは、 早く 眼を 阳か 
せ 給へ， 而 して 吾が 囘 天の 業を 巧け 拾へ と 云 ふまの みで •巧巿 にがけ る おおのな き， 巧に ぶ 巧 
の 悲しき •がしき 境遇で あつた。 が 忌は しい 巧と しては、 ホの 様な ことが が へられて •化 巧な 
る 載 巧な をは、 を々 自己 お 巧の 狀を 忘れて 論戲 する ので あつた。 

巧を の 軍隊は、 み戰 おで •苦 岡を して 居つ たので あるが、 哉 線のを ホは •をく が 化して 居 
を。 而 して 此惡ぶ 潮が •ホ 巧々々 に 戟餘に 及んで 來て •か彈 ょ 0 もな ろしい 作用を する のでを 
つた •巧 利己 之れ あるの みて ふ、 國 家な なのか 除せ るれ をは •獨を 巧を 欺き •かおに 租岗 のな 
めに 盡 した 人々 の、 夕大 のな 巧を 拾て るべ < 巧 力し •をに 憐 むべき ホ 命が 勃發 せんとして おる 
ので ある 0 

千 八 巧 十八 年 十一月 九日には •キー ルで 水兵 革命が 始まり •を お 瓦解の 化が 顯 おとなつ た。 
ゥ斗ル ヘルム 巧 二世の 巧 一等国 巧を の 國おま 證は勿 萬、 国家に おする 信仰 も、 がか も •化 おも 
なに 巧远し 去られん としたの である。 此お 因が ホに 佐り を てられ •稱 系に 山 資せられ わ。 
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- 乂佑ヒ 巧に 加は り-痛み も 日々 汹 じ* 服は 巧に 巧な え 化して ホた。 ヒ 氏は をの 巧を 閒 いて， ごを.'-': た-.' 


巧怕 遺る 方な く •腐を な ひし ぱゥ 、錢举 を 虚空に 振り •巧 怒の 餘り •時に 巧烈 なる 化 痛を 巧し 
たこと さへ をつ て •當 時ヒ 巧の 記錄 には •ホの 巧を 巧げ て あるのを 巧 化すので ある。 

嗚巧 •總 ての 巧 力は 無駄に なつた 》 戰 場に がける 巧 お •巧 苦、 死神に ありを かれ ザら のが 凹 
への 奉仕の 爲 めの 巧 身の 巧 力 •かやを くまし。 

お 百な 0 地中の 男女、 巧して 闽 家の 爲め •まら かに おへに 贴り 居れり や •眠り 巧る や •化け 
出して 來 るので はなわら うか、 口を 利く ことの W 來 ない •血に 染みた る 主の 下になる 人* は， 

国の な 巧の 爲 めに* ノ n {とがて 來 るので はなから うか、 鄕 主にが つて 來て仇 討を しに 來る 
のでは なから うか 0 

巧 ± は. 身を 闺 おに 捧げ， 働いて 居つ たのに も おらず 西の 後の方で 残つて 居つ た 人々 から • 

巧 かれた 》 巧 かれた •と 云 ふむ がが して 居る ので あらう。 

モ 九ち 卜阿年 八月 九日な 來 (歐洲 大戰) 若い 人々 は •を < 犬 巧を したので あらう •懂 々卜 と 
才 かの •洋 * たるが をの 持 まが 》 フラン デルの 巧 中に •無意義に 巧 まり おつた ので あらう。 お 
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を 馬革に 包む と 云 ふことは 何ん と 無意 ホの ことにな つたので はなから ぅか。 

巧を の 慈 巧 深 蓋麵は •巧ょ 化ょ ちを み •生んで •巧て •を ごず、 むと 一 お ふ 巧で •幽 
巧 其 ホを 異忆 し •蘇瞻 し、 而も s § かされた お泼忆 なつた 5 •國 家® 巧 管 供し 巧た、 

巧る 人と して Q 誇り も 一朝 忆 して 化を 瓣を 悲しむべき お巧忆 なつた ミ ある。 

內 地に 巧つ て 居つ て •が 利が 慾の ほめに •曇の 立 あなる 人々 を磬 にした 惡 なおは •世の 
が •固の が •人の 化と 叫んでも 尙 及ばない ので ある。 

ヒ巧も ホ、 奇しき 運命に 捕 はれて •を やつて 人院 をし 5 るので、 何たる 幸た 狩 わ 不幸 

か 0 

菩哉 、善を •己れ はなたぅ •而 して 政治家と して •巧を 巧 族の 销巧 のはめ •あ# ホ 巧の 巧 
め、 をを. を 能、 を 身を 齒 家の 巧め に 捧げん、 辛苦 巧 まは* 悟の お をれ。 

g 7 tt を 院 をの 巧 巧 

1 • ゾ 乂ダ—卜 • ラ—卜 (み^< Hf ^員會) にネ满 
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ヒ トラ ー 巧は 一乂 一八 年 十ー パ、 が お觀 なにな がした。 を 時 かみ 嚴； IS； に 化り かがせら むた 
羣を貝 をの おおに 關 し、 頗る 不滿 をが じ’ 役 貝と 共に 聯 傑が 解 敌 せらる、 を ’ 1 時 トラ ミ 
シ タィン 巧を 南 束 部 図 境 附近の 部に 巧 地した 

2 •ホ 巧みの 捕 細ょ リ免 かる 

巧巧. ヒ トラ1巧がミ ユ ン へ ン市におるや. レーテ政巧 (共をなか府にて、 】 時ミ ュ ン へ ン 
に 樹立し 中立を を 度 おせる もの j がが 热 せられる と •ヒ 巧は 革命 反 お 速 巧 おなりと 認められ 
て •モ化 百 十乂年 四月 二十 セ 日には •共産な お 壬は、 ヒ 巧を 補 巧し ょぅとし たが、 當時ヒ 巧は 
日く •若し' 巧 まを 柿へ をす ろか •ホづ 吾れ をが たを 1 巧を かは し、 塞 力と 養を 巧 

して、 兵 壬を 追 ひあした ので あつた 0 

3 •反 典を 歲貝 としで 公 巧 せらる 

ぶ 巧 一日 レ— テ 革命のを 巧 後 •を 徒な お 十 あは > 巧を せらた ぞ魯西 巧は •ミュンヘンに 巧 
巧し •ホ 命の 居 頭は あく 闽 かへ 进走 しが 巧 逸人の み 巧 巧し、 •ボを 含 謀は’ ホ 命を に 巧し 化 刑を 
宜吿 したので ある。 此時ヒ 氏は •反革命 者で あると 公認せられ、 步お巧 二 巧 族の 化絮夕 とし 
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て、 軍— 議の なを 人た る ことを 命ぜられ たので‘ 此蒂實 こそ、 ヒ氏 のか 治 運 巧のを 一？ と 
謂 ふこと が 化 ホる 

4 •足な にがけ る 巧を か官に 任を 

S 革 採の が 部は •政治 智識 かさせり と 認めを、 政治 謀 巧 f 開始 せられた 此 場な ヒじ 
巧 其 抱な ち 官民ょり 誌讀 せられて. ミ ユン こ 蹄が の 政治— をの お 巧— なで ルドン 
ダス •ォプ 4 チ-こに 巧 命せられ た。 化巧會 に’ 初めて、 ゴて フユ デル 巧 (其 後ヒ 巧のは 
ろ ナチ KQ ご •クラムを 作成-^ た 全に •面接し •同氏の 利子の 靈 ( t ス •ク i ヒ ト- 
シ ァ フト) と链 する が說を 聞き • f 感動した ので ある (往裏 逸では •人に f 貨 しても. 

巧モ襄 らちと 5 美累 ぉり •利息で— する ものを 度 しんだ® でを ろを 近 典では 

世が 恶く なつて、 利子 さへ 拂 へち 元を は彿 はないでも ょいと 君ん 株に 轉 化した ので ある) 

ミ 節 先づ巧 か 黨 に乂黨 しおに ナチ スを创 を 

ヒ 氏は •當時 Q は府 のかに 化り、 巧 働な si をを する ことにな つて •共を 口 かは ぶが を 
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から 化搭 せられ* ミュンヘンの 元の シテ ルン •ネ ヶル •ブ ロィの 麥巧 居で 巧が せられた ので. 
其最な 日に、 一巧 立ぶ 貸が •バ バリャを プロ シャ から 巧 立せ しめょう とする 巧說 をした 巧. ヒ 
巧は 立つて 大反對 巧說を やつた。 なる に 巧 衆は > 之に 共 嗔 をした が、 共 おおとして •巧 化 巧へ 
のか 入を 强巧 甘ら れ た。 

由ホヒ 氏は •巧し い阐家 社# なを 抱 立し ょうと おへて 居つ た 矢 ホで あるから、 將 ホの ことを 
考へ •ホづ 巧が 媒に 加入して •立脚 巧を 作らう とちへ たから 兎に角 加盟した。 

新黨を 公認せ しむるな めを 巧を サ ねばならな いが、 な傳 巧が 不足で あるから •宜巧 速 巧は， 
巧め て 按按で •セ 人、 •十一 人、 二十 一二 人、 と言ム 様な 有様で あつたが、 巧に 巧な 十一 人の 间を 
を 巧る ことが 化 ホた。 併し 此閒を 巧の 爲め •每 日巧說 をした から •共 勉强の お 巧 •益々 能力を 
巧 おを 巧す る ことが 化 ホた。 之と 同時に •今 造化 巧 街 巧を 牛 巧つ て 居つ た、 アントン •ドレ ク 
スラ ー と 云 ふ •錠が 屋の 親爺を 說 伏して •自らぶ 首と なり、 をに 潮時を なて •千 九 田 一ー トザニ 
巧 ニト阿 日に、 ミュンヘンで、 ち 人の 來 集を を 前にして •ナチ ス巧家 かを 巧を な 立した。 
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巧 5 章 ナチ ス のが 領を說 < 

巧が 魚を •ナチ スに 引を 直した 時に 巧 巧に が 領は出 來て居 0 たので •を 文を 通じて •二十 
あ 化ょり 巧り •此目 的を 達した 巧 合に ち卽 ちほ 椎を 得た 場合に も 化して 暂 がを 力へ を 
い。 か 何とを ち 巧くて は 公 ホに す滿 化を 巧へ るので， 嘗て 社 貪 巧は •を 初に •八 時閒 巧の 
を 要求し •更忆 をを 六 時閒忆 S した ことが をる が •之れ では、 初 & S 囊を 欺いた こと 
にもな り •從 て、 信 なぞの 歸 なを’ 迷た める ものであると なぜを をら である。 今 之を 
左に 巧げ て •'其な 權巧 巧を の 巧 巧を 加へ 說巧 する ことにする。 

一 •民 お衰 主義に を ミ 巧 逸人 巧を 大 i に 統一ず べきで をつ て •国緖 は人爲 であるを 無 
—である。 

此睾が 現 塞み 攀 のをで あつた。 巧 太 巧の 北部で、 おバ - v ャ霄に 四十 八ち 人の 巧 逸 巧 
族が あつて •今迄 非常なる 巧 度を 受けて 居つ たが* を囘 ナチ 乂な となり •固 巧は 巧 太を に 在つ 
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て も、 吾等は 巧 逸人な o と隘ぎ 化した ことが* 時代の 問齒 となつ たので ある。 

1 r か 國と巧 食 均等 同 巧を 巧 求す る。 

么が爲め， ベ ルサィユ^^とセントジェ ルミン條わのお疫を巧卞ると云ふのであるが、 それ 
が 現在 佛 西の 頭痛の 远 となり •反 ナチ ス のか 齒 人の 問題と なつて おる ので •巧して 巧 巧し 巧る 
やる や •共 反 巧は 相を 大 なる ものであると 言 ふを リで をく、 まは 大 波紋を 世が にあ だすの であ 
らぅ。 が 太 利を 巧 ムス ッリ In は 唯一の 支持者で ある。 

S •巧 主と 巧 お 巧と を 巧 ホす。 

之れ は、 巧を 困 巧を 養ひ且 移住 甘し めんが 巧め であつて •一時 吾田の 巧洋を 巧が 治の おな 巧 
收 問題が、 新 巧 上に 叫ばれて おつた ので あるが、 思 ふに 失 ホ おがと 樣 をの 囘收に 迫られた もの 
で •甫洋 のかき 不 使な •失 巧の 夕い地 ホ 迄 もとおん のでは あるまい。 乂戟 中' ッェッペリン 巧 
巧 船で 巧 おを したを 程 大切で あつた。 阿弗利加 地方の かきが、 主で あつたので はなから ぅか。 
四 •法を 上の 人 巧と 巧す る ものは、 唯一 人種の みで ある ことを •要す。 

み 言 すれば 巧を 人 巧の 血 巧の ホれ て 居る もので なけれ ぱ ならを いので 宗が 上の 巧 巧を 巧け て 


ド^^^ 巧 おお。 " r お t そ-む’.'：-^. ^一ぃ ィ、 ィん ミ^ ド 
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巧 あ© 南 燃に 入る ことは 設 めない。 お 太 人は 巧を 人 巧の 一人た る ことを 得ない ので ある 0 
本年 卜巧 二日 大坑領 令に あく 巧を 業 法に も、 此 農業 法の 適用を 受ける ものは •巧 巧を 人のを 
能 おに 限を せられ、 掛太人 や 有色 人種の 血抗を おへた をには 適用され ない。 旦 又を 巧の 子孫で、 
非 巧を 人 血が の ザと おおした をは、 サ巧巧 巧の 巧 巧 巧を 樂 失する ものである とを めて 居る。 

五、 巧を 闻民 たるを 巧ない をは •ちを としての 待遇を し •巧に 巧を にがては 生活す る ことを 許 
される のに 止まり •是 等外 人の 巧め 特 巧せられ たを ホの 下に •生活せ ねば をらない ことにな つ 
て 居る。 

六、 立法 かに 指導の か 位に 立つ ものは •が 巧の 巧进巧 おにの み 託を せらるべき ものである。 

卽 ちを 公署、 自治 函 巧の お 巧者は •巧を 苗 巧た るを 巧す。 而 して、 备 なをの 議 U のかき は、 

黨 がに 立脚して. 人 涯を行 ひ •人が お 率を お規し •理 巧に おり 代表 おを 出して •巧 化する こと 
は •供々 な 巧を 悪用し •化 巧を お 度し、 不正を 巧 ひ •图を 誤る ものであるから、 斯 のかき •巧 
みまを は •是 をを 課 巧 おする ので ある。 而 して 現在は、 巧 進 的に 此目療 に 近づきつ、 ある。 

セ、 政府は > 第一に 巧 巧の 巧を 收 巧を 巧 通し •を 巧の 安を を 巧す る 萬 巧 ある ことを •化 時に 奥 
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ホし •巧 一に も 巧 逸を 巧 おの 生 巧のを をを 巧す る ことの 巧 來ぬ妈 合には が 巧 逸人に あらざる 人 
人は、 これを •図 外へ 追 化す。 


八、 獨 逸人に あらざる を (綺太 人) の 移入 住を 禁止す る。 

ぶ も •千乂 巧 十四 年 八月 二日な 洲 大戰朋 おな 巧に 入 巧した をは •速に 巧 かにを 化する こと t 
巧 求す。 除か 例と して、 歐洲大 載に 從 軍したり 共 他 S ことで •巧を のな めに 街いた もの や、 戰 
巧 巧した もの、 モ 巧は、 巧 巧を 許す。 

本件に 關 しては •可な り 夕< の 誤解 も あり •猪 太 人を 結 おに 止まらし めない とおへ たり •を 
化する 向 も あるが •今迄に 巧 あ 十 巧 人の お 太 人が、 巧を に 住んで 居つ たが、 退ち した ものは 主 
として •お 洲大戰 後のを となを ま 萬を 及び 之に 關係 ある もので あつて •ナチ ス卽ち おお 紀巧拂 
擊と云 ふことは、 をらない ので あつて、 巧 分の な裕が ある。 

化、 图 民は 同 巧で •同一 茜務を 有する ものである。 卽 ちを 巧 •巧を •階級 的のを 別は 認めない 
と 云 ふので •同根' 同を 巧を ななして， まとして 人格を 設め るので ある。 

十 •阐 おの 第一の 義務は •巧 能 おしく はみ おの 巧 おに 化すべき ものである。 

が 




阐 おの 巧路は •を國 の 利害に が咨 する もので •自己な ホの 爲 めの 利な を 提供 せねば ならん、 
故に 昔 人は 利己的の をは •之を 排斥す るので ある。 

十 I •お爲 にを 巧を し、 何等の 化ず も、 巧 おもしないで •單に 個人の が 産の 化 入で 巧す 巧は* 
之を 排 がする ことを 要 ホす。 英語の スラ ベリ— •ォブ •ィン テレス ッ のれな を 粉が せんとす る 
ものである。 

十二、 何れの 戰巧 も、 人 おからが 產 、血液 等の るるべきな 牲を耍 ホす るので あるから、 戰 ホに 
阳巧 ある 巧 項で •個人が •不當 利 巧を する ことは •大 なる 化 巧と がすべき ものであるから •是 
等の 不當利 巧は •之を なかせ ねばならん。 

卽ち •兵器 お、 巧 巧 巧 •被服 お 其 他の 軍需 おを •平 巧兩 時に 供 拾す る 人々 や、® 爭た 利用し 
て 巧 式 や 商品の 度を を 企て、 不當巧 巧を する をは •共 利 巧を を 化する と 云ん ので ある。 

十 トラストを お 成す るを 社は、 政府の 領有に 巧せ しめる ことを お 水す る J 

十四 •大 みかの 收 益は 巧に なまに のみ おな せず してを お 業 貝に み 巧すべき ことを' を ホす る。 

卜 を •まを 巧險を 大巧 張ず る ことを を ホす る。 
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十 近 •妄 をが おを 大巧 張す る ことを 巧 ホす る 0 



政府は 今を はと 卜 なをのを 老か 除を 强 制して おつた。 


十六 •健を をる 中流 肚 曾の 珪 設を耍 求す るので、 單 に、 新に 達設 する ばかりでなく， 從ホ がな 
して 巧る ものは、 を々 之を み稱サ しめんと する ものと す。 

之が 巧め には、 大巧 货 店は •さを を 有と し •巧が なる 利子で， 小な 人に おがを する。 をな 巧 
の麟 巧は' 小 商人に 命ずる。 

卜た •巧を 固 巧の 不動 產保 讓に關 する •適 巧なる 法律を 巧 かせん ことを お 求す る。 

八ム 共の 目的を なて 主 巧を を 化し •主 地の ち貨 利子を 停 比し、 ± 地を 巧 巧の 目的物たら しむる 
ことを 巧ぜ しむ。 古が 巧 逸では •止 化 建物を 巧當 として、 借を をす る ことは 巧來 なかつ たので 
あつて •义止 化を 巧 巧の 目的物たら しむる こと も 巧な かつた ので あるが* 巧 馬を 適 巧 W 米 巧な 
する ことが 出 ホる 巧に なつた" 义 昔の 蒂 族の 巧 巧が 產を も撤 巧され たので ある。 特にぶ ± には • 

をを •主 化を 政府から 化 給せられ たので あるから •主 地で を谦 する ことは 出 ホな かつた。 がて 
S をと をる ことを 巧な かつた。 なる に 今日では •化 法律は 撤 巧され たから お 面を が 持すべき 巧 
主の なかを がち 得ざる ことにな り、 をし く 巧 逸の 特色を を 巧し つ、 をる から 昔に なしたい。 
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此衔 おの 惡 用を 巧 巧す る 巧め •ホの 如き 說 巧が 加 へられて 居る。 

ナチ ス 法律の 巧 神は、 原則として •自己の 勒巧 におり てな 巧した るが 物は-之 をが 巧が 巧せ 
しめょぅ とする もので •紹對 に •共產 のかき な 義を をんで 居らない ので あるから •彼に 沒 化す 
る ものと 誤が しては ならない 。共産は、 國 巧を 巧を せしめ •閣 みを おがせ しむる ものである。 

A 地の 沒收は •ぶの 如を 不 冗の モ 法で、 不をあ 巧を し、 巧 巧に す 利益なら しむる ものに 適用 
ホん とする ものである。 

1 •猪 太 人が 從巧 行ぅて 居った 巧に. 止 地を 賭 巧の 目的物と する 如きは 大 なおで ある。 

2’ 大都市 等で、 將朱發 展サん とする 主 地で あると か •景勝の 主 化を、 止 地み 社が が 巧から 
な資 をを けて •止 地 巧の お 巧を 待ち， み 止 化の なが 巧 望を におして •法外の お 併を 巧 水す るが 
かき 巧に 出づ ると きは •を おすべき ± 地 も 發肢サ ず •徒に 空地を がし •之が 利用を 旧 難なら し 
め、 公衆の 利を を 閉塞す る ことになるから、 巧の 如き ものに おしては •なは 巧 ホで ± 化を 化が 
し •時 偵を なて 希望を にみ 註すべき である。 

卜 八. 公 をを 害ず る 人は 巧亟 ずる，」 とを が术し •闲夕 に 巧ず る 化 巧ぶ、 巧 利 巧、 不 がみ 端の 利 
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巧を にを しては •共 ま おと 人 巧との か 何を 刖 はず， お 巧を 架 ホす るので ある。 

十九， 羅巧 法は 唯物主義で あるから •純 巧 逸 法に 變巧 せんこと を お ホす。 

二十、 化 巧は 速に 國 巧の 致 育を 改善な ホし、 巧を 人と してみ 意 ある 有能のを は、 本人の み 分の 
如何を 巧は ず、 巧 巧 登用し 得る 途を 開いて やる。 

みを 巧の 組热 は、 巧 生活に 適合せ しめ 得る もので なければ ならない。 

政府の 方 かに 適合す る おち 法を 株 巧し、 此お 育を を 幼年時代から 巧 施し •围 巧を 善 薄す ベを 
である。 

巧秀 なる 巧ぶ の 子弟に おしては. 其 親の 昭業 如何を 問は ず、 官巧 でが 巧して やるべき である。 

ニト ー、 政府は 閔 巧の 銜生 にな 意し •巧と 巧兒 とを 十分に 巧 謎し •幼年を の勞 のを お ルし •促 
巧やス ザ— ッ は、 國巧必 巧のを 巧と し •幼年 お 巧の 爲め •巧 動み に辅 巧を を ま 化する 如を 法律 
を 制を する ことを お ホす 0 

スタ デォ にがて、 スポ ー ブの觀 巧 料を 化る かきは •共 目的に 反する ので あつて、 を 少年少女 
等は、 無が 氣 に、 贷にス ボ—ッ を やる 丈け で、 金の む 配 等た させた のでは、 な 性を 巧 下せし む 
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ベぶ おれが あるから， ほ 巧は ましく •を經 巧を ま 巧すべき である。 本件は を々 巧 巧 せらる。 
二十 二、 新に 货兵 令を 巧 ホし •- 切の 傭 お 制 まは、 之を 巧 北すべき である。 

二十 一二* ホ 寅に あらざる ことが、 巧が であるに も おらず •を 治 上の 想 引 上ぶ 巧の 哉た 公す ホ 布 
し' 巧 巧が 誌 共 他の 文 巧に をな する ことを、 法を に 依り 巧禁 すべを ホ、 是が爲 め 左の 化 件に 化 
り、 が 巧 逸 巧 聞を 巧 巧 せしめん とする ものである。 

1 •巧 逸に 於て 發巧 する お 巧 巧 姑に 之に 肋 巧す るを は •巧 巧逸闲 おでなければ ならん。 巧义 
人と 共を 本は おおに 巧 巧す るので ある。 

2、 巧を 人な かのを のを 巧す る お 聞は •政府の お 別 許可を なて を 巧す る ことを 巧べき も •巧 
逸 語を なて 巧 刷して はならん。 

3, 巧 逸人に あらざる ものが •巧を 巧 聞 社の お 的 事項に 干與 しては ならん。 おし 之に 違犯し 
たる 塔 合には •其を 巧を 禁止し、 巧が ホを 巧 かに あ 化すべし、 义 外人 ま 本は 巧る 巧 曲 巧に あお 
にな 入すべからず。 

4 •をな をを する 記 ホを 祸 巧せば •共發 巧を 辨 止す。 
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5、 閔 おを 巧を 巧 おすべき 文 巧 記 巧， がま 等， 例へ ば 裸 照を、 巧 謀 •义 はお M がの 併れ とし 
ての 巧 巧な •映 ま、 不戰ま 違の 諸 宣巧物 等々。 

一一 十四 •信 巧の 自 ホを 冀 ホす。 

政府の 施な ちかに 適從 し、 巧を 人種の お德垃 にお 憤に 違 ほせざる 限り > 何れの まがを 奉ずる 
も 自由た るぺ きもので、 ナチ スは •耶巧 がをお おとす るが、 一部 人 ± が 他の 奈 かを 信ずる とも 
一切 之は 自由で 卞巧 しない。 

をは 巧を 人の 巧 巧の なめに •ナチ スは说 太 人の 物な 慾ち をを 揉 > する もので あつて •巧 おは 
ホづ 公益の 巧、 ホで 個人の 利を ホけ ると 云 ふ •純 巧逸椅 神を が 脚す るので ある 0 
二十 五 •ナチ スは •がが の 諸 お 求を 度 巧す る爲 めに •有力なる 中央政府の 化 現を お 求す るので 
あつて、 な 治の 中む たるべ ミ 中央 謀會は •巧 巧 議會共 他に 巧して、 を 侵 ホに して、 巧範 のの 
ものた るべき を樂 ホす。 巧して 化 お 巧 布の 法律の 蹄 巧に がける 货 巧を 監将サ しむる 巧め に、 巧 
則の 巧關 を設掛 する ことを 要求す。 

W 上 二十ぶ がの 巧 現を 計らん が 巧め、 おな アドルフ •ヒ トラー は、 死命を 巧すべき ことを 巧 


明し •此 がが に' 自 おした ので ある。 

巧、 化 お 巧は 巧內に 於て は •巧に 巧 巧 巧 せらるべき 可能性は あるが •國 外に おする ものは. 
モ孔を かいて 傷を ホむ る ことにな り •说太 問題は、 本場の ホ 阁の巧 おとなり、 延 いて 米 巧の 巧 
巧 •巧 波の 同盟 •前門に 巧 佛を迎 へ •後門に 巧 波を 扼サ ねばならない ことにな り •サ 巧の 大波 
巧と なる 棟な ことが おけれ ぱ化 合せと 巧言す る。 

有色 人種に おする が 持が •現在 本邦に がて •問題と なつて ゐ るが •是 はを として 爲お 人を お 
すので あつて •昨今 巧 逸人と、 結 巧を 出 式手續 をな て •なわして 居る 巧 入 も ある。 义事巧 問 巧と 
して、 吾人が 滞獨 中を が 差別待遇 等は をけ なかつ た。 义 せられた 巧 人を 化 聞し なかつ を。 がる 
に •ナチ スの巧 おを をけ 日本へ なつて 來た 人が あると かの 巧が あるが •化は 日本人を 巧モ にし 
て仕酱 をして 居つ た 人が •爲 をの’ 高くな つたなめ •日本人が 獨 をへ 一時 盛に 巧つ たと をの 一二々 
の 一 もけ かなくな つたなめ •ボ 景氣で やり切れな いからが つて 來た のでは あるまい か。 で 化が 
巧を おげ つけられた 話 も あつたが •日本 在住の か 人で 吾人の 知人 中 田 舍を化 行中 おを 投げ かけ 
られた 人が 现 にある がモ 供の 巧 巧に 親が 巧たり •まがを ならないで 騒ぐ 0 はなしく あるまい。 
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られを 人が 巧に あるが す 供の 巧 巧に 智が 巧たり •巧 悄を おらないで 链 ぐのは 這し く あるまい- 




#6 章 ナチ スの 紋章は 巧醒 根源を シンボル せる もの 


お 宇を みとし セ ものを， 煤 共 他‘ 中む を 白 丸と した ホ 地に 寄いて •ハ— ダン クロィッ のがと 
ちぅて 居り > 之が ナチ ス のは 所で ぁる。 發义 器の ギャの 急 遇が をした 墙 をの 光線の おを おり 入 
れ> 潑 巧た る 巧 班の 板 板を シンボル せる ものと 稱 せられて おる。 

此 おは 獨 逸には 古く ぁるので、 一說 には、 西 巧 紀元前 S 千年 •ダニ ユープ 河 化 域に がける、 
石器時代の 器み 巧に 武器に 夕く 之を おがす ので、 巧 巧を シンボル する ものと おはれて おる。 ダ 
ュ ュ—ブ 河な (W ザ 利 附近) にがて 紀元 (西曆 •な 下 同じ：} 前 S 千年、 下って 紀元が 一一 千年に 
は トロイへ、 ホで •小 亞細亞 .波 巧に 發な •紀元が 一千 年には •小亞 細： 曲の ものは ホ 脚に、 波 
巧の ものが 商 加 索に、 巧に だ お前 五 百年 巧には •ホ 脚の ものは •か义 利 •ブルダ リァへ、 小 巧 
細 西の ものは が 巧に 卽ち佛 おが 之を 使用し、 紀元前 一一 百年 まがに •お 元 己 百年ょり 八な ザの 閒 
にがで 支那ょり 日本へ •紀； 冗 九な 年に 》 支那の ものは 西が へ、 日本の ものは •歯 米 利 加へ 巧は 






り •伊太利の ものは •紀元が 二百 毕に佛 が 西 お 由 •ス カン ザ ナビァ 半を •巧 逸-巧 吉对こ • g 

に 氷洲へ •义 •小 亞細亞 の ものは •紀元が 一一 百年に 化柯ホ 利かへ 俾 はつた もので， おる 巧を が 

古代 器み のが ホを 巧究 して •右の 巧 字の 巧 巧 あがを 發 おした ので あつて， 敢 てが おのが をは ザ 

でない こと 丈け は 明瞭と なつを が •其 おは 色々 あつた。 附圓 にみ す 巧な ものである。 

がら ば •此 おかは， 何を おな つたので あるかに 關 して お 巧 巧 巧の 巧究 をな 合して なると •お 

から ホた ものの 様で ある。 而 して' 某 患 座に 古代人が 附 した あ稱で あるか‘ また お號 であるが 

で •共 古文 窜 にかれば、 右の かきこと を 示して 居る。 

天文 ホに ち 古 巧 上から、 之を か 調ぺて おる と械 るが かの ある 問 猫で、 ま码 おを の 調が はした 

ので あるが •一 化を なすこと でも あり •餘 ゥ專門 的になる から 》 巧には 之を 巧が する ことにす 
る 0 
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第 7 章 巧黨 としての ナチ ス 

ミ* 公黨 となる を 
1 •自 巧キ段 

ナチ ス邊 巧と 閒 くや •共を 藏 なは、 極力 共 運動を 巧 害ず る爲 め、 が 绽や埋 巧を 持ち出し たか 
ら、 大戰當 時の ヒ トラ I 氏の 戰 ぶは、 此 を 邊 を誰衛 する ことと なり、 ヒ トラ— 巧 も •頭 臓と 口 
巧との みを なて 對抗 する の危 おを 媒じ •白输 の 巧め •已 むを 巧ず、 必 をに 巧して は •晚 力を 川 
ムる ことを がせず と 化む をし* SS (スタフ フェル •デャ •シ ユッ のが；} と S A (シ トル ム • 
ァプ タィル ング のが) が •兹 にず 生えた ので ぁる。 

2 •宜 傳 

ナチ スの趣 唐を 巧 徹させるな めには、 文菩 におる ょりは、 をが 巧說 のを 巧なる ことを 进 6. 
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おお 一囘 •ミュンヘン 巿 で， 巧說 をを 開き •市 巧の 廣吿 巧へ、 大きな、 ナチ スの ハー ゲン クロ 
イツの おがが の •巧吿 文を 巧げ て 巧 太 人 入る ぺ からず と 大著した から、 何んで あらう とお 策が 
列 巧す ると •ヒ 氏の 能辯を なて •時局 問跑を 巧げ •大巧 說 をした。 このぶ スタ ー は、 ヒ 巧が 巧 
て、 ぶ スタ I 寄き をして 居つ たからか 何にも 良く 出 ホて 居つ て、 お說 と共にが 許を 巧した ので 


3 •巧 曲と 樓 M 巧 巧を 这行 

千 九 百 二十 年 十一 一巧. ナチ ス蕉 は、 ミュンヘン ホで 發 巧す るヴュ ルキ シェル •ピォ バヒ テル 
巧を 質收し •を 初は 一週 一一 囘を 巧し •千 化な 二 - H 二が に 至り、 目刊 とし、 问 が 八月には 大 がの 
ものを 發 巧し' 有効に 利 巧した。 

ディトリヒ •ェ ヵルト 巧の 發巧 する •ァゥ フ グット •ド イッェ (巧を の內 巧】 と名づ けられ 
たが 誌と 巧拂 したが • H ヵルト 氏は •が 巧 逸人で •共 論文は 常に •純 巧 逸人の 歡迎 する 巧で ぁ 
つたから’ ヒ 巧は 共 誌上に •おめ てな 骨に、 说太人 又は 共を 嚴の化 險をお 摘が がし. I 就中、 目 
巧め ょ 巧 逸人」 と 巧す る 窺 文が、 をも當 時の 人む を 化 巧した ので ぁつ わ。 
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4 • ヒ^ラ—巧巧首となる 

ヒ巧 はを 馈を捏 つて 居つ たが •ホ だ蕉首 としては 公認 せられて おらを かつた ので . w を おる 
に從 つて •巧な 中不を 分子 も 出 ホて ホた から、 モ乂百 一 下 一年と 月には、 なの 大 をに がて、 ナ 
チス のを ま视 ホを ヒ巧 にを 巧す る ことを 化 謹し •をに ヒ 巧は 完 をに な 巧と して 巧な し 巧る こと 
になつ た。 を こで ヒ 氏は、 なの 巧が を 企てる かきものに 對 しては、 新が 迫 かし •ぶの 大 なぞを 
巧 ひ、 今迄は •をを ホ 蔑で やつて 居つ たが、 愈々 巧を する ことに 化し、 巧巧擴 おの 巧め にも、 
をに 巧說 丈け ではい けない から •なおから 變 巧せ ねばな らんと 借 じな に大ホ かを がぶ したので 
あつを。 

5 •巧 導 方 巧 

是 をを 锦 別にして 巧げ ると ホの 化 巧に 結 寿す るりで ある。 

1 •ホ 巧は 巧を 代表す る 唯】 人で あつて’ なのを 巧伟 をを みずる もので あつて. ななは ぶ 向 
ふ 所に 進めば ょいので ある 0 

2、 巧 巧を なをし 巧 祭を する ことな < 、モ 化せを ホ 盛で やる" 
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3 •まが 人と しては •ヒ 氏を を もを く 了解して 居る •哉ぶ の マックス •ァマン 巧を な 巧した 
ので •本人は 巧が 巧 巧 性に 宵んで 居つて、 不を 分子は、 どし < 共 お 帯で 谣き 巧す とを ム 括の 
人物で ぁつた G 

4 •游み 巧 張の なめには •ホづ 一個が に、 堅网 なる 板 巧 地を 作り •共が が 地を ミュンヘンと 
し •此 巧から ホ々 へ 巧 張す るので •ロ ゼン ハィム 及び ランス フト に义ん だので ぁる。 

5 •ナチ ス 運動が ま おを 搞 なするな めに、 千 九ち 二 小一 年 十 I 巧网日 •シ トル ム •ァプ タィ 
ルン グの备 巧 宇を かつて SA をが 热し •ナチ ス自巧 曲と した ヒ 氏の 身る の 群 固を 第一と し、 ナ 
チス巧 巧の 巧を をに 封す る 巧 おで あつて •趣旨は 巧な 的の ものであるが •ホ隻 中に 巧 調 おのぶ 
を藉る 孤が あつて、 なをす る もの も 曲 ホた。 

»2 節 ナチ スを黨 となる 


.•巧 A で 田 存モ義 者の 會讓に •公歲 としで を 化 

モ 化が ニ トニを 八 パ、 を阁阁 がちを ぶが* ミュンヘン がの ヶー ニス プラットに、 巧な あなを 
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モ 化が 一ー トニ 年 八 H 、 を國图 巧ち を おが • 


、蹄な 諷 みを 


閲 惟した るた •ナチ スは •初めて， 之に 參 加した ので， 公媒 として 其な 在を’ 同主赛 巧から な 
めら れ •ヒ トラ ー 巧は 左の 巧說 をした。 

ナチ スは •マルクス まを をに 勒抗 して •お 來化會 の 指導を として 立つ ので あつて •巧 ホは • 
巧 巧を 局と をるべき ものであると 大 見えを 切つ たので あつた。 

2 •巧 {にお ナる道 S 

千 九き ー トニ 年 十月 十四日 •ヒ 巧は 八 百 人の s' A をを ゐ •ナチ ス 巧を 先頭に して 化み 巧り 
巧 巧 n— ブルダに 迸り •彼等を して、 巧び 國民 をを 迫す るの 舉 にお づる おは ざら しめた。 

义千化な二十ーニ年五巧 一 日》 ォ1べ ルゥ4ゼ ンフ ェ ルにがて、 なをなの巧をにおし8 • んは 
巧裝 して、 其 革命 お tt を 巧 止した。 

6 •ナチ ス第 _ 间 巧 g に 於で S • A に B 巧を 巧與 
千乂巧 二十 一一 一年 一巧 九日 •ミュンヘン にて 巧 一囘の ナチ ス なをを 巧 催し •化 巧 ミュンヘンが 
外 マルス フェルド にがて S - Affl に ナチ ス 巧を 授 巧した。 而 して 其な 指巧官 として、 肤 洗大驶 
甲、 巧中にがける巧»が々たるリヒトホ|へ ンな長、 が空お大おグ1リング巧た巧みし8 -A 




の 大巧 張を を 巧 せしめ 旦つ ル— ゼン ドルフ 大 持と も連烙 せしめた ので ある。 ゲ— リング 巧は 巧 
ホの (千 九な 云 十 S 年 五 巧 五日) 图會 のな 長 •が 空 大臣、 プロィセンを 巧お內 巧で ある。 

4 •化黨 との R 巧 

他の 巧 西 巧との 協調は、 何れも. 氷 巧せ ず、 古 護 く强 をは 唯 1 人で なければ ならない から，. 
ナチ スは薰 望 巧 巧す る こと 忆 化し •白 f を闽黨 閒忆は 銳爭が あつたが、 ナ J はおに 之 
に ホ 巧した 0 , 

巧 巧 社な ぶ (共を 巧に あらず) のち 一巧 ユ— リゥス •ヒ ブッ ライヘル 巧は、 ヒモ にを、 一て 巧 
隸 下で 巧？ る ことにな つたので •此 人は 反 猫 太な の ホ 達で、 ニユ 1 レン ベルグで 巧 巧し ち 
れ をな 及 共を-巧は •ナチ K をち なに 引き 这む ベく、 極力 巧 力を したが、 不巧 巧に おつた ので 
あるが •單を 千 九 育 十八 年大載 末にが て •共産 革命を をした 人々 とは •かたしても ヒ巧 はな 
巧 又は 合な する まを 肯 ずる 課が、 ない ので あるから である 0 
千蓄 二十 一幸 五ち 一十一 日 •ナチ ス の 巧な 則を をろ 法律上 S 妃を巧 まち 教箭に 化 
り' 田 4 みおを な 法す る ことと なつた ので あるか •ヒ トラ— 巧は •な 午 巧 了， が 涯サら L と 0 
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となつ たので あるか* 


ラ— 巧は •な ザが 了， が谨 せられた 0 




でを る。 


5 •巧 巧資 伊な 巧 

ル！ ル 地方に 於け る對佛 反動 運動は •主として •ナチ スの やつた ことで •シ ♦ン •シラ ゲブ 
テは •此 問題の 爲め义 死を したので あるから、 當 時の 政 巧は 巧國 おを •見 巧に する ものである 
とちぅて •ナチ ス のを 固 運動には 一巧 巧嗚 者が 出來 た。 

社を 蕊孜 巧の' 佛围 との 友 泣、 ベルサィュ お 約の 旌 巧を 痛餐し •中央 ほ 巧を おめ とし •聯巧 
を 政府が’ 何れも か 交 上の 失 化を 患ね る 計りで あるから •ナチ スは規 がか 交を 巧る 铁に運 巧し 
たのであつた。 

少 くも ヒ トラー 巧は が乂 利は かが 中で 獨な におる •唯一の が 制 ある 固で あると おへて おり、 
巧く •ムッ ッリー ニを 倚® して 居る ので ある 0 

6 •ナチ ス黨 貝 

巧 加入者は • R 透の 上 •ミュンヘン 本部で 携 ：2 券を 夕附 する ことにして 局る ので. なむを ホ 
の 一二 おに 大 則して 居る 0 • 
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A 、 能 Sta を 一を r 窒ーミ 攻# 巧 曲と 稱 する もの 

B 、 ^ Stur 巨 Ab を ilunw 攻巧 巧と 稱 する もの 

C 、 W すき i oenosBel 主義に をし、 を 巧を かすを 

級て あ U は •な 巧を ね 巧し、 ホ 巧 おなきを 特色と されて 居る。 をく* フランツ •シヮ ルツ 巧 
の 手腕に 依る ものであるが， 當 時は •外部からの 巧 迫と •內 部の 必死の 资 力、 お 巧 お 等の 爲 め* 
會なは •可な り ましい な瑞に 招かれた ので あつたの にも おら 卡 、をな なは、 能く ヒ 巧に お從し 
たもので •不な 分子は •自然 巧汰 され、 巧の 巧 巧は •益々 堅 岡に なつた ので あつた。 

フランツ •シヮ ルツ 巧は、 おの 經巧 計を を確ぞ にし、 み义 的の ものと し •經 巧の なめ 巧の 巧 
巧を すか 怠なら しむる かきこと な < 、指 巧した ことは、 度に ナナスを して •今日 あらしめ たの 
で •其み 巧は 巧大 である- 
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巧 CO ♦巧を カンプ フ A ド (找闻 巧 お) の 巧な 


千 九 百 二十 S 年 九 巧 二日、 ニユ ー レン ベルグで •巧！ 闷の巧 逸 デ— を 巧 化し、 を 地から • を 
巧を が 集合して •巧 巧 曲體の 行列を 巧 ひ •を國 民から •非常なる 巧迎 をを けた。 而 して 此日バ 
バリヤの 山地 才 1 ベルラン ド 曲 や ライ スフ ラゲ 巧は、 ナチ スに合 ホを した。 

此日巧 逸戰閔 同盟は •ホの 巧 旨を 巧を した。 

の も、 巧 逸の 革命と ベルサイユが めとは •其 お 本に がて 相關 がする もので あつて •吾人は • 
围 家を 侮 等ょり 免れし め •他朗 の 化な たる ことから 巧 故 せしめ •困と しての 自 ホを 巧ん とする 
ものである。 而 して 此自 由を 巧ん が 巧め には、 ちに 巧 巧の 巧閔 、むに 訴 へわぱ ならない ので、 が 
ら ずん ば、 ヮイ マルに がて 遠 鼓せられ たる お 巧 巧を 巧 姑に 巧 逸の 自由 運 巧は、 到底 巧みを 巧し 
巧い ので ある。 
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f 韋 ナチ スの受 巧 

第 ふさ A 巧の なお 

千 九な 二十 一一 一年 九日 二十 六日、 フォン •ヵー ル 巧が •バ バリヤな せとな り、 パ バリヤ と^ 
塞 巧との 期 係は •巧る お惡 となり こ ハ バリヤが の 望な の 拿 運動が 阳始 かられち ち 時の 

巧な 指 巧を は フォン •ロソ 大巧 だ。 インフレ I シ ヨンの 巧め •を ホ 面に、 おくべ を 計 おが 表は 
れ 一 板の 空 おは 不健 をと なり、 人々 をして •何 まか 巧る のでは ないかと •思は しむる かき 靑 
勢に 道ら れ たので ある。 

是ょ りさき ヒ 巧は •を ホ 巧のを 古と 交 粉し、 其 お巧ヒ 巧は、 ロソ 大麻、 サィ セル おお 巧を • 

々 I ル 級^ か •か 何に して ク—デ I クーを 巧 はんれ とがして 居る ことを 巧咸 して 围 つた 0 
! 1 巧 四 H には •戰 冗を 記念が 像の 巧エ まが •ミュンヘンの 巧 巧 巧 物が 前で 蘭 催せられ •巧 
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逸ち 人 •バ バリャ お 官 •轰 兵は， 巧れ もを 巧が ななの 內に据 つて 參 巧した。 其 ま 巧， 巧を をが 
同盟 のぞ 共が •其 指 巧を と 元の 皇太子に 巧して 分列式を 巧ぅた ので ある。 而 して 何等かの ショ 
ヴクに 依り •おな 上の 巧 淀 問 酉 か > 巧 治 上の 不平 巧® が •狩に 巧 裂 せんとす る 情 巧に 迫つて 居 
ク たが •幸か不幸か •をに 角當 日は 無事を る ことを おわので をる が •實 にを 風前の 靜 寂と でも 
を ふべき 巧 巧であつた。 

ミ 節ミユ A ヘシ VI 件 
1 •巧 田ち 度 巧 巧 立の 島め ヒ 巧の S 表 ホな 

千 化 写 一十ー ニ 年 十一月 八 0、 革命 あ 年 おを 日に をり、 パ バリャ 巧を々— ル 巧は' ミュンヘン 
ホの ビュル ゲル •ヶ I べゼ I にがて •献 典を 催した •此 時ヒ 氏は 爱围 田の がで、 将ホ のな 見を 
巧 表せん ことを 目論み • S - A 巧を 引 卒して 午が 八 時 四十 あ 分に 巧 場した。 

ヒ 氏は 力— ルな せの 反 おを 豫 巧しつつ ホのを 旨の 巧說 をした。 

現れを なは 巧は 之を 巧试 し、 巧に 巧 进田巧 政府を 巧 立すべく •を 巧闻曲 おのを 貝の 態度は' 
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軟お 不徹底な りと して 之を 否認した。 

がるに、 结 固らん や •巧 衆 一同 大货 巧の 意を 表 巧し、々— ルな をを 初めと し •ロソ 大巧ち 
サィ セルを 规巧監 も 之を 承認し •新围 巧な 巧の おした るお晚 巧の 分課を もみ 諾 t したから. ヒ 
氏は 自動 ホを •ル ー ゼン ドルフス 大将の 許に 適して •之を 迎 へたので あつた。 

2 •デモ A スト レ— シ m A と 不祥事 件の 巧を 

翌 十一月 九日 巧來 •力— ル' 〇ソ •サィ セルの 一二 巧は •おなおょり 化 退 サゥとの 巧が 堪閒に 
傳 巧し、 衡戌 司令官は •ミュンヘン ホに 巧 お 令を ホ吿 し、 陸軍と 巧 察のを 巧を 化した ので、 巧 
度は 前記 一二 氏は 巧 ませられて 居つ た。 

ヒ氏 はかが としてな ち、 ビル ゲル •ケルレ ルの ピル デン グ から、 ミュンヘン ホ 中に、 大 デモ 
スト レ.— シ ョンの 巧 巧を 巧 ひ •自ら ル ー ゼン ドルフ 大お 等と 共に •ナチ ス 巧を 化 巧に 立てて 巧 
進ぶ した •巧 巧の 巧國 をはを 之に 參 加し •巿 役所の 巧 上には •ナナス 巧が 巧り •市民は 巧 巧し 
て あえ ナ唱 巧した ので あつた。 をり 墙の レシ デス •スト ラッセには •巿 巧が 充滿 し、 おな 巧附 
をでは •ホを がを 來 化め をした •巧 巧が ♦ォ デす ン 、ブラ ッッを 進む と •をを 〇 巧め 化卜- ホら 
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れ’尙 突進す ると •巧 列の ホ 巧には •歐が 大戰の あ 將軍ル ー ゼン ドルフ 大將 や， ヒ トラ I 巧が 
進んで 巧く にも拘らず •軍な が發 砲した 巧め •なに 修巧 場が 巧 ぜられ •セ 六を の 巧 巧を と •ホ 
かのを なをを 出し •ヒ氏 も ホ 腕に 負な し •化 巧 巧は 中止す るの 己むな きに 至つ た。 そして ナチ 
ス 本部は、 ル イム 大尉に 占領せられ た- 

この 時ヒ 氏は ちへ た、 ナチ スは •‘ 政府の 巧な に 抵抗す る ことは •無意を であつ て 之を 避けた 
が •元 來此 運動は、 市 巧の 資 同を 巧た からおし たので あるから、 巧 府もホ その 巧 旨を おとして 
おかして 巧 ひたいのに. 反 巧に、 巧な が 出動して 之を 阻止す ると 云 ふことは •如が にも、 む ルで 
ある。 

ヒ 氏は 自動車で •パ バリヤ 山地 地方に 避難した が、 か 日の 巧， ゥフ ィングの 友人の おで 巧へ 
られ 、ラン ドス ベルグの 巧 ま 內に巧 巧せられ た" 

ヵンプ フン ドの 巧 器は 押收 せられ • S - A はヒ 氏の 生命を 保證 しよぅと して •を 公 おを 人 巧 
にした が •其 後 解 巧した。 

3 •ナチ ス解 » をを ポらる 
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十一月 九日 パ バリャな せは、 ナチ ス に解敌 命令を 出した。 

此お果 •ナチ ス巧 » にがは る巿 巧は お 巧を な 巧せられ •尙 巧を に 巧 はれる デ モンス トレ— シ 
a ンの小 巧 列は、 路巧巡 查の巧 《巧 巧で をはた ナチ ス本 巧は •お ま 捜 巧を をけ たが •ま 巧は 
巧に 他へ 持ち去られ •ミュンヘン 市は 巧時狀 巧を 現齿し •巿 巧は 巧々 巧々 たる 有樣 でぁつ た。 

巧府は •ナチ ス のが 産を を 化した から •巧 人への ま 拂は不 巧と なり パが 人 共は •パ バリャな 
巧に ま拂 をを ホし •僅に 一部を 囘收し 巧た に 巧 ダな かづた 0 
4 •ミユ A へ A 事件の 巧 巧に おける » •の 同情 
お まは、 ヒ 氏は 巧 括から 身を 巧し •巧を がか 酉の K 迫を をけ •巧 巧た 巧り 上げられ、 その 自 
みむを なけ •品 化を 失 R せんとす るのに おし •困 民を して 目* めしめ •巧 巧の 爲め 巧ぅて 自己 
の 所信を 新 巧し が 巧を 人と しての 義務を 盡 して 居る ので ぁると、 種々 の例證 をして、 ヒ 氏の 人 
がを 稱 拐した。 

5 •ま运 に 於け る b トラ— 巧の R 度 

; ュンへ ン巧 ホの 貧め •不あ 〇 巧を をげ た 十八 人 0 を 0 巧が •をし み ホモ 供を ちぅた 巧を お 
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んで ホた のなら ぱ •自己の 運動は 失敗で あつたか も 知れたい が •何人も 何等の 中し 出を しない 
がを 見る と •自己の 巧 動は を もを むに 耻ぢ ない ので ある。 

大統領 ィ ベルト 巧、 首相 シャィデマン 巧は、 資闭れ であつ て •兩 氏の 巧め 巧を の國 家は が ホ 
した ものであるから、 自分は マルクス 主義には 巧 おほ對 であ 0 た。 社を ながが 按 する 化り は， 
巧 逸 巧 民は •自由を 得られな いので ある。 自分が 劍 ぶした S * A は 昔の 巧 进の激 章を •巧 保© 
內 からが ひ おした もので •裁が 官は •を 律の れ隸 であつ て、 ヒ巧 のかき •巧 おの 爲 めの あ 遠な 
る 巧 おの 巧を をを お 判す る 器で ない ので わる。 庭の 裁判は •巧な の 今迄の 席を が 之を 證明 ずる 
のであつて •ま々 の 行なは， 過 まの が々 たる 巧 逸の おおに、 現代の 孤 逸を 遺 元し ょぅとす る も 
ので ある 0 
6 •巧みと 其 g 

がかのを 日は •をが 所の 附近の 巧 巧には •群集 巧 集し •巧を との 巧閒 をを すると 云 ふな ダで 
あつた j 

千乂百 二十 四 年 四月 一日 ヒ 氏は 五 笛 年の 禁が におせられ たので あつたが、 十二 巧 八日 •執 巧 


巧 《とな 0 惡」 ちヒ 巧は 直ち 忆 •當時 Q す 相 Q 訖 到え おを 中 Q 他 Qsc 解 化を 乞ぅ 

ち ‘ 
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罪 車 ナチ スの 再建 

第 1 •巧 建 巧の 巧 巧 舉( モ化百 二十 エ年 五月 四日) には 巧 法人 a 
自由 黨に I 時を 巧す 

ナチ スは •ミュンヘン ま 件な 來 •禁止 せられた 爲 め. モ化百 二十 五 年 五月 四日の 紙 巧 巧には 
立つ ことが 巧 巧を かつた が、 ド斗ッ チェ •フェルヶ ゾ—ネ (巧 逸人 巧自 ホな) に 合 巧して •巧 
に 角立 候補した ものが あるが •二百 二十 四 萬 票を 得る に 過ぎず。 六 育 四 巧に 比し、 一 こ 分 I お • 
共產 巧は 一二 百 セ 十四 巧 六 千 祟で あつち 而 して 其 地 おた るバ バリャ 巧 にがてな がし、 ミ ュンへ 
ン にがては 巧囘に 比して 八ち 五千禀 をな じたので ある。 

巧を 人種 自由 黨 は， ル— ゼン ドルフ 大 持と 巧 力して •困 おおを 巧を. 自 巧に 跑 なをし < は 組 
巧內に 加入せ しめんと したが、 寡首ヒ トラ ー 不在の 巧 失 化し、 從て蚕 巧に もな 巧の 巧 巧を々 げ 
巧を かつた ので わる® 
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ミ！ ■巧 建と 機 R 巧 

千 九ち 一一 十五 年 二 巧 二十 セ 日、 ヒ トラ— 巧は •ミュンヘン 巧 •ピル ゲルブ ロィ ヶレルに •义 
人と を 合し， をめ て 立 巧を 宜し •巧 巧なる 巧說に 依り •巧內 意を の 巧 通を 巧り •指 巧を とし 
て •見上げた る 手 巧を 示した とち はれて 居る。 

ヒ トラ ー 巧 ミュンヘン 事件の 爲め收 を せらる ると 同時にな なお 聞 •雜 誌は を 巧 禁止と なつた 
が 巧 建を をず るに ホ だち •千 九 育ニ ト氏年 二月 一二 日 •ァルフレッド •ル ー ゼ ベルグ 巧の 手に 依 
り •フェル キュ ルビ I オバ ヒテ ル 巧が 巧け せられ、 同年 ゲッぺ ルス 巧の 手で. ナショナル • / 
チア リス-ー シス プリー へが 巧 巧せられ、 何れも 反 お 巧の 爲め •巧 巧な 巧 巧を をけ たが •を々 巧 
巧し •千 化き て 六 年 十一 頁な を， 冷 入 巧 誌が •マックス •アラン 氏の 手に 巧り 巧 巧せられ、 
今日 迄を 盛を 巧め て 居る。 


ミ節强 度と 不ほ 
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お 立 おを 謀の 巧、 捉 ホの 巧を の 法 巧の かおを 指摘し、 巧を 裳に おし •だ おを 公ました から， 
•ハ バリャ 政府は •巧 黄 おおの 說を 流布して、 ヒ トラー 巧の 巧說の 中止を 命じ、 を 聯巧も ホ 之に 
ホ じ •巧に ナチ スは其 出 巧を 巧され た 有様と なり •事な 所 も おく •タイプライタ I も 無 < •を 
の おいこと はか 静 で、 巧 tt 等のを ダでは をく •蕉 員の ヒ トラ— 巧への 信用は ホに® ち-な 巧は 
益々 强 巧を 加へ， 市 巧で も 工場で も •左* 巧の 强 迫を をけ •ナチ ス网 巧を におして は ボイ コブ 
卜を巧 ふと 云 ふ ホ 第と なつた。 

巧の かきが 旗で あるが、 不境 不屈の、 ヒ トラ ー 巧は •巧 巧の 節が をな さざる を 巧を いので、 
巧 神 もみ 體も巧 巧に 陷 つたので あるが •人から を 巧を 貨ふ 等と を ふことは •を も 其を 巧には な 
く. 今に 至る 迄な からは おを をけ をい。 化 一 出が •ヒ トラ— 氏の 巧 ホで •自己の 作者と しての 
化かなる 收 入と 借 链 とで、 巧 動 巧 や 巧 巧を ま 巧し、 お 人の 生 巧と しては 巧みで、 巧に バンを « 
つて 居る に 止-まるので、 か 困の 巧 巧 領袖の •到底 彼の 巧 似を する ことの 出 ホない 巧で ある。 

夕 ■巧 か 政 $ 
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ナチ スは其 政 巧に がて、 親 伊 ホ かを 採つて 巧る ので •な洲 にがて •现在 マルクス ホを をを 設 
し、 猜乂 人の 祕密お 巧を 攻 巧して 居る のは •伊太利の みで あつて •巧 逸との 閒 に、 巧 チ n — ル 
間 題が 存在して 居る けれども •ヒ トラ— 巧は •是 を小閒 斑と して か 巧ぅて 居る。 是が爲 め. ヒ 
トラー 巧 非 巧の I 問題を 提供して 居る と 言 はれて 居る。 ヒ トラー 巧は •共 か 巧な 巧こ熙 してょ 
化 づ內政 上に がて， マルクス主義 をを おせしめ •獨 をに がける をが を、 自 みが 巧搪 したる 後に 
於て 》 巧 をの 對 かなみ を 快復 せん ものと 考 へて 居つ たので ある。 

«5 雜 ル— ゼシ ドルフ 大麻み おを 

を 判 所で、 ミュンヘン 事 かの 抑 •来 I ゼン ドルフ 大將 は‘ 茲特 おの 巧が をした。 ヒ トラ— 巧 
は •巧が としては、 宗お 問題には 手を 染めな かつち 政治 S 藥 のえ 化は •囊 ななが ネい 
ことを 知つ て 居る からで ある。 まが 間 題に 庶 なすれ ぱ 、必ず 仲閒 巧れ がして •なのが 制が 前れ 
るので あつを。 

ル J ゼ ン ト ル フ ホ將は. ド ク ト ル • マ テ ル デー • フ ォ ン • ヶ ン ュ ッ ッ とぶづくる巧人とお巧 


したが •ぶが ヒ トラ ー 氏の 大嫌 ひの 妍太 系に おする ブル ジョァ でぁり、 問のから のが ひで •ヒ 
トラ— 氏に 反 おする ことにな つた。 

豈ヒ トラ— 巧の ル— ゼン ドルフ 大將 との 願な のみでない 〇天ネ の大英 巧が 関門に 禍 された 例. 
は 今ち 巧ぐ る 迄の ことは ない が、 巧大 なる 始 をが •閨房に 依つ てを され •お测 に 錯誤を 來すお 
合が 夕 いので. 個人と しては •家庭は 結 對国滿 でなければ ならない。 併し 公 ホに 閔 巧の 力を 稱 
ら ねばならない 人は •必ず 失が する。 失敗 しないを も、 人から 巧 はれる。 巧 巧が 鈍る ので ぁ 
る。 ヒ トラ I 氏が 巧 身 生活で 巧 かぅ •白 己を が牲 としょぅ とを ひ •だ 封に 世人には •婉 人は お 
庭に 歸れ 、嫁に 巧け •をい 兒を 生め、 而 して 化の なめ •国の 巧め •人の 爲め •爲 めになる をに 
其 子供を 巧て 上げろ， 巧 逸を 建てな す爲 めの 仕 巧が、 化しい から， 自分は 此仕 ホの 巧牲 になる 
わら 今の おでは 獨身ガ が、 人々 には •結 おを 巧 商す る。 

巧 洲大戰 にかけ る ぁ特も •閨 巧の 爲め •を々 の錯 巧が 生じて， おに 世人の 指 巧を 受け •巧が 
ホを な會 から 沒 せられる 樣 になつ たことは •誠に 同情に 巧へ ない。 

ルー ゼン ドルフ 大將 の、 タン ネン ペル ダ フン ドが 按 は. 反 ナチ ス 巧で、 ヒ トラ I 巧に 巧し ホ 
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の樣な 侮辱め 巧夕を 加へ たと をぅて、 ナチ スの巧 中は ななして 居る。 

ヒ トラ— 氏は チラ ィ羅馬 法皇から 收胳 して 居る と浮說 をな てられた。 其 反 おに 宗が 巧擊 をし 
て 居る ではない か. ナチ スは 今に ま お 巧爭を おす ガ らぅ 等*。 是 はを くな 巧 せんが 巧のを 巧ガ。 

K6 ■巧 興の 爲 わの 宜傳 

ヒ トラ— 巧は •ナチ スの爵 な ドィッ チェ •才 •ハ— ハ— 巧 上に •巧 囲黨 の巧 巧フ ホン •クリス 
巧への 巧 巧と 巧し、 ナチ ス の 立場を 明瞭に し •义ミ ユこン 事 巧の 巧め の乂 なな 巧 •マィ々 ン 
ご 吾等 Q 两爭 ご？ る 文な を爱 巧し •其 5 をは、 千 八 百 二十 五 年 Q クリ K マ K に •第二 
巧は、 羣に 農した が •委 巧は にち 巧の 泰斗、 ァドルフ •ご テル 博 古は •此ヒ トラ— 巧 
のま 巧は •ビスマルク 時代な 巧の おも 巧大 なる 巧 巧の 文獻 であると 巧 場し ち 
ヒ トラ— 巧は 巧を の 巧 巧を おム かに. 同志が 盛に 應 巧を おめ た。 

ル— ドルフ •へ ッス 巧は •チユ ，リン ダン 州で 巧說 をして 禁止を 命ぜら た グリゴリ 1 ヒ 
ブラッセル 巧は、 备 巧を 巡講し 》 化 巧な 备州 にめ てな 汾 のぶ 巧を をめ た。 ドクトル •ゲッ ベル 
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K 巧は.. 化が の宣傳 なち となり* 益々 黨 勢を 巧 張した。 

大歷 にがて バ バリャに 於て を も 盛で、 サクソン も ホ 逐日 盛に なつて かた。 

何み にも •黨員 が •何れも 自己の ぶヶ ブトれ ら •持ちを るので あるのと. 化# 巧 やお ホ 巧 0 
反 巧を をけ る 巧め •事な 所は •伯林の ネルダ 巧 一〇 化 ホの •ほ义 の おい 衷 通りの 地下を であ 
つた。 併し ヒ トラ ー 巧が、 一巧な つて 巧モ吼 をす ると •巧 ホは なち 赏 成して •ナチ スに 巧つ て 
しを ム〇 

MM ! ヒ トラ— •ユ— ダン ド (ナチ K 少年 K) との n 巧 

ヒ トラ I 氏の 巧 巧の 爲 であつ たが •巧に 千 化 巧 二十 八 年な ホ •特 透した 黑巧黑 ホの s,s の 
ななを 完を にして • 一 艦のを なのな まに 件卞る まにし •之に 期 巧して ナチ ス 少年 曲 もが ホた。 

大巧 生は. バル ド ー ル •フォン •シ ー ラフと おする ぶ 頭 首と なり、 ナチ ス 巧を 大巧 生 化な た 
作つ た〇而 して S -s と 巧 助を 共に した。 

巧の か < み 方面で、 か wt まして 巧た が •ブィ マル 市では、 巧を 反 おを をけ る 巧り でで 乂巧 
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二十 六 年 六月 大 をた 巧いた 所 •サクソン 人が 夕< •大ホ 巧を した。 がに s - s * s 'A のを 萬 
Is ? 千が 巧 列して、 巧 ホと 共に 大巧 迎 をした。 翌セ月 二十 一日には •ヒ トラ— 巧は、 ブィ マルの 
芝居小屋で、 S -A に 欺 巧を 授與し •ナチ ス にがす る 大巧 說を 巧ぅた。 

反 ナチ ス なの 者 共は •ナチ ス巧 巧は たがした と宜傳 しても、 まち 完全に 巧 巧 進 ホし つ、 あつ 
たので ある 0 

千化宜 一一 十六 年 秋 •巧 太 利の ナチ ス ななは •チ エッ コス ロバ キャの 巧を と共に •ヒ トラ— 氏 
をぶな としてみ 認 した。 

第 8« 巧 おお ムの 巧な 

ナチ スは巧 逸を 巧 巧 ホん が爲 めに •巧 巧す るので •巧なる な 巧の 獲 張 立 巧を 卞 るの ではな 
く •從て 逐日 共嗚 をを 巧つ、 あるので あるのと •之を 裳 ずれば 巧ず る 丈け •運動を 化 止 すれば 

巧 止す る 丈け 同志を お 加す るので あるから、 千 九 巧 二十 七 年には •巧 一に バ パリ ャ州 •が 巧 年 
こ 主 プロ シャで •ナチ スの 巧を の 株： ル 化を は 解を となり. 速々 み 州 じ & んだ むで をる。 
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K 9 il ドウズ 條 巧の 反！！ 

千乂百二十乂年， ドゥズがわが締おせらる>*や、 ほおは、 西巧に對し. 巧巧の爲め大なる利 
をを 责す ものと して 宜巧 をした ので あるが •囲 民 も. 之から な 治 も お 巧 も、 巧 巧す る ものとの 
み 信じて 居つ 所が、 事 實は巧 おにな 〇 を々 巧き 詰りと なり •大統領の おかを 策は 强 いものと 倍 
じて 居つ たが、 ほおが おがの 爲 め、 を々 不利に 陷ゥ 、ヒ トラ I 氏は. 大 にか 交のを 新を せねば 
をらない とちへ •义 之に 依りて がな の 巧 巧を 圓 りたい もの だと 思ぅた。 

夕£ ヤング 案反資 

千九肯 二十 化 年 ャング 案に おし •ナチ スと •巧 政 •錢兜 •巧を 图巧 巧が 一を して、 阐 巧の ホ 
望を 議 かに 依り， 巧を せんと 巧 票に 問ぅた 巧、 六 百 五十 巧窠 ょり 巧る に 到ら ホして 化れ たが. 
當時ヒ トラ ー 氏の 巧說は •將來 巧を のを 領 となる ぺき 大器で ある ことを 閔 おに 設 謎せ しめ •ヒ 
トラ— 氏は、 巧な 人は か 人の が隸 となるべからざる ことに 對し激 脚した。 


； .ミ-— 1ミ 
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gn 節 ナチ スに 巧す る內 外人の 誌* 

ヒ トラ I 氏な に 其 代表を の 息 見は、 を 本 ま垃に 工業 おに 說 巧せられ •巧 解 せらる、 に 巧つ 
た。 

巧を 人は ヒ 巧のを 岗熟 血漢 であつ て、 おに 言論を 岡は す もので ない こち 叉を 治 お 巧には 不 
巧で あると 考 へて 居つ たが、 巧國 をと して、 政治 お 巧の 立 がをお 巧者で ある ことを 誌 谦し阳 し 


巧 巧 •政治 やお 巧には、 一の あがが あり •修巧 上 やが が あつて •其な かの ものは、 天ネ の 
に •义自 巧め に、 お 巧 や •を 治 や •外交に 闕 する 見 讚を 持つ て 居 つても •之を 甘くなる ことが 
を 因 共通の 巧 寒であつて、 其 ま 自他 共に か 巧を •政治 お •お 巧 家を なて 任じて 居る 人々 で •共 
抱懷 する おは •巧に 時世に 添は ない 巧 巧の 巧みで あつて •其团 な 上に 及ぽ すがを はお 大 なる も 
のが あるので ある。 彼の •のんだくれ 锻治屋 のかが 子息で あると 思ぅて 居る 內に •巧な の 人が 
となつ たム ブソリ |二 •お摄 虫 なぜ 人 おと 思ぅて 居つ たがが •かや か ホの 動向のを がを なして 
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わる ヒ トラー •眠れる 在 巧のを 辯が、 巧て 戰 巧の 巧を となり •大货 逸の 元首に なつた ヒン デン 
プル ダと 謂 ム有樣 である。 時世に 伴 ふ 人々 の設 讚は 巧 化すべき もので •漠 として 化て はなら な 
い。 みぶ にかり、 玉ぶ の お淆を 避け、 巧な を 判 新し、 力を 洞を する ことが •巧 巧 巧な のをで あ 
る ことに 着意せ ねばなる まい 0 

か 田 新 巧 も ホ •ヒ トラ I 巧の 行動に 注目し •同時に、 モ九百 二十 化 年 巧から、 ナチ スに 巧す 
る 正確なる 設 巧を 持ち出し、 同時に •强ダ 化した ので、 特に •ヒ トラー 巧が、 巧 巧のは 治 おへ 
ルヴ +1 巧に 封す る 巧を と 言 ふ 問題で •普 ま 問 おと •巧を と佛蘭 西との は治历 なに 巧いて •詳 
巧した論文は， 己里の巧巧を商からしめ、 佛人をして，己れ、ヒトラ1と考へさサたのであろ0 
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第 M 章 モ九写 I 十五 年ょ リ ー九 百 1 1 十九 年に 
至る 間の 基 お 的 開拓 

巧を をの ナチ ス は、 實 に不搶 不屈の 運 おを 巧け たので ぁつて •其 巧 害に 巧し •おが 的 巧衔を 
施した と稱 する から •予 は备 場合に がける •爭 巧の 巧 巧と 之が お谊に 巧し 巧究 をして なた ので 
ゎつ たが、 大體に 於て、 無理解の 育 動は 之を 诗 斥す る爲 め、 S . S 、 S , A 、 を 巧 用した ので • 
さは 己む を 巧ない ことと 信ずる。 おるべく 强 がないで ほ 推を 巧 措し ょぅとち へたので •が も 巧 
を 的 やか 推 持の かく、 S -8 、 S - A 、 を ま 成して •爭 巧を 避けた ので •此 おを 赤色の ホ 巧と 
同 I 規 する ことは •大 なる 認識 不 おと 云は わ ばなる まい。 

千 九-白 二十 セ 年 八月 十九 日 义ぴ 翌年の 八月 一日の ミュンヘン 市に がける 大 をに がて •ヒ トラ 
I 氏の ナチ 乂 なおは 大巧 おを したので •千 九 百 二十 八 年 八月】 日には •拾 萬な 上の 大 ホが ニュ 
— レ ン ベ ル グ にお合し て， 大デ モ ン ス ト レ J シ 3 ン を巧ぅたの でぁる〇 

千 化な 二十 九牢コ I プル グで •おみ 讓巧卜 II 一人を 透が してを なみを を 制し、 ナチ A 0 ン ュゥ 
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エデ 巧が なち となり •市政を ナチ スの ホが にを いて 巧 ひ， ホの な 治， が 政 •止木 巧 第 等 ホに 其 
治が がを つたから •之を 餐 見した 苗 巧は •大に 共鳴を して •ホ囘 のを 地の 巧 巧で •十 •立バ I セ 
ントや 均に、 ナチ ス におす る 巧 票が せかし •ナチ ス巧展 のぶ 巧が •巧に 芽生えた のでを る。 
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章 千 九 百 一二 十 年の ホ 巧る る 逢 展 

第 1 ■な 巧 ♦に 於て 巧 二重と なる 

千 九 音 S 十 年 一巧 •チ ユ— リンゲン 州では、 國巧蕉 と 合 巧し •ドクトル •フ リブ ク巧 おめ • 
ナチ ス から、 夕數の 議員を 出した。 

フリック 巧は •內巧 及び 文部に 肋す る 事項を ちを して 居つ たから •备 棟の ホ 法で 巧 巧が ザの 
巧 巧に 關 する 制 化を 解き •巧を 制 巧を 改正し •其 他 巧 逸 困 民主を の 息を 認めた ので あるが •を 
時の 中央を 巧の 困 巧 大臣 ドクトル •ゥ + ルト 氏と 大論 巧を し、 一時 チユ— リン グン 巧に 巧す る 
困 お 巧 巧を 中止せられ たので あつたが •如何に 巧 迫を 受けても •不 沒不 旧のを 氣を 示した な 
め •なに 國巧黨 反 おを の 巧め にが 首 さる、 の 己む を 巧ざる に 至つ た。 

モ乂巧 ニート 年 化 巧卜巧 目の 紀涯 おでは •ナナス からだ 卜 一ち のな： 3 を 化し •頌进 巧が 0 巧な 


82 
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のお巧が分を卜ぃめ* 之を、 が巧千九百ニト八年ぶ巧二ぃ日の巧選巧に、 トニあの謀巧を"^^め供 
たこと に比べる と •巧に ナチ ス としては、 光 巧 ある 進展と 冒は ねばならぬ。 

併しな 會黨 はち 五十 四 名で 第一な で •ナチ ス はを 一な であるから、 ナチ スの マルクス ホ おを 
におす る攻擊 は、 を々 をと なつた。 

右の 巧 勢に 伴ぅて •地 ホに めても •み 種 巧みで •ナチ ス はな 巧 多 おを 占める ことが 出來 て， 
其が をに 大 なる 光明を 課め 巧る 樣に なつた。 - 

ライブ チ ツヒま 件と 巧 玉の 巧 巧 

ライプ チッヒ で、】 軍人が、 ナチ 义の宣 巧の 印刷 わを 巧 巧 內に巧 ホした ことは •兵力を 利用 
して、 な 巧を 媒 張した ものである として、 社を 黨 がホ訴 をした ので あつたが、 千乂百 S 卜年乂 
月 ライプ チ ッヒを 訴院で 却下され た •是を ライプ チッヒ を 件と 巧せられ て 居る。 

ヒ トラ— 巧は •ナチ スは •お 力を 巧 用して 迄を 傳 をす る必 おを 誌め て 居らぬ。 る 巧を 巧 守し 
ホな を 巧す ことなく •おには 巧を 巧 巧す る ことを 巧す るので あると 證 言した ことが、 著しく 大 
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ホの が あを 巧め る ことが 化 ホて を々 同 巧を 巧る と共に •ナチ ス のま 黄が 巧 ほと なつて 來 たり 

ナチ スの巧 怠が 巧 おにを あして 來て •其 運動の 巧るべき ものである ことが が 巧し 化して 來た 
から •反 封 巧は •巧 巧に おを のな 對 •巧 巧の 一 ほへ と 志して 來 た。 

是ょゥ ホ、 千 化 百 一ー ト八年 ドク，.. ル •リシ テル 氏は. ナチ スを 自己の 宗が 上の 足 巧に 供 せん 
とし •ナチ ス巧韋 に閒 係して、 紀元 巧の 宗敎を 持ち 化し •裸 巧 主義 等を 唱へ 化した から •常 逆 
上 彼を 追 化した。 

ドクトル •ォット •ストラッ ヒ 氏は. 伯林で 巧衡 新聞を 巧 巧し ナチ スの カンプ フン ドを 利用 
して、 共を 巧に 近づけょぅと したから •千 九 百 一二 十 年と 巧に 追 化した 0 

千 九 百 S 十一 年のを •元# 巧で をつ た シラ ホス 巧は • S * A の將 巧と なる 豚 巧を 巧した が、 
早期に を 見して 之た 巧 立す る ことが 出來 た。 

此閒 マルクス まを をの 战お ♦迫が を 巧と をり、 恰も 內说狀 態を】 部に 巧 出した ので あるが • 
をに 其な 牲 となつ たを •巧を 二ち 一 あ •なを 二な ぷ 千 人を 化した ことは、 巧 おで あつたが •何 
れも マルクス ホを をの 巧 巧と 纺 丸の 巧め •巧 家の 理 巧に 卿 じたので、 化 ホ 聞が ほ 巧 側から 色々 
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の おぶ でサ巧 中に を 巧せられ、 杏爵 等へ も •恰も •ナチ ス卽を 力 用で でも あるかく かおされ た 
ので あるが、 度 巧 渡 巧して •ナチ ス 及び 其 反 お 側の 意見を な 合して •が 靜に判 巧 すれば， 查く 
此を 肋は* 巧 おりに 巧る ものと おへ 得られる ので ある。 

窠る巧 巧 巧 

千 九 百 S 十 年 お 》 S -A 指 巧おフ ホン •フユ フフ H ル巧辭 巧し •ヒ氏 自ら 之に 代り、 をぶ を 
エルンスト •ル ー エム 中佐が ボリ ピャから が 巧して • S ' A の 捣張計 蛮を した。 

參謀 副ち •フュ I ホラィン 少佐 自動 单 曲を 化 おした。 ナチ ス のず 務所も •モ化 百ニト ザに 
は’ ミュンヘン 市シ テァ ル ネッケル ダッ センの 巧 巧で 執 巧し •ホで コルネル エル •ストラッ セ 
のぶのを 活屋 の屋內 にを り •更に セ リン •ストラッ セのを 屋の 一二 邮を 用む】 閒 宛借增 しを し • 

千 九 百 一一 十九 年には 四 巧 建を がを 巧 用す るに 到つ ち 巧な 所の 巧 度で ある ことは 巧 巧の 進 巧を 
巧す るから •千 九な 1二4 •年の 夏 •ブリュン ネル •スト ラッセの 有を な バル a 1 バレ ー の資 物が 
おたからな 迸して •千 九な S 十一 年 移 巧を した。 足を 人々 は 巧 色 ビル デン ダ (ナチ スは 巧を の 

5 

8 


制服を を 用す るからで あらぅ) と 名 づけた。 

巧に がて •ナチ ス は. を がで 四十 五 まが、 巧を 巧內で 一一 一十た まが、 ぶを ちに-一巧 ニモの 巧 
に 分けて、 巧な の 巧 巧に 巧した ので ある。 而 してを おがに がける 役 巧と 姑 巧れ は ホの 通りで を 
る。 

を 首 アドルフ •ヒ トラ 1 
経 巧 部 お フランツ •シワ ルツ 
を 記 長 力— ル •フ 4 —レル 
中央を 治 巧 長 ル— ドルフ •ヘス 
化 治 交 ホ 部長 ドクトル •ル ー ベルト •ラィ 
宜巧 部長 ドクトル •ョ I セフ •ゲッベルス 
を 巧 部 ホち フリッッ •ラィ •ハルトの 一二 巧 
(巧說 ぶの がな はに 巧ち をな す) 

な務 部長 ブル テル. ダル レー 
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が 栽々 判を： 3 を 部ち 
法律が 長 
なま K 人 
S ' A 指 巧を 
S *8 お 巧を 

巧 年 巧 巧 巧を 
巧 聞が 長 


ワルテル •ブ ブク少 が、 ゥ斗リ ー 
ドクトル •ハンス •フランク 
ヒ リップ •ブ— レ ル 
エルンスト •レ I ム 中佐 
ハィン リブ ヒ •ムレル 
フ ホン •ヒ 1 ラフ 
マ クス •アマン - 


右の お 組 おに 巧り 大巧 巧を 開始した ので ある • 


巧な 章 モ九百 111 十 I 年の 巧を 

本年は 大巧 展を をげ たので あつて、 機關 巧は ドクトル •ォット •リ トリッシュ 巧が まなして 
居つ たが •睾 一月な 降は • Z テ ご シュ- マン 巧？ に 化り •禽概 •叟 U •工場に 巧し 
某な 組 絞が 完成 せられた 0 

义 ヒル K * ッセ S 巧 S ゥ 余を 支 2 構贸を 設け、 慕ち 埋 た 憩 f まがす る 
紐綻 をし •被服 煤では • S 又 、 JC . SQ 制服を 調 おする た奚拽 張を 巧ぅた。 

モ九百 一 串 一年のを 髮 •クルト •キ ュ—メ 1 少佐が •查闽 の 指 薄雲を 巧設 して、 ナずス 
敎 ち. ス ポーッ おが-を 部が 巧を 度 施した。 

巧 巧 巧では •ナチ KS 馨 用を 愛し •養爲 に 波を た § に デ？ ご卜 い！ ン 3 ン 

のな 巧は 西 巧に 陷 つた" 

卞化弓 吊 一年 卜月卜 七日 卜護干 人 S • A ヒ累 がで み 列 まを 巧ぅて； 1 をし ミ 
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第 M ♦千 九 百 III 十二 年の 大發展 

«1 纏ヒ 氏の 任官と 困 巧の 置な 

千 九 育 S 十二 年 二 巧 二十 セ 日、 ブラウン シワ ィツで、 ヒ トラ I 巧は 高等を に 採用せられ、 义 
巧 逸の 國雜 にを 錄 せられ •大統領 透 巧の 巧め •被遷 巧 巧を 巧 巧した。 巧 逸人は •ヒ トラ ー 巧に 
おして 大が 息を 表し セので、 巧 逸 血 巧で、 巧 巧图巧 地方に 生れ、 大戰中 巧を 巧で 巧 動を 立て、 
巧を 巧 巧の 爲 めがおを 拂 うて 居る 人が •巧义 巧に 國 巧が あるのは •大 なる ネ 巧で •今な にを を 
にヒ トラ— 巧が •巧を にな 歸し たことは •巧を の 巧め 离ぷ ベを ことで あると された。 

920 大巧 巧莲 ♦にを 候補 


1 •千た 音 III 十 II 年 III 巧 十 III 日の i 
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此ま 巧では、 ヒン デンプ ル ダ 元帥は •一千 答 六十 裏で 巧 まし •ヒ トラ— 巧は •一千な K 
ミで ホな であつ ち 併し 非常なる 大巧 巧と 云は わ ばを らち 而も 小一 年が の 大が巧 遷擧に ホ 
ベて •六な 四十 巧 祟の 巧 かで ある。 

はを な 中央な はヒン デンプ ル ダに 巧累し •巧な 巧と 共を 巧と が •他の 入を 巧 祟した ので ある 
から、 落 巧 人は 非常に 巧 加した 譯 である。 

2 •千 化 宜云十 II 年 田 月 十日の 遲擊 

政府は 备 巧の 手段を なて、 ナチ スお 闲の馨 をし •特に ラ •チ ォの證 をを 止し、 霎巧助 日 
巧を 六日 間に 限を した かち ナチ スは ホダ 巧て 巧 志 見 ざり し 程の 大巧 曲を しち 

ヒ トラ— 巧は 一日に 四 回の 大巧 說 をした ので •ドレスデン •ケン ミヒ 、ラィプ チツヒ 、プラ 

ゥェンを 飛 巧掛で 巧び 担つ て巧說 たし、 が 黨は畫 で 非常なる 努 をした が •四 g 卜ち 一千 
S 百 四十な 巧で、 巧が ホな をであつた。 

its ! ■ナチ K 巧 度の ち S 
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ヒン デンプ ルグ大 杭が 巧涯 後、 を 府 は， ナチ スの巧 力 巧 乂 なる におき， お 後の 手段を 話 t 


た 0 

四 巧 -H 二日 お 令に 巧り、 S * A , s » s 、 ナチ ス靑年 田* ナチ ス 自動が 国 •ナチ ス巧巧 W の 
解な を 命じた ので あつたが •此强 お 手段 も •ナチ ス には 今や 何等の が 巧 もなかつ た。 

9窗 W 會巧 員の 巧舉 

巧 月 二十 セ 日の 州含讓 貝のを 寒には •プロ シャ •バ バリャ、 ゥ斗ル テン ベルダ、 ァン ハルト • 
ハン プル ダの 备 地に •ヒ トラー 自ら 應授に 奔走し •ナチ ス八百 巧蕉を 巧、 巧 六 トニ 人の 謀け を 
巧 出した。 之に 勤して 社 合黨は •四十 四の ながを 失 ひ •义十 S の讓 巧を お 持した。 

共 他 ホの 樣を 優秀の 地位を 占めた。 

ス 巧を 巧 
新 ち 新 

四 111(1 二 七 巧} 一一 一四 (二〇) 



アン ハルト ー 

ウ斗ル テン ベルグ J 
ハンブル ダ 

オルデン ブルダ (阳六 中) 
メ クレン ベルグ (五 九 中) 


一 あ 

11111 

お 一 (二 一二を 一手】 

一一 阳 

ご 10 


C ： こ 


巧の か < して 》 S 'A や S *8 のを 止 も おにえ 敗に がり •人 おは あ々 ナチ スに巧 中した • 

*5 B 万 U ユ — II シグ 巧 巧巧墳 、パー ペシ 巧 田 生る 

ナチ ス •誘 含に がて 大巧 力を 占めた 結 巧、 謀を はおに 解散と なり •グリ I ネル 巧 巧 先 づが货 
し •プリ ュ I ニン ダを 巧 ホで ななし パ— ペン 內閣 生る、 に 至つ た- 

1 •千れ 亩古 十二 年 セ 巧 111 十-日の IK * 

ヒ トラ— 巧は •化が 大巧 力を し •飛 巧が でを 地を 飛び おつて 巧說 し、 小 四日 閒に 阳卜化 
大が說 を 式み、 共 結 巧 •ナチ スは千 一二 好 お 卜萬巧 で. 二な S 卜 の 謀が を 巧 巧し、 息 おおに 巧-た 
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とを ふ 詩に なつた。 

を 州を にがても 间樣 のが 結果を 巧した ので ある。 

2 •ヒ巧 曲な 巧 大臣と しでの 巧 ホを 巧巧ナ 

ナチ スの 進ホ發 おの 急 おなる にも拘らず' 政 おは •國 巧の 意見を、 巧に 詰が せねば ならない 
のに •之を 知つ て 巧 つても 知らない 顔を して 居る のか •誠意 をげ いて 居る のか •ナチ スの巡 お 
と共に •危機は 益々 近づきつ、 あるので ある。 然るに 今ヒ トラ— 巧を 副緒理 として 迎 へんと し 
たから、 斷が 之を が おした ので、 ヒ トラ— 巧が 巧 術を 姑ぅて 居る ことは 明瞭で あつた。 

3 •巧这 のをが 

シ レジ ャのボ ィッテン でのな 判で， S - A の： 立 人が 死刑の 宜吿を 受けた 巧め •ヒ トラ— 巧は • 
大巧 說 をして、 現 政府の 攻奖 をして， 純を なる® ぶを お ふ 志 ± と、 贸國れ 、ホ閱 巧との 差別を 
知らを いのは 不都合で あると して、 死刑から が 巧 されん ことを 求めた。 

モ九百 一ニ トニ 年の 八月 一ニ トち 巧を 阐 含で •ち 巧 科から あ 遣の 巧 巧 共産な のを お クラー ラ 
— •ッエ ツト キン 夫人が、 開院 式を をリ 、ぶな セト 八が 中、 S な 六十 七 祟で 肚 をな 0 デ リング 
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巧が 讓長 となつ た。 

此情巧で、 困論は巧路し》 ヒトラ|巧はク1デタ|をやつてなをの巧能を中ムサしむるか》 
又はず 命を 巧 ふので はない かとな ホせられ て 居つ たが •ナチ ス はかして 左 棟な サ刚 をな 巧に 巧 
く かきことは しないと 宣言した。 

バ—ぺ A 巧 田 巧れ、 シラィへ ル 巧 田の 田 現 
1 •千た 苗 己 十 II 年 十 _ 月た 日の 巧！！！ 

九 巧 - HI 目 •四 トニ 封 あ 百 十二 巧で •パー ペン 內閒 不信 巧 案が 通過し、 讓 をは 解 巧を 命 ザら 
れ た。 

モ九百 一一 一十一 一年 十一 巧 六日の お逐单 では •ナチ スは •千 一二 百四卜 巧から 一巧、 千 岛八卜 巧に 
巧 じ 二百 S 十の 综ホ はな 九十 六に 试 じた。 

之を ちた 反 お 巧は •ナチ スの 抑を をを に宣傳 した。 

2 •ヒを 巧び 巧 這 大臣と しでの 交 ホを ち括ナ 
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卞九育 一二 十二 一年の 一巧 トニ 日の 州を 選 巧では、 化 萬 九十 致 か s 巧 八卞八 首贾を ナチ スは みか 
た。 パ I ペン 內 曲！！ 巧して、 陸 巧 シラィへ ル 巧 巧 巧と なり •又もや ヒ トラ— 巧に 副が 理の义 ホ 
が あつたが •ヒ 氏は •を椎 をを 化せら る、 にがては •を ま 巧を なて 引きを くべき もがら ホん ば 
巧 おすと 巧し •サ閒 では 懲 おりだと ホ 巧す る もの も あり •政府 側と •ナナスとは •其 期な がが 
る検惡 となり •內閣 は •ヒ トラ ー 巧を 除かして はぶり 立ため ことを. 一 おに 巧が せらる、 に 至 
0 た。 
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第 u 車 ナチ ス おに 政 樓を巧 得す 

»1肺 ヒ トラー 巧の 入 巧と 其 田 巧 

パ I ペン 內閣 巧が 晚後 、陸相 シラィへ ル 氏ち 巧と なつた が •ナチ ス とのが 合險惡 に陪り •ヒ 
トラ— 氏は を椎 をを 巧され るを れぱ •現 狀を打 巧 せんと 大が領 に 申し出で たが •おに、 千 九な 
一二 十二 一年 一月 ニト 九日 •シライへ ル內閣 はなお 晚 し‘ 翌 一月 互卜 日. 大統領は、 ヒ トラー 巧を 
巧を して •組閣を 命じ、 ヒ氏 これを を諾 して、 闽粹 まを 諸 裳の 聯 化內閲 をが 撤 し、 ナチ ス から 
は •ダ I リング 巧と フリック 氏を 入閒 せしめ •こ、 に 十 I ニ ザ 間の 苦 巧は 酬いら れ たので あつ 


第 2 ■公が たる ナチ K の 巧 擧大遲 動 

巧內 曲は、 愛 巧を 治 巧 巧を 公 巧し •反 巧國緖 なに おし 巧 おを 加へ、 ヒ トラ— 巧は、 を 化で 巧 
說 をして、 現 化 巧に おしで、 四 年 計 まを 巧 ホし、 從ホト 巧年閒 のみ 化を 巧 凹す る爲め 時日を 巧 
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へょ と •闺 巧に 巧び 巧け をので ある 〇义 今を 嚴お ルせられ て 居つ た、 ラ デォも •ヒ トラ ー 巧の 自 
ホに 使用し •を 巧 ホでの 巧說は •山 問 僻地に 至る 迄 •徹底せ しめ •恰も 窗 巧布吿 でもし わがを 
巧 ダで、 巧 ホでは、 山上で 巧义を 拐げ る もの も あれば' 结や乂 なで 巧み 入のを がを し •ナチ ス 
の 巧を おり 巧して 困 民の 巧 悟を 化した ので ある。 

«3 節 マルクス まなを の 巧 巧 

プロ シャ では、 を 親な 監を 初めと し •官公吏に して 社み 黨肖 たりし ものは •悉く ナチ ス 巧な 
と 交れせ しめ •マルクス ま義 をの 巧 巧 地を 大搞 藻し’ 二月 ニ トニ 日には •ヒ トラー 巧 自ら 邮巧 
に 立ちて、 ミュンヘンで 大巧 說 をし •バ バリャ 州に がける 》 マルクス ホ 塞を の ホ おを 一 おし 
た。 义 二十 阿 日の 巧說 では •從 ホバ バリャ 州の マルクス ホ まを が •常に 巧 立を 操 音して •他な 
におし 脅 巧を 巧へ て 居つ たから •ヒ トラ— 巧は •ナチ ス のな 巧を 巧 巧し、 マルクス まを をを し 
て •完 巧な からしろ 越ぇて •二ち 一十 セ 曰には •共を 黨負 が、 一一 一十 箇所に れ乂 し、 巧を 闻 を 
誤審を も ホ橄災 したが •化せ 乂 たる や •をが をかず 命で あるから’ 巧を 力に 巧り •巧 止した の 



M-niF ; 


- s 1 ■ 二； 

.'4 ぶ-. M .-. も 


である ゥ 

お 巧 巧 ホ、 伯 おの カー ル •リ I プ クネヒト •ハゥスの マルクス ホ まを の 巧が を •装を 巧 まし 
たが- 夕大のを巧を押收することが出ホたが， ま料に巧りてなるに， 巧をにがて、 ^た巧し 
現を 府を 巧を せんこと を 企 厨して 居る ことが •を 露した から、 ヒ トラ I 巧 巧は •大が 巧 令に 化 
り •巧 巧を なて •共を 巧に 望むべき こ， とを 巧 表した 。 . 

歸憲 ま-部 停 化に B する 大巧 巧を 

來る 一二 巧 五日の が 港 擧の爲 わには、 ナチ スは •他のを 留 諸な を糾 をし •巧 到を るが 備を なし 
巧 巧へ て 之に 臨むべく 計 巧を したので あつて、 二 巧 二十た 日の 巧に がける 网 なな 事改 のを 义に 
巧して は •化乂 被 巧を たる 共を 巧に 對 しては 飽迄 徹底的の 巧壓を 加へ ると 共に •巧 天 荒 古今 ホ 
曾 有と も 巧すべき、 プ ィマ I ルを を 中 「巧 逸人 巧の 基本 巧と を 巧 中の ま お ホ 巧」 を 啓を し且 「西 
巧の 自由 權 のが 止」 に！！ する 大坑巧 令を を ホした ので、 共 お 旨は ホの かきもので あつた- 

1 •人 巧の 白 か 
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。"、通信が 巧の 巧 持 (信書 •が 便、 诺信 •蒂話 レ 
3 •集を •おな の 自由 

4、 組合 •法人 組が « 

5, 住居に 勒 する ボ可侵 推 
6 •所有に 賊卞 るが 時 

ホで 中央 集 巧の 目的を なて •备 州を なに •巧 巧 ほおの な 令に あおに 眼 從すぺ きこと を 巧ぶ 
し、 巧一备 州な 府 にがて •巧 序囘 なのな めの 巧當 なる ホ 段を をつ た 巧 合には、 みな 權を 聯邦な 
巧に あ 0 上げる ぞ と巧吿 した。 

巧 刑を お榜 して •大 が領 始め •曲 員み 他を おを 局の 生命に がする 危害の 巧隘を ホめ、 治を を 
化 •幽 事犯 的か义 、巧 道が 趣 等のを 大化 人は •おて 死刑に おする ことにした。 時局に をり •公 
の 巧 巧を を 化し、 巧 おに 害を 與 ふるものは •罪の 超い もので も、 ち 巧の 巧が 又はを 巧を なて， 
お 巧す。 

化 巧 迄に •巧に 多な のか 因閒讓 ■反 お 巧、 マルクスち おお •お 太 系の 閒謀 等のは お 巧く おし 
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きものが あつたから、 一二 巧】 日には •左の 如き 之が お 締に庶 する 巧を 大統領 令を 出した ので あ 1 
つた。 


1、 ホ國政 巧の 爲 めの 巧 謀 •巧 巧 お 洩の爲 めの 間 讓的巧 島を なした る ものは •巧 刑に 處す〇 
2 •外因 政府に おし •巧 報を 括 供す る ものは •卜 年な 下のを 役と す。 


せの 度 巧の 監特は •ナチ スの S *8、 S * A 闻權 なの お 兜 曲を なて、 之に 當 らしめ たので わ 


IIM 車ヒ トラ— 內« 第-同の 巧透署 
ft! なま ♦の 結果 

巧 巧の かく 大勝を 巧した ので •ナチ スを 巧擧 した ものは. 千 セ 音 S 十】 巧 震で 二百 八十 八の 
ま 巧を 占める ことが 化 ホた ので •之を 五 年 前の 千 化ち 一一 十八 年 五月 二十日の お 落が で •八十】 

巧 蒸で 十二の 議 巧を 巧て ナチ ス巧窝 を おへた ときの ことを 考 へる となに 巧 世の 慮が あるので あ 
る。 併しを 法に 關 する おな をす る瑞 合には、 を議目 の S みの 二、 出 巧な 貝の 一二 々の 二と 这ム法 
律に をき •友 巧のを 同を 要する ので、 巧が 誤. 中央な •バィ ユル 人 巧な •巧 逸人 民な、 巧みな 
のな ホな 五十】 を 必要と し •之を 加 へれば 阿な S 卜九 祟と なる ので あつたが •幸に も 其 目的を 
をす る ことが が ホた。 なにが てな ホの 議場の 空氣を 一巧す る ことが 出 ホ、 是 等ぶな は 逐日 合が 

して •七月 お 日 中央 おのが なを お 後と して •たに ナチ スー なのみ 巧 逸に が 在す る ことにな つた 1 

〇 


のでを つた* 


おんに、 ヒトラ》巧は鮮來必ホ、 純ナチスのみのを涅議貝に巧ゥて* 謀#を成なサしむるも 
のと 概 察せら る、 ので ある。 がち 共 時 こを. ヒ トラ！ 氏の •乂下 ありの 日で あると 言 ひ 巧る ので 
ある。 左に 千 九な 一二 十 年化バ 2? 來 の， 國會議 貝 黛 お 則 議席を 化較 してな よう。 


巧を 固な 含 糞を 巧を 員な 































ザ：,^ ぶ 

_ i M,h— 




杜 をな 內閒を 盛の •モ九 苗 二十の 年 立 巧 四日の 逐舉 にがては、 ニモ 六な 九十 六 巧 s 百 十一 一拓が 
で •謀が はの 百 五十で あつた ものが、 今囘は •六ち 巧卜 たの 遂巧 となつ たので あるから •百 九 
十との 謀 おを 巧 加した ので ある。 ‘ 

あ 近 お 年關の 巧を の 人口 巧 加は、 僅に 百 八十 四な 乂千 二百 十八 あで、 日本の 同 巧 期に がける 
人口の 增 加は 》 巧 地 四百た 十一な 乂百二 名で あるから •此 投镇 おのが 加は 六 巧 人で 1 謀が でを 
ゥ 、百 十八 巧 二 千 人の 投 祟の 巧 加で ある。 其 お 巧は を々 あらぅ とな ふが、 を 人は •法 巧 人が 適 
當 なる 被 透 巧 人を 得た なめでは あるまい かと 思ム〇 
社を 巧 時代には、 左右 閑ぷ 共夕 がの ながが あつて •を おを がつて 居 0、 おに 左 巧に おしては、 
が 巧 逸 結 神の お持ちは 飽き おらめ 者が 多く •巧み 中で •人口に 比して •有 推 おの 夕 いこと がを 
一で ある にも拘らず、 巧 巧を が少 いことは •色々 の 見方 も あらぅ が •吾人が 聞かす る 巧では、 
巧孽を 十み 巧 解して は 居る が •候補者が 不滿 化で あるから ま* する ものが 夕 かつた ので •あ々 
ナチ スの 出規は •巧 息に 投じた 反映と なつて •をし < 巧 屡 者を ち 加した ものと おへ 巧ら る、 の 
c ある 0 


巧 逸の 政治 や 政な に 巧す る 信念 も 日み 人とは 別に 巧らない と 思 ふ。 爲 なをは 巧 神 的に 巧、 むを 
を捏 し、 誠を と 巧 力に 依り. 巧に ま 政の 常道を 踏み 巧 巧 生計の ホ 定を巧 せしめて こそ •困 巧の 
ホ 服を をけ るので ある。 巧 乎た る國是 のを 巧に 巧し、 大局に おする 着眼を げき •困 巧の 手前を 
搪 ひまぎ を 糊を する かき 不信 行爲や •公私を あ 同す る 様になれば、 破 巧は 此 おに 化すので ある d 
政な にがても •天才 的ぶ 首が •克く 拐 巧 性を 洞を し •大局に 港 眼し' お ホた るな 是に向 ひ 進 
むな れぱ •人の かを 巧る ことが 出來 るが •巧內 にお 多の 巧 首が あり •軟硬 用 汲に 分れたり' 巧 
白が 所說を 左右す る なれば、 な 員の みが 巧を で 居る だけで、 一 お 国民の な 調は •か 何に お 辯を 
なて 說か うが、 化 方に を說 しょうと も •投 黛は 無理なくて は ホめ おられな いので ある。 巧を の 
人々 は •此 後段の お 巧な おが 浸み 込んで 居つ たかち 巧を お黃 かが 少な かつた ので あるが、 一 
巧ヒ トラ I 巧 立ち 困 巧が ナチ スを 理解す る や •糾 がと して 同が が ナチ スに をせられ 靑に投 祟 か 
を 巧 加す る 計りで な < 、恐らくは を 近を 国が ナチ K 化する であらう と 貢 はれて 居る。 

» 洲大戰 末期の 巧を の 現 化を 囘あ してを ると •が 巧なる 巧 逸 巧 巧 •巧 中中 産 階な のを 能を 速 
は •戟 なに 立ちて 必死の 巧 力た して 居り •を ホのを 巧を はか 身 的 奉仕を して 居 0 たが. 爲 化み 一〇 


I が感聲 が诉' 
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が、 戰 化や戰 なの 狀 態を •々モ フ ラ— ジユ して •戰 勝を 蕉 張す るが 如き 無理を したので、 此閒 
に •爲 なおと 围 巧との 閒に 巧が 入つ て •此 巧を 班つ たのが マルクス 主 装を と猜太 系の 巧 本 おと 
でぁつ た。 をに 屈导 的が 件に 調印せ ねば 巧 家 崩 壌と 言 ふこと になつ て、 を 佛巧爭 な ホの ホ 巧 ぁ 
る. 巧 あちに 一大 巧 巧を 巧す ことにな り •マルクス主義を やお 太 系 贵本索 共に、 軍 困 主 おは 賊 
敗のを 巧を 巧く ものな りと •围內 で 鳴 物 入の 宣傳 をし •戟爭 に 巧き 氣 巧の 固 巧を おおに 巧き* 
其大看 枚で ぁる 列國巧 調の 美名の 下に •日 おしに かがを をけ、 一方 困 菜の 過 まのを 巧は、 か 何 
なる か 巧 件を なて しても •これを な ふべき 道が なく •產 業の 旁 巧， 失業の 巧 出 •お 巧の 美を も 
其黃 にさし く、 惡 思潮の 侵入 •おき 人々 に 巧す る掉 かの 巧 架は、 がに がへ 巧 巧き に 至つ たので、 
何とか 化 巧が 出せる 人 化が 巧て、 時世を お 巧して 巧 ひたいと 化ぅた 時、 ヒ トラ— 巧 ナチ ス のが 
巧と なつた の だから、 み 巧 ふ 所の 選 巧には， f は 勿論 •同情を も 進んで、 淸き 一致を ホ 投す 
る ことにな つた。 がて、 闽 巧蹄盟 がに おお 含謀晚 おに 關 しお 意を 問 ふなめ 議 みを 解 巧して' 卜 
一巧 十二 日祐 巧す るな 遵 巧は •ナチ ス巧金 時代を 现 出す るに 至つ たみ 巧で ぁる。 

ホが の濟 巧を 論ずる ょりは、 源を 淸 め、 巧 巧を 巧 薄に 依り おき W ず擧は •他山の石 としてな 


ないで •吾を となす ことと 信ずる。 

>3 節 ナチ ス黛 貝の 巧 加 

回顧 すれば、 を 初 セ 人の 同志から ず 生えた ナチ スは •千 九な 二十 年 二月 二十の 日に •共 31 領 
をを めた 時には •藏 貝は 僅に 音 十一 名で あつたが •千 九が！ l - Hll 年 十一 巧 化 日に、 ミュ 、ン ヘン 
まかの 爲め 、がな 命令を 受けた 時は 一一 巧を 越えて 居. つた。 

モ九百 一一 十四 年は •ヒ トラ ー 巧の 拘禁 せられて 居つ たこと と •猛烈なる 當 局の 巧が をを けて 
居つ た爲 めに •夕少 の お 巧 的 運動は あつたに した 所で、 直に 解お狀 態で あつたが、 み 年の 111 
巧 八日 •ヒ トラー 巧が 刑の 執行 妍 巧で 出獄す るに 及んで •巧び 谋 3 な巧递 巧が 開始せられ •千 
九な 二十 五 年 一一 巧 二十 セ 日には、 ミュンヘン 巧 じ ルゲブ ロィ ヶレルに みなして •巧を に 瘡ホサ 
られ’ 巧後ヒ トラー 氏の お 辯と 同志の 追從 とは •ホの 如き 巧 巧を 巧した ので ある。 (かれ 宇は* 

巧みな 巧 去み ひ規 # むるな 〇； の 技を おす もので、 巧 巧を に まりて は •現々 口、 病 ど 巧な の 八な i 巧て ょい 
のでち る】 
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年み 

一九二 六 

一九二 七 
一を 一八 
一を 充 
一を 一〇 
一を二一 

一を ニニ 


一九 一二 一二 

一九 一ー ニニ 


巧 巧 
五 巧 
十二月 

ご 一巧 

狂 月 


な 貸を 
四 九 > ぶ ニニ 
セニ？ 立义〇 

10 八、 セ！ セ 
ー セス、 四 二 六 
己 八 九 .08 
八 0 六、 000 

一、 80 >08 
I 、 一一 八 doo 

I •巧 一四， 九 セと 
1、 四 セ ー， 一 1 四 
- -.000600 
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第；：： 車ヒ トラ— 內囲 £ 第 I 同の 國議を 

謀 事 堂は •千 义ち己 十. 一二 年 二月 114 •と 日燒 失せられ たので あるから、 链迸 巧を の 第一 巧の 國 
をは 伯林 郊か ポツダムの •有名なる フリ— ドリ ツヒ 大王 黨地 にある 兵を のをみ 堂で 閉院 式を 巧 
巧した ので あるが、 ヒ トラー 氏の 巧說 は、 其 施政のを 描を 閒く ことが ぉ來 •議 化睾 巧は、 一時 
惠 をの 中止. 藻を 不要の 狀 巧を ホした ので あるから、 此蔑含 こを •初めで > なりで ある ことた 
なること が山來 るので. ヒ トラ— 巧の 意中を け 度す るに、 巧阁 一を •ナチ ス 、を 謀 U ナチ ス， 
而 してが 場 一を を 狩來に 巧して がる もので あらぅ。 

»1» 首 巧と して ヒ トラー 巧の 施な 巧說 のま 臣 

1 •巧 巧 

1、 お 洲大戰 の 巧 巧は •巧 逸は これを をはない 0 
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- •巧を 阐內 にがけ る •マルクス ホ 蔑の 括 城を 巧め •共實 巧に 助し か 部ょりの 干 ホを 拒 結す る J 
而 して 政府は 議巧 堂巧乂 犯人な に 共犯 ホを 速に 處 新す る。 

"、巧 政を 巧 問題は、 目下 巧题 として 居らない。 おし も 备州中 •自巧 的に 本 問題を 解 化しょぅ 
とする ものが あるならば •政府は 此# をな て •聯邦の が 一に 反對 する ものと 誌め •抹擊 する 
であら ゥ〇 

• •倍 おは 自 ホで、 これが 取 あ ひは 公 おで ある。 

> 、聞 おに おする 反 化 罪は 巧 刑に おし. 毫も 假借卞 る ことなく、 これが ながを 巧す。 

> •お 巧 上の 安定を まとし •場當 りを 巧は これを 掘 避す る J 

こか 交 

- •ヴ卫 ル サィ ユ がめ にを めら れ たるま 務を巧 格に が 行し •幾夕 の 軍備 制 化を 受し •代 ほ 0 
建进 さへ 手控 へを して、 を少阪 巧に 止めて おる。 

- ^ 巧 おのま 裝に 至りて は 極めて 不完全で あるが •列围 が 徹底的 じ 巧 おを 巧 巧 せんとす るを 
向を をず る 中は •おの 巧 加は 避くべき も 0 なること を 切に ホ 望す る。 
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3、 巧 逆の 希望と しては •樣 利の 均等と 自 みとに あるので 、かみの ザ かは、 を も ホを する 所で 
あるから •差別 待 おを する ことは 巧 力 拒止すべき もので、 ちし も 悲しむべき 過 まを 淸巧 せん 
ことを 巧す る閔が ある なれば* 其闽 とな 調す る 用意が ある。 

4 •予は 巧を 國 巧が 平静で， 一絲 風れ ざる 化 綻と將 來を達 おして 指導す る 人々 の 下に •通 巧 巧 
るの 巧展 せんこと をを 願と する もので •更に お 償を のま 黄から、 一 おに 互り て、 白 かになら 
しめざる ベから ざる ことを、 特に 强 調すべき ものである。 

5 •がた 利 首相 ムッソ リ I 二 氏は •を K の やかと 發展を お あして 居る が •誠に 敬服すべき もの 
で、 之が 爲 めか 巧せられ て 巧る 四 巧な 定 案には •予は 誠意を なて これに 货 同して •この 英》 
佛* 伊 •巧の 阳简 困の モ巧裕 をの 度 現せん ことを 巧す る ものである。 而 して 共 緯を捏 る もの 
は、 巧を であって •巧を の 運命は 其が 化 S 成を に规 係す る 0 である。 

おし •巧 •佛两 巧 政府に して 本 巧 題を お 底 的に 解かせん となす るむ らば、 お 巧は 互な 協韵 
を 巧す るので ある。 • 

6、 蘇 巧に 巧して はぶな 的のを 巧なる 關 なを 維持した いので ある。 





« CSB を宙 委任を おの 巧坦 

ナチ スの 天下と 迄は 巧かない が •齒 粹ホ義 をの 天下と なり、 逐日 他の 巧阁媒 U も •ナチ スに 
合流し つ、 あるので あるが、 黨貞 のが 加は •化 何に 共驳 をが しても •巧に がて、 おみ 子の 巧 入 
は 免れない ことで、 巧 力が 强 くな れぱ なる 丈け、 巧じ閔 がま 蔑を でも， 色々 の 動機で •な對 が 
巧らない とも 限られない。 卽ち 化點が 深謀 遠 庶を娶 する ので あるから、 ヒ トラ ー 巧は、 其 所ぶ 
の 貫徹の 爲め •可な り 隠 あして な 進を 避ける と共に •.所を のを 巧の 爲 め、 强き 力を 設巧 しょぅ 
とちへ たので ある ことと 思 ふ。 其 結果 ともおるべき ものが、 破 •乂 荒の •を 椎を巧 法案 卽ち獨 お 
唯一のを 器の 現 はれで あつて、 謀を に 於け る其資 否に 關 しては •夕 少の危 おはない こと もなか 
つたが •を々 現場に なんで 巧る ち 反 お 九十 四 巧 (社 會窝 •共 巧 お S 謀が 計 一音-) に 巧して‘ 
四百の 十】 票の 夕巧 で、 巧 狂的に 通過を したので ある、 卽 ちを 議巧 のが おが 六 百 四十 二で ある 
から •其 一一 一分の 二は 四百 二十 八で あるから、 ヮィ マ I ル 患 法 所を の 祟 かょり 个 S 輿の 超過で あ 
る。 比お果 •恐らくは、 ヒ トラ— 氏と をの 巧な としては •ホダ 》 絕 巧みな を 占めて 居らない か 
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ら •化现 がで 巧 年 問 巧し 進む の叛 はを ばないで あらぅ。 何等かの 機 食に 於て、 發 おを 解が し、 
更に おお 夕數 を 制し 巧るな 會を 築き上げ ねばなる まいと 言 ふこと を、 予 はな 脊卞る ことを がし 
をい ので ある。 

を 巧を 巧 法案に 載せられて 居る 事 巧の 大 をはみ のかき ものである。 

1、 首相 ヒ トラ— •副首相 パ ー ペンの 在慌刚 若しくは •千 九ち S 十七 年 一二 月 一二 十一 日を の閒、 
巧 府に對 して 巧 お 權を附 巧す。 

2、 兼を に晒厢 する ことがあ つても •备强 の 法を を 制を し 施行す る椎 限を 政 巧に 附與 する。 

3、 が 巧の 法律の 制を と 列國閒 のが 約の 締 おとに 瞄 して、 憲法に 依り •围 をが に 聯巧參 強に 0 
有する 粮 限は これを 解除す る。 

卽ち巧 栽の 爲め •一時を 法の 一部が 止を 巧ぅた ので あるから、 本が S パ ーニ 小 ー ロ W 後の ヒト 
ラー 內閣の 施 巧に 關 しては •ちのを まを お 巧と しての ことで あるから、 化 來巧逸 法 巧を 硏究さ 
れ たぶ々 もな 新しき 虽乂お 巧 おを 巧に 入れて 描かない と、 ぶ識 錯誤を をす から •ヒ トラ ー 施政 
が 單に悅 お 的な りと 思 ひ 込まない ことを 必 おとす る ことに 特に 化 意を 化すので ある。 
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巧 化 章 ヒ トラ— 內 曲の 施政 槪要 

す 》 官吏の 大更送 

從來せ 巧に をり ふれの •ななが 天下を 化れ ぱ： 巧ので 郎等が！！ を 運動を して、 み 能る におは 
ら卡 、官公 まに 登用す る。 巧の サき にを くが かく、 巧を 义の 巧を 巧た るかく •化が なる 稱 がの 
下にを 權を 巧ても •忽ち 社を を ま 毒す ると 謂 ふことは 何れの 爵 にも ある こもで あるが •じ トラ 
—內閒 のを 巧と なるや •巧 おのかく •大臣 級には 手を 染めない が •巧 逸な 巧に だする かき •化 

なで ま本關 なに 巧し •雲を 加へ、 寡の 肇蓋 をな て、 今迄の 階爵や •お 的賊 巧を な 

巧して •更 をを 巧 巧して •妻 ホに 至る 迄 手を 伸した ので ある。 八， 其 一例を 巧げ てなる と， 巧 お 
細な にも ホの かき 現 はれが ある。 がな をは 说太 人で あるとの 巧を 聞 <。 

ル— ドルフ •ウ キル ヒヨ 病院 
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が巧ブ ッキー 巧 ± 

パ タヒ ト ウ + ッ巧 女 
" ウン ダル 巧 古 
モァ ビット 病院 持を ホ 巧 

が 巧 ボル ヒヤ I 卜巧 ± を巧シ ー リンゲ 博 ± 

" クレンべ ナ巧壬 "クラ モ—ル 巧 壬 
" ゴー ルド •ス クイ 巧 女 がクツ トツ アイト 巧 ± 

化 のぞ あなる ァインシュタイン 巧 ± も おおに 移住し、 み 他 吾 固に おられて おる 人々 も 甚だみ 
いが、 大巧を おは 倫を、 己 まに 避け •宮 める 人々 は 渡米し 》 がらざる ものは 波肪に 巧つ たので 
あつて、 今迄 誇りと して おつた. 巧 巧の 単究の 一な はまつ たので あるが、 巧々 夕±捆 漏した 譯 
ではない 〇此巧 巧を をうた ものに、 論文 作 お 中の おを 徒にして 敎 巧を 失うた ネも おからざる も 
ので •誠に 同悅に 巧へ ない ので ある。 


をな クラィン 巧 ± 

" クツ トツ アィト 巧 i 
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巧 20 中央 巧 巧の » 巧 

彼の 錢血 宰相 ビスマルク 公の 借始の 塞に も •或 梢み が あつたので •をれ はかならぬ •蹄 巧の 
を 巧で あつた。 をに 此巧 のが 在、 王族の 巧 居は、 巧 逸の 癌で あつたが、 ヒ トラ— 巧は、 中央 集 
巧を お 巧した ので •本年 一二 巧 S 十一 日の 法律に 化り、 プ a ィセ ン なかのを が 謀を をが 散し •を 
しく選をを巧はず， 兰巧卜一日の國を讓貝港をに依り當透したら議員を1^て* ^の謀はとし 
て- ^ 證會を 溝 成せし め* 將ホ國 をが 解散す れぱ •自が 巧議 を も 解散す る ことと し、 み 巧に 
をを 超き、 を 巧の 外務省は 之を 度 止し. 备巧 ちには、 巧 政 巧の 件 命 巧を 與 へ、 巧 巧 みのがな • 
窩等官 の 人事 等、 可な りお 化の 稚 おを 附與し •プロィセンには、 ダ I リンゲ 巧を いはを 肖 巧と 
し •お 巧 四日み のかく 备巧 巧を を 化な したので ある。 

バ バリヤ H ナチ スな エツ プ將軍 
ゥ斗ル テン ベルグ H ム ル. が ゥ巧巧 巧 
バーー アン H 閔 を ま 目 ヮゲ ネル 
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ザ ク七ン "困 會議負 ムツ ブユ マン 
チユ I リン ダン リザ ゥ ケル 前 チ 巧 大臣 
へ ツヒン u 巧を 讓員ス プレン ゲン 

プ ラゥ ンシユ ブィ ヒ及ぴ ァン ハ ルタ H 巧を 發員 レォ ペル 
ホ ルデンブルグなぴプレ1メ ン巧==レオヴエ ル 

が 邦ち のを おは > おね 日本の 知事と 同 摸と 見れば ょいので ある。 巧は 将來 おとなる であらぅ。 


ミ— 音 論な n の 巧 _ 

ナチ ス巧巧 巧 二十 一二が にがて 言静 なおの 巧 あに 巧して 可な り巧烈 なる 巧 ホを 巧 げられ て 居る 
が •今や これを 巧 巧す るの 時 巧に 速した ので、 其を がは を 巧ち で、 巧 辣の持 ホと す はれて 居る。 

ダブべ ルス 宜傅 巧は、 盛に 其怪 腺を 振 ひ •新曲が 誌は 勿論 •ラ ザ ォも映 巧ち を < が】 かがを 
巧ぅて 居る ので •巧 獨逸稱 捶の爲 めには 當が のこと とお ふ。 

今や おかを 巧は. 官報と おぅてょ く、 お妨は 半を 巧で あると 巧す るのを 巧 茸と 信ずる ので あ 7 



つて •何れの 國のお M も雜誌 も •手 も おも 化ない ので ある。 從て •あか 智謀を お朗 にかり ての 
み 巧ん とする 人が あつたならば •大 なる 鉛 巧を 生ずる ことがある かも なれない。 例へ ば 巧を の 
を 巧の 通信 中には •勿論を 俾も あらぅ が、 可な り 極端なる •事 巧の 巧 相を 誤られみ い揀な もの 
も ある。 これは 伯林 带報 になくて 、ジュネ I ブや 己里 や 推が や米诺 にある ので •打带 著が •反 
巧を 因の お •お 太 系の 通信な とを ふこと であるまい か。 今迄 チが か 酉ず 愤通 として •棠 なして 
居つた 現代の 名 击の說 も •ク まが 京を、 得意に 巧を を 巧の 巧 お 示に 巧つ たが、 とを 巧い 股で • 
彼の地で 赁 巧を おて 來 たおで 見る と •誠にが 巧 巧むべし とぶ じたる かき 其 脚 も あるので •说太 
大を 本の 運用に 依りて 巧る 通信が、 巧 用 節め の爲め 之を 利用す る お 曲 社に ニ ュース も 巧な も あ 
つた ものでは ない。 なモ •旁 眼の 祟拜 のな 目的で ある 中は、 か 巧が 巧を 困 おに 正が になへ るな 
どと 云 ふことは 巧を 期待し 巧ざる がの もので あらぅ。 

す ！■ ホ ♦巧 巧 

現代 > 世が 的の 巧 狸で •み 愛 〇大 をる に 比し‘ 巧械が 採らない のでは ないか •其 巧 ホ 0 巧】 


として’ 當 局が 今を 失業した ことのない 人々 であるから. 譯 は々 つて 居る が •熱がない 。巧の 
ある 人が 出ても* ホ 調が 描は ない。 が 題目に 乘 じて 惡 まを 樹 きが おを 肥す 如き 不德 巧が 化る。 

おに 於て ま 人は •甚だ 失 おなかし 分では あるが. のんだ くれお 治屋 のぶ 子 ムッソ リー ニ、 昆 
な 丈 おぜの 人夫を した ヒ トラー •何れも 失業の おおを であるから •巧け ふ 巧の 失業 おが こそ • 
巧 原 的の ものであると. 夕大の 希望を 持つて 居つ たので ある。 金 持の 國の失 菜 おがは 甚だ 應操 
の もので あつて、 一時は をい が •パニック •夫れ も •金 特の投 を囘お 等に 化つて おつた 瑞 合に 
は ハクと 巧 止される ことが 遺が である。 巧 巧を 作つ てはいけ ない、 受救常 巧夕を 作つ ては なら 
ない。 巧に 逆つ てち へれば、 きをを 施せば 失 案が 起らない。 巧 人が 》 歸 や 太が 入りで、 失柔化 
態を. 自己を 巧 的に 威を して ホいて 巧る 中は •巧に ホ 莱は救 巧され ない ので ある。 予 はぶ 巧の 
諸 おに 可な りの 巧 かを 持つて 研究を して 巧た。 

1 •ホ 巧と 巧 巧の 致 巧 

巧說 巧を にがけ る 今迄の 失 まが 態は 巧して か 何で あつたで あらぅ か。 

卽ち左 おの 示す かく •列国が を 近 四 年閒に •ち 業 ホが 渐增卞 る 中で も •巧 逸は ち もが ホの 大 



百万 么 巧む 


1 ■111 
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寒がが 


ま妄巧 







なる もので あつたから •社# 藻巧瞄 にがても •可な o 其 お 巧には 巧 力を して おつた が • 
水の 親 必ずしも 之れ なきに 非ず •千乂 ち S 十ニ ザの 八な 馬克 (目下】 馬克 巧 巧 一 0 一二 十 
て換巧 すれば 十億の モ巧 馬ち) の 使途 內 課は ホの 逝り である。 


巧 逆運 赁 おお 戾 
を 加 公 ほ 
繪 巧 
み 品 
住 を 
王 地を 良 
道 な 
水 巧 
お 信ず 莱 
住宅が 巧 補助 


一八 0、 000 
】 00‘ 〇〇〇 
五 四、 000 
1 18* 〇〇〇 
一二 8, 80 
so * 〇〇〇 
、〇 8 • 08 
§0, 〇〇〇 
六 0 〇、 80 
五 00、 000 
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000 

〇〇〇 

〇〇〇 

000 

000 

〇〇〇 
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な燒 
と わ’ 
し に 


お oo- ooo- 300 相克 
1 llo* o 8 • 80 
s お o* 000* 08 

阳 00, 00 o , 000 巧を 


度 業 及びな か 住宅 補 巧 
巧 船ち が體 作業 

巧な ま 東 . 

其 他 

餘り專 門 的に 互る から. 詳說を おへる ことにする。 

• 2 •ホ窠 お濟大 か 畫 

ヒトラ1內閱は， え菜お巧の巧め、 可なり徹を的計巧をおなし、 ナチス綱巧の巧をををまサ 
て 居る ことは •巧る 巧 ホ ある 問® で •な 下述 ぶる 所は、 が 巧と 比較 すれば •共 日のを 明 巧に 知 
る ことが 出來 るので ある。 

第一 失業が 巧 公 ほに 依る ホ 案 

t トラ— 內 巧の お 巧 ホ かは 闻 巧の 化 巧の 巧め 增 巧を 囘 避して 居る ので •本年 六片 1 日 公表せ 
られ た計董 は、 卜僚巧 馬克の 抽をか 公 巧を まを として* ぶの ザ ホを 爲 さんと する ものである。 
1、 をを ちを 等のを 築 •痛 お •住宅の 補 お 0 
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2、 住宅 あび 良 菜 おを 上 •小な 宅 改善 等の た 援巧樣 を 等。 

3 •島 巧の お 築 住を U 
4、 巧 川 エホ。 

5 •おお、 瓦 巧 •水道 エ ま。 

6、 公共 函 巧の 止木 工事。 

7、 巧の がかに がける 住宅の 巧 築* 

8、 な 上に おする 補 巧 ま 東。 

巧 一一 靑年 のまが 巧が 制 

ナチ スのお 巧 ホ かとして、 六 巧ょ ゥト 五な •卜出 巧ょり 卜乂 巧を の 二期の がぞ をけ ひ •卜乂 
巧に 至ら ば 》 男子は 巧が に 服す る 巧 巧を 持て 居る ので' ぶを 住宅を を 給と し’ 日給 一ニ トぺ こッ 
ヒ (邦貨 あがわ 四十 巧： > を ま 給して. 巧宮 のか 何を 閒 はず •道路 •が W •軍 ホ 築 选构の 改修 等 
の 巧 巧に 化する ので •此 課程を 経たる ものが •徵お 令に 依〇阁 巧に 入り、 又は S . S とたり • 
S * A とを るので あるが、 是が爲 めに •ましく 失 菜 おを 巧 じたが 第で ある。 
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を 二 免 巧 
乂 ，を柔 巧 巧を 目的と する も 0。 

ま 案 振 巧の 爲 め、 農 •工業に して •新 巧 父は 巧 巧 おの 爲 めに おする •巧が、 器み、 諸 鼓 巧の 
« 張の 巧め •左の が 件を 附 して > を 社稅 •所 巧稅 •巧 お 税を巧 免す るので ある。 

1、 巧を 巧の 巧 設備、 器树 巧みを 使用す。 

2 •モ化 百 S 十一 一一 年 六 巧己卜 日ょり モ九百 己 十ぶ 年 一 M 1 日 迄に 設備す る ものに 限る 0 
3 •姪を はなて 今迄と 同 ま •同 おを である ことを 要す。 

4 •新が 張の ものに ありて は、 共生 產は從 ホの 生 ホ おのを ほな 上の ものた るを おする。 

B ' ホ や 巧の 免除 

失業を 巧 出の 爲め •せを 巧 巧 おにめ ては •ホ 中に な晚 したる 瑞 合に •た 中に 失業を の 巧め Q 
教巧 巧を 課した ので あるが •其 おおは •女中を 雇は なくなり、 女の 失業を が 出て •自な あ紀上 
面白から ざる 巧 向を 示した ので あるから •失萊 お 巧と 成紀肅 正の 一石二鳥の 目的を W て •かや 
巧を が 度した。 自なホ <夕 中を 巧 用す る ことが 化が る やぅに なつた。 み假に • I 闽月 己卜巧 お 
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(换算 己 十五 0 の 女中を 雇 ふ 場合に •今を は •ま 人 又は 女中は ホの が 課を を 格した ので ある レ 

S 巧 

失 柔をか 巧强制 巧を r の 〇 


失 案 巧 お 巧 金 
養老 巧 お 巧を 
伯が 地 ホ 疾巧社 含 保 お 巧を 
計 


六， 0 五 
0, 九 0 
五、 五八 
ニニ、 九 一二 
阿 一二、 化 一二 


月が 一一 一十 馬ち を 加へ 阿 一二、 化 S 
新制 度に 依れば •失業 おが 强制 あを とた 莱保 お金 合計 セ 馬 四十 五 か ■此 年が 八 九 馬克は 助か 
る ことになるから •從來 は、 大巧 此ま 巧は •主人のを みで •時に 此を碌 を も 甘を して 女中と な 
つた もの も ぁつたが •此撤 巧は •なに 婦人 一二 十 萬 人の 女中が おを を 生じた から、 伯林 巿 中の 巧 
謂 巧の 女の ながを、 を 巧を 來 した 一原 因と もな 0 •巧 逸と しては •をき ことを したと •予は 直 
おを した。 

巧 四 おお 0 巧 曲と 保 巧 
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お 人は 掠 人ら しく おおに 餘れ •なき. 配 遇を 巧 •をき 兒を 生み、 巧い 第二 世を 作れとの モット 
I の 下に、 結 おお 励を をが 化て •左の が 件で、 な府は 證券で 千 馬 巧な 上の 貸が をして •結 巧 fc 
獎 劇して 居る。 

千 九 百 一二 十一 年 六 巧 一日から •千乂 百 S 十ー ニ 年ぶ パ ーニ 十一 日 迄に、 六 街 巧な 上內 巧で 巧 かし 
たるな 婚期の 巧逸闡 巧を 有する お 人は •夫が 月收巧 二十 狂 馬克な 上 ある ものと おおす る お 合、 
巧 入 仕度の 目的を W て 政府が 巧 付ける ので、 おお ホ 年の 二 一巧 巧 目から パ 巧で あ 巧を する。 

此 結果' 一衛 年 十 おお 組の 新 おおが 的 ホるな 巧で ある 巧 だが、 ず 巧は 巧々 巧が •巧ず かれと 
なりは すま じき かと、 人の 頭痛を 巧 方が 巧んだ ホ 巧で ある。 

由來獨 巧に 頌み 婦人が 夕 いとの 巧は* 度々： を 人の •みに する 所で あつたから’ 昨年 (千 九な S 
ニト 年い阳 ぉの 現 狀を調 あして 化る とみの 通りで あつた。 

巧 1110 一九 巧 人 か 一三 一二 一巧 人 


女の 通剩 


二 〇一 1 巧 人 


\ ロニが スル％ 


ホ 巧を お 二 •化 
巧 おが 阿 0 •八 
死別を ち乂 
巧 お 者 0、 の 
1 10 乃至 四 0 の お 巧に 有る を 
一九 一二 〇 年中 おお お 

把囊 一 

冗 ホ お 


人口が 加數 四 一 

じ 4一.> 3 一 おを 力 至 巧 とを 迄 
化產力 出産 能力 保有 女子 お 

一九 一 0 年 一巧 八 ご rlw 巧* 人 

一を 一 五 年 一六 一 0> 化 
一九 1110 年 一六 セ 七 >0 


一六 四乂萬 
一ニ セニ 巧 
八 七 萬 
10 巧 
化 お一禹 
•六 四 八 組 
•80 人 
•0 O 0 人 


四 一六 • 〇〇〇 人 


‘ 五六 一一 


肚產な 
八 化 巧 人 
一一 九 巧 人 
一二 萬 人 


一六 5 巧 
一ニ セ ー巧 
二八 0 巧 
一八な 
1 0 七 化 巧 


ホ 千 人に おする 
巧を 比％ 

一一 一八ろ 
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巧 i るに 結 お 巧 趣は •特に 巧を のま 要な 含な 巧で ある。 

巧 五家 まへの 家居 修翊 補助 

ま屋の 修理 改 遇に 巧して •本年 八月 一日 W 巧 •家主に 補助金を 給付す るので 一のを 萊と稱 せら 
れて 居る。 

巧 六 网民勒 巧 巧 助を をの 自由 寄付 

を 題の 寄付は •政府 之れ をを がする もので ホの 手 巧に 依る ものである。 

目的 政府' な 共 困 巧、 自治 ほのお 巧定 •を 持の ま拂。 

卽ち 波が への 巧が •戰 傷を 補 巧を 等。 

な 摄稅巧 お、 中央 巧關 •巧 閥。 

公は •政 お' 公共 巧 お 巧が 及 ぴ利モ 等を を 付す る 塔 合には •中央が 巧义ぴ 火が 巧で 化 化 ふ。 
方法 記名 义 はお 名 (公 證人經 由) で 寄付す る ことが 曲 ホ •金 巧を が 記し (化 巧り 巧ざる も 
のはは 府の認 を 巧) 受領 證を夕 かして 記を せし む。 

特 おを 巧进を 提示せば •共 金 巧に 巧す る 所 巧 巧を がを す。 
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ホが 巧に 對 し： 立 o パ— セントな 上の 寄附を なした る ものは， 其 ホ 妍稅が •不法に 化り お 巧 
せらる、 巧 合には、 其莉を 免じ、 追加 巧に かがす 
巧す るに 右は， 失 菜 お 巧に おするな をの 收巧 にかなら ざる ものにして •五月 十五 日を に 集ま 
りたる 五十 巧 馬克に 速した る 失業 お 巧 巧 金と 共に， 有効に 運用 せらる、 ものと 訟 めら れて 居る。 

第 SB が 育の 振 巧、 甩 がの ホ ま 

なて 巧 巧が 育を 實 巧に 關述サ しむる こと •ナチ ス のを 治 的息識 をを 徒にが かける ことは， を 
ホ 面を 规を してぶ 得した る 巧で あつて、 巧 全なる お 想は 健が 植 におる とを ふ 主 違の 下に •大舉 
生の 巧 用 も •第一を が おに 留き •勒 巧と 軍備との 二目 的を a て、 虫昭 日の 午をから •日 做 日の 
夕 迄は* 巧 生は 軍事 訓 なを 强 制せられ るので、 本年ぶ 巧 六日には 备大を あび 巧け を 巧で お 巧 生 
みを 發 ホして 記念 式を 巧 巧し •化栋 大巧へは プ a ィたン 文部大臣 ル— スト 巧が 出 巧し、 新 令の 
巧 神を 述べた。 おが 杜 をの 中、 む 人物は、 が おでな 全なる が 巧 逸 ホを おであり •巧んだ ことは、 
直に 巧 生活に 利用せ しめ 巧る とを ふ ホ かの がで ある。 ーホ维 巧資 ホを なて. 巧 おの 子弟を も. 
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o 

3 

馨 なる 5 がを せし むる 道を 開いて 居ろ 猜太義 や 雲 おおの 巧め 害 はれた る學 おの 更生 1 
には. 夕大 のは 息を 拂 うて 居る 〇少 年少 女には、 文な ちは 巧 巧を 局に 訓 なして 「ナチ スに巧 息 
をる ものは、# 巧に 姑 出しめ なお 一 罔 巧內に ナチ スお 合を 行 ひ •每 巧一囘 ナチ ス 少年な 大 含に 
出巧し. ナチス のがをををけしむるので、 勿論ハ1ダン • ク ロィッのナチス章は此加入ぞはが 
用す るので ある。 

±租 日の 午を •ナチ ス 少年な が •音楽な を 先頭に > ナチ ス 巧を 喝 うて、 巧 進す るの も •力— 

キ 色の ナチ ス制ま ジャン バ 《 をな ひたる 少女な が •な 巧 ピクニックに •ナチ ス ホを 窩 化し、 ル 
ック サックに '肩の 痛む のを も 忘れて、 巧々 として' が閒 に、 がを に、 跳 おして 居る の も > 备 
化に がて 之を 訟 めた 0 である。 

が 父 透 學に巧 り •ナチ スの運 おも 巧 當に巧 はれ、 ピ ショップ 氏の な 一巧す る 所を 曲く と 「神は 
吾々 ナチ スを おけ 拾うた ので. 吾々 は、 ヒ トラ I 氏 指 巧の 下に •おがに も ホを みを 起し •信仰 
の 逆を 甜き •高等を 校に 巧ぶ ホ ホには •ナチ ス ままと •璧巧 因の 巧 進の 巧め 大に益 力せ を 
とを 巧す る も 0 である」 と。 


なを 風俗の 改を にお、 をを 力と s,s を お 用して、 を 醫を盡 して 居る もの、 巧で •一方が 本 的 
に 有閑 お 落 婦人の が 巧を 計る と共に •本 夏は、 海水が おや •海水な 巧に がける 行動に をな 忘す 
る樣 になつ たことは、 が 囘渡洪 の 巧とは •をく 面目を 改めた ので ぁる。 從 て、 脚 場 •映 弟 化 • 
ダンス ホー ルは •おしく 巧 散に なつた もの、 巧で •现 在の 化 林 巧に めて は •到底 おなが 座を の 
光景は •おる ことは 出來 ない。 日本と 獨 逸の 非常時に、 斯 くも 懸 協が あるの かと 化は しむる も 
のが あるので •伯な 人の おに お 化すと 柴 おみは •おの 紫 張 巧では なから うか。 斯く すへ ぱ 、之 
に附帶 して •早速 景氣巧 狸が® つて 來 るので あるが •本年 ニ パに かける， 最お觀 測を 巧げ て， 
讀者 のが 巧に 巧す ことにしよう 0 


な 撤ザ千 二百 十 化 巧 人 失 菜 おぶ だ 六 卜巧人 
こ 巧 中支 化え 業 補 巧 金 一を 四千 八 巧 i 巧 ( i 
巧 巧 一時間に 付 巧 專門エ 八十 片 化が H 六 小一 化 
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四た •五 
たの ，0 
八 さ 一 

, 巧 七 〇〇 
四 億 八 千 S 育 巧 本 
1 1 卜八億 乂百巧 本 


金物 小 安平 均み 價 指な 
農産 小 劳や均 物 巧 指な 
二月 中破 產巧 

不渡モ 形 (二百 五十 セ 巧 馬を】 

おを 煙草 消 巧 ご 二 巧 中) 

巧卷 煙を お 貧 (一二 巧 中} 

備考 

一時 六 百 萬 人を 突破した 失業を もまし く 巧 少して 來た〇 十月 •阿 トニ お 人 (あ 巧を 含む) 

ミ！！ 巧 8 太 入攻ま 

ナチ ス稱 巧に 示せる かく •巧 太 人の お 斥には •お 巧が ぁるので •化 特異の 困 情を U て •岛に 
ま國に 及ばす ことは •不適を でぁる。 巧ん や黃巧 問題と しても、 を说太 人揉擊 と云ム 課で な 
い。 がて ヒ トラ I 巧の 祐 をな 說中 にも •其 內化巧 擅に 猜太 人に すあして 居らない。 本年 五月 一 
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日の 勒勞 なに がても 亦が り •がん や近來 巧に する 有色 人 賴挤夕 等と を ふことは、 巧 逸の む ある 
人々 は •をく 念頭に ない。 現に 予 は、 伯が 共 他で 歡迎を 受け •旅行 中巧對 面の 巧 逸人 も •同单 
の巧佛 伊人 等ょりは •最も 子に 親み を 持つ て 居つ た。 西 伯 利亞お 巧で も •印度洋が 海に がても 
巧 あ 人が， 日々 第一に 話 かける のは •夕 巧の 白色 人中に おつて 居つた 黄色 人 穗の予 であつ た。 

巧に めて、 餘 程が まに 此 問題を おへる 必 おが あるので •子供の お 蹲に 親が 的る とを ふ樣な こと 
は 仕度くない。 

ホ も ホと 通 巧す る 搔太人 •巧 逸の 巧め に 巧 逸に 化み 乍ら 資國 的巧爲 をした とか •した 巧のを 
る 紹太人 及び 共關 係のを は •絕 對に排 巧を する。 •お 事た る や •赏巧 逸の みならん やで •日 说戰 
爭當 時、 上海に マッ クスと 名づ くる お 太 人が あつた。 此 巧の 名刺には まさか 普いて あつた 譯で 
もなから ぅが， 日 巧 兼 巧 探 業と あつた 巧ガ 。ジユ J リアス •マックスと 一おぅ たがに 巧え て 居る J 
ま 時元氣 のをい 少壯 女を であつ たおは •瞄 おの 關係上 •巧る 彼に •ィン テ レストを 持つて 居つ 
た。 現に 此 種の お 太 人は •帝都の 巧 中で ホ まを 極めて 居る かも なれない。 只 人々 が > お 太 人は 
金の 爲め •かくの かき 不德の 事 さへ 巧 巧す る ものな りとの ことを 知らない。 又を 切れが ょい か C 0 

3 



ら 不知 不識 の閒に •手 ホに なつて 居る を も あらう。 巧けば、 お洲 大巧 中 •歐 がを 阐 にがて •巧 
を 探 巧を やつて 居る ものは •巧に お 太 人で、 一二 巧に 罔な き 彼等は •居 化して 居る 卽ち をを 住の 
を 定を巧 させて 巧うて 居る 國の祕 巧を も. 黃 なの 爲資 買す るので ある。 义大投 を もす るが 巧 合 
が惡く なれば、 进避 する。 米 因、 英 固の バ ニック も ホ 其 原因は お 太 ホを 本家に ある。 巧を の 巧 
短 にも拘らず お 巧 的に 叩頭し 巧ざる の 原因 も •註に 巧 するとせば •之が 挤擊は 誰し もち 當 とお 
ふので ある。 斯 のかき 閒 題は 兎角 お 端に なり 易い。 ナチ スは 其が 巧 巧 八が にがて •千 九ち 十四 
年 八月 二日な 巧 移入し 來 りたる 猫 太 人を 速に 幽かに お 故す る ことを お ホして 居る。 卽 ちな 洲大 
巧に おして 巧を の爲 めに 做き たる もの •义父 化の 戰 死した る ものに 就いて 除かして 巧る。 巧を 
人に あらざる もののを 入 住を 中止す る ことは 可な り廣義 のこと で •お 日本 問 趣では ない ので あ 
る。 注々 造 等の 趣旨を 巧へ ないで •化奇 的に 言論を 弄する ことは 愤 まねば ならん。 义右 のか 人 
抹 斥に 痛 口して、 済 在して 居る だ おおの デマに 乘ら ない がには 意す る 用 底を 必を とする。 

巧に 巧れば、 本を 引き 破る こと も あらう。 化 巧 巧 瓷坡や 上海の 支那 人 巧を 組 過した とき、 可 
な 0 が 辱 的 言 詰を ザに した。 チが 巧 M 人と して •をを 一々 かり 上げて •本 巧に 常 おしたら ばか 


巧 巧 謂 ナチ ス 型の 巧 爲 も ホ 同 おでは なをを •大局に 治 化し 爲 すべき 時が 來れ ちを 巧 
すの みで、 巧々 たる ことに あ 巧 問題を 巧さない ホが をい ので あらぅ。 

右の ホ 巧で‘ 予の巧 巧 中. 巧 お 太 問 巧と して 聞知した ことは’ あ ター 日に ゥルス タィン ま 
語ち t ハ 1 百 巧 店— 部 中に、 不良 お 太 人が あつた 巧ろ 说太 人を 解赚 して 秩序を 隻 
したと ち ふこと だけで、 妻なる 新 巧 記事に 達して 居つ たが •今は 比較的が 靜 でを り、 巧を 
のな めになる 泣 太 人は 巧當 利用され て 居る。 

自 がを 巧で •ヒ トラ ー 夫人が、 猶太 人で あると が 巧へ 電報した 通信 化が あり、 义 W 巧に 特往 
として 之を 巧 巧した 大 新聞 も あるが、 ヒ トラ ー 氏は 巧みで あつて •囘 天の 巧 業が ホ 巧しても ナ 
チス のな めに 氏 自らは 巧 迄 巧みで ある 棟に 確 M して 居ろ 此 通信 等が お 太 系 通信 化の 巧め にす 
る デマで あつて •前に も 云ぅた 通り 猫 太る や ホ 巧の 宜 化に 乘 ぜられ ない がち 同 株に 巧 巧の 巧 
人の 通信 關係 者に も •巧 逸の 閣 巧に 直にが をして •巧を なる 意見を お 取して 打を し 巧る 如き 人 
物は、 現在では 唐らない 樣 である こと も 記 おにがして 居り、 拳 •が靜 に ナチ スを觀 測し、 挤 
すべきを おて 採る ベを をむべき である。 季 るに 今は 巧を の拥斋 煙は 夏で 想 巧して 居る} 5 



程の ものでは ない のであつて、 巧ろ 日本に がて 此揉 族に おしな 意を 必要と する 0 

争 節な 典を 黨巧菜 

共を なの おが •マルクス ままを の柴 をは 括 おで ぁつて •まも 其 巧が の 手は 俊め られ ない ので 
あろ 其 理由は 旣に盡 きて 居 ミ 予が巧 巧 中の 見 M を をげ てなる ちを 閔 にが 居 L て おる マル 
クス ままの 機關を おおず る ことと し •第一に を 業法留 組合に 手入れを したので ある。 五月 二日 
にはを 國に 互つて S • A が 之を 巧 ひ、 ホ 色 指導者， ぶ 十 あを 化合 法 違 化の 件で 逮捕し •新 化合 
法を 制を した 0 

五 巧 セ 日 ミュンヘン 共 他の が 市、 あ 巧 十一 日伯が •固 立 ォペラ おのが で 一一 离册 の义 がを 烧い 
た爲 めに 日本で も 物議を 巧した が、 調べて 見る と •マルキシズムの 菩物 がまで あつて、 巧の か 
きものを 巧が する わら， 物が きのを 徒が 掌閒を 巧みを へて、 國を 巧り 人を 度を サ しむ るの であ 
るとの ことで あつた 0 

义巧日 共を ななが S ' A なの 塔乘 した 列单に 自巧裝 遇の 巧 巧を ないた が •一问 下卑を 巧强し 
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た爲め 一名のを 傷を を 出した 丈け で 大事に 到らな かつた。 

五月 化 •化 一日の 巧 日、 伯林 巧 おおの 政治 部を をは •伯林 工場 地蒂の 共を なむの ぶを 搜 おを 
巧 ひ、 夕 あの 小な や 学な を巧收 した。 

白林の共を黨の§であつたバ ン.コ1では、 阔巧革命まを巧役所でお巧し、 離巧後ヒトラ1 
の寫 巧を々 がした のは •代れば 代つ たもの だ。 

右の かきみ 第で あるが •巧に 巧 問と する ものは、 マルクス主義 おや 共産な U が •をが 闽 かに 
出た のか •何れに 濟 在して 居る のかと まふ 問題で あるが •博 巧した もの も あれば •リストに が 
せられ 乍ら ナチ スな貞 の 支が 下に ある もの も あるが •今では 手 も 化 も 出ない が、 若し 夫れ ナナ 
スの末 巧 中 •追々 巧を をが 現 はれ •巧が 入る 樣な ことが 巧 一に も あると 反動的に 出て 來る こと 
も 無いで はなから ぅか。 

吾人のを も 巧る、 所は、 巧を にがては •巧び 幽粹 になち おつた ので あるが •巧來 巧 一に もを 
巧せられ て 居る 巧な、 歐洲大 哉と か 東洋 禍お でも 起つた 場合 •其 末期に 戟 ひがれ た閣 には 又々 
比 巧 巧 0 かき 巧 巧を 操 0 返す 様な ことは あるまい か •を 計な、 む 巧で あるが •過 巧の デモ クラシ 7 


ふ’ 化 量 潮に 闽 がを 巧 蓋い かち 瑟冀 のがを 踏まない 棟に •戰爭 に 敗れない 化 巧を U 
すると 共ち 勝 化の 詔を 阿は ず 動 おしない 樣 なお 蹇る闽 巧 巧 神の 陶冶が な蓄 のな おでを 
る ことを 强調 する ものである 0 

第 8» がさな ま 

諸大戰 にがて •巧 逸は が 空 議董ハ 千 五な 革义を 巧し • I 离華 寒のを 動機‘ 一詩 
モ 去の 飛行 巧 54 -晕方 米 Q 愛 結、 节四 Q 飛行 藉納 庵寞ゥ たので ゎる。 而 してべ 

ル サイ ュが めで、 お ホが 空の 制限は 勿論 > 非 巧 事 飛行 拽の 制限を もを けたが •制限 さるれ ぱさ 
れる 丈け 硏究し 進 ホ發逮 ずる もので •大戰 巧は 卫 口 •ロイドと ユンヶルス をれ とで •兎に 巧 ミ 
通 巧 巧を やつて 居つ たが •モ义 な 二 4 .六 年 合同して ドイツ •ルフトハンザが 成立し* 千乂巧 一一 
十六 年 一巧 4 ■八日 創立、 阳巧 六日から 飛び 化した。 

お 空 晒 間を は •化 空の 靈 促進 お 巧巧關 で、 巧みに 直接* ま 地上の 體お ある 人 一二 十六 あを 
巧な をして 居る ので、 老人 や 有を な 人中 •資本 まや 役人が ひとを ふなな ことを ホした のが 特色 


で •を 巧 化を 路試 をに 巧して はみ のかき ちかを 化 巧して 居る。 

1、 巧逸內 地の、 化 空 交通を 资 をせ しむる こと 0 

2 •か國 線を 戍る ベく 速に 連が させる こと。 

3 •ながな ルの 海上 巧 通を もを 逮せ しむる こと。 

巧 巧 巧ゃ發 動機の 製作ち か 困が 冨に 無制限に 硏究進 ホせ しめ 得る になし’ 制限の 下 でゃ 
るの だから 非常な 苦、 むを したので、 巧に 淚ぐ まし 努力と 云 ふべき であるが •琪 ホでは 世み み 
固が 追學る ことを 許さない •ユンヶルスの が蠢 デ— ゼル發 巧 巧が 大成功を して 居ろ 

ペル サィ ユ條 約の 制限は、 千 化 百 二十 六 年に 巧 巧され •共 一遇 閒 目には、 伯林 臣ま閒 に •佛 
围の フヮ’ ルマンと 併行して 輕義 送が 隅始 せらた 一简巧 目忆は •ユンヶルス •大巧が 二 ま 
が •西 伯利亞 経由で 支那に 巧んだ 0 

斯く のかく して •昨年 末の 統計に 依る と. がを 巧が 空路の 延長は、 人口 一巧 人に が. ま 巧が 
0 •四 巧を 享 るのに おし、 む •二 巧 •塞 ホは 人口 一巧 人に 對 しま 闽の二 人に おし •四 卜阴 
人 •同じ < 人口 一巧 人に 巧し 香 巧の 化 空 郵使〇 七 巧 二に おし 百 九 巧 貨物ぶ 巧 ぶに ぞし一 
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千 セ 近と をム盛 巧に ある ©である。 

若し 夫れ 巧 用 飛け 機に 對 する 巧備 あり やとの 巧 齒が阳 たなれば 、吾人は 之を 知ら 卞 とお ふか 
ない の だが* 巧 巧を 力が 特に 巧を なること に 思 ひ當れ ば、 如何なる もので あらぅ か。 

ヒ トラ— 巧閣 は、 從來化 空を 巧機關 として 交通 巧の 內に 化を 局を 設け. 巧 內を网 部に 分ち 》 
5 部に 於て がを 政が •图 巧が きを 一部 にがてが を 尊 業 •が 空氣を 第一 二部に めて 化を お • 
巧 四 部 にがてが さ H 藝 なにが 計 お 巧の 事務を 分 巧 せしめて 搜 いたので あるが. 本年 お バ甘 日， 
大 がが々 に 化り 巧な せる 化を 巧を 新設し •大臣と して 歐洲 大戰 中空 中戰 にめ て 化が 的に 巧 あ fc 
巧 かした る リヒト ホー ヘン お 長 •ゲ— リンク 大 おを 巧 命した ので •大 おでこを あれ •现 におみ 
歲 長、 プ n ィセ ン巧 巧を 貝 接と 云 ふま； 寅に あり •副 魚 巧と して •世閒 から 公認 せられて 居る。 
現 巧 あにが ける 千 巧 役を である。 チが 伯林に がて エロ クルプ •フォン •ド ィチエ ランド (巧を 巧 
巧な 樂 部) に 巧 待せられ た 時、 其 あ 日 前に 同化 樂 部で •ダ I リングが 空 巧の 巧說の 巧を とし 
て •ホの ことを 閒 いた •なて 化を ちの 巧 命を なんこと が 化 ホょぅ。 

ヒ トラ— 內閣は •巧进 お 空み に 巧し 夕大 なる 財 的 基 巧を 舆 へる ことに 化した ので あるが、 を 
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吾は モ巧 をが 巧す るが、 か閣 はを々 にを ホし わ ことを 巧 巧し ない。 吾々 は 巧を 固が のぞを を お 
障す る爲 めに •列國 の 軍備 お 巧を 要 ホ せねば ならない が •今は が あか 摘 おかの 何れ かに 巧を す 
る 時期に なつた。 若しも 列 岡が、 が 太 利と 同じ 樣 に、 や 等 的に 巧々 の 要 ホを なれて くれたなら 
ぱ •共 時 こそ H 巧 や巧究 巧を 開く ことが 出來 るので ぁる。 

予は备 化に スボ ープ巧 巧の 獎 巧と 操 お ± がな 際 的の 飛 巧に 持 進 せんこと を ホ 望す る。 

右に 致し •ち 固の 化を が 誌、 ァ卫ロ プレンは、 ドィッチ H . 夕— ダス •ッァィッ ン ダの 化說 
なりと して 「巧 逸は、 ジュネ ー ブ單 縮み 謹の お果 が 明み 巧 > 空軍の 巧 鼓に を 手す るかる やを 化 
する の だ」 と 香いて おる。 

臥 薪嘗瞄 •今 尙巧卖 お 空を 公認せられ ない 巧 逸の 爲め 誠に 同愤 をす るが > 化 空 あの 新設は • 
近き 裕 ホに 巧く ぺき 發逮を 促す ものでは なから うか •多くの 工場を お ホし 巧みの 人々 と 語った 
チと しては. 是な 上を くことは 出 ホない ので あるが 寶 ふを もを いが 將ホ大 に 見るべし 0 


第 9 節 姪 巧 巧の 巧說 
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ナチ ス政 巧に おし •がみ 0 接 巧は 共 お 巧 巧 係に あり •巧 巧 時代に がける 巧を 經 おの 基準は. 1 
百億 內 かの 輪 化 及び 辕入 にあり しが •な 洲大戰 の おお 不幸に してが おおを 失 ひ* 閔內化 想的變 
化と 共に 控巧 の お 落を ホし お 巧 入の 备な 額は 半が し. 千 化 百 一二 十ー ザ •モ 九な S トニが お卜 
億の 出 巧を I 承した ので あるが •借 入 か 化 •短期 百 四 億 •長期な 八 億に 巧し、 十た 億の 利が を必 
巧と し. をく ま 巧に 陷 つたので 唯が 巧 巧 助の】 を ある ものと して •舊 脚、 お出 炎のに 翩 しお 譲 
を 巧 ひ、 巧みの 剩餘 を利拂 におり 巧 けるべく 巧究 をした ので あつたが •お 要檢 出先で ある お洲 
諸 巧に がける 關お 障壁の 爲め 思は しからず •臟幽 は 何れも 經巧上 おを おとなり •佛 巧は お 本位 
の 故を W て •鳥 率の 閱 おを 課し •巧閔 は •ォッ タヮ 會議の お 巧 •が斌 巧 化への 给巧閒 がを しく 
不 をと なり •和 •白 巧 國は關 お 同盟の 結び 故ち となり •をが 行詰りの 狀 態とな つた お 化、 お パ 
二十 九日の トランスファを 議 となり、 伯林に •外闽 巧 巧を 阿 十を の 代 ま おを を 同して、 中央が 
行なを シャハト 巧 ± は. 巧 逸の が 政の 現が を 巧が し、 巧を は •デフレ— シ ョン まま (通 货收痛 
に 化 〇 货ホ巧 化の お 巧を 計る 心を なて •馬克を 堅 巧に 维 持し •爲 をを 理 にがつて、 辛ぅじて 共 
目的を 速した が •个 やを 準備は •モ待 か 闽巧幣 がが つたわら •巧 巧 お〇联 革なる が 促が みれ 


ば •或は ホ 年の 巧ち おひ 樣 のない 不幸に 陪る かも かれない をを 述べて 謗が を 求めた 巧 化 巧 
おがは 一 應を議 の 上 •之を ホ 記した から， 六 H 1 一日に シャハト 巧 ± は* バーゼ ルの 闽巧 化な が 
巧に 巧き •處理 をした ので ある。 

此の 棟な 狀 態では •巧 逸閔內 では、 何も 化來な いぢ やない かと 化 はれる が •本年度に がける 
プロィセン のな 築 巧 巧を なると •夕 をの ホ 築 やお 築に •巧が 五十な 巧克 、ティ ャ ー •ボル. ソン 
水利 工事、 范化费 卜お巧 馬ち、 ヶ I ユッヒ ベルグ 解剖 硏究所 巧 築 エホ 巧 S 十 お 馬 お 等が 計上 さ 
れて 居り、 伯林 市の 巧 巧を なると •化 入 八 億 千 六な 九 卜ぶ萬 お 千と 巧の 十 巧 巧克で •丈 化 小を 
四千 おな 巧 卜化巧 八 千： 白 二十 馬克、 差 引 赤字が •二 億 二 千八亩 五十の 巧 二 千 S な 八卜巧 おとお 
ム大世 巧で ある。 

今 巧を 中央銀行の お 巧 か-日に がける 勘を をなる と •ホの 通りで ある 0( 巧 お 巧 克巧位 心 (を 引 
はが 迎と 比ち レ 


を ホ おに 對す ろを 準備 率 ニニ％ 
百 萬 馬克 差 引 

を 準備 一一 毛 二、 一二 0 
ル 國がホ セ 六、 九 W 九， 六 
佈助貨 巧 ニニ 互 •二 T ' 九ち 一二 


補助 貨巧 
モおル 切手 
闺公ほ 手形 
巧 保 物件 


1110 セ 八、 巧 ニニ ー六 
六 一, 阿 一二 四 
一六ち た 」 J 0 二 


他が 巧 券 
を 巧 證券 
共 他な 推 
流 通貨が 
爲 を 尻 借 ホ 
共 他の 債務 


一二 •一一 10、 七 

一二 I わ、 一二 cni 

一二 お 九 •一 四 六， ぶ 
一一 两六八 •八 一三 一一 irii 
巧 一二 八、 八 六と， た 

r 尧 . 一 一一、 一二 


右の かき お 境に ある 巧を お 政の 巧理 になる ものの 迸を はな もが おを をす る 所で あるから •政 
治 上の 拥係も あるが、 ヒ トラ— 化閒 のを 初にが て、 巧を 國樣巧 首領 フ I ゲン ベルグを 經 巧、 給 
養の 巧が をを 化せし めて 居つ たが •現 內閲が 右な の 聯立で ある ことに 封して •この 非常時に、 
聯立 內閣 はを しくない。 一巧で 巧け と 云 ふ 表面的の 巧 ホで •本年 六月 二十 九日に > フー ゲンべ 
ル ダは 拼强 をした 0 で わるが •巧 米の 政治 上には、 巧 常の お逐も あらぅ が •共を 巧と して お 巧 
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ル ダは お樹 をした ので あるが 1 お ホの 面 お J に d 冉甚 のま 舊 "ま う 力 妻ち c 〜 I 「装 d 


ホに •千 化な 一ニ トニ V 牛な ホ 巧 逸 聯合 保 お 組を ちで、 獨逸 商工を 議所創 巧 あ、 巧 立が 巧 •中央を 
員會 委員で •钱 腕の 巧へ あるの 卜六ネ の クルト •シュミット 巧 ± を、 又を 巧 お 農相と してを 美 
お 巧の 泰斗で ナチ ス農 巧の 指導を である。 本年 S 十八 才 の、 ゥヮ ルタ— •ダレ I 巧 古を 巧 用 
し' 之に 配す るに •铅 腕なる 代議 ± で •か 交通の ゴッッ フラド 巧を なて おが 巧 ホを として 肘は 
の 巧 局に 當ら しめたので， 列國 をして 暫く 其 手腕を 颖觀サ しめて おる ので ある。 

第 m 節 巧 国 星 お 記を 日 (巧勞 お) 

現代に がて' を 固の 巧 衡 者は、 ぶ 巧 一 日を なて •メ I デ ー と稱 し、 階扱阅 ホの 門 化の 乐戚述 
動を 巧 ひ •二十の 時閒の 罷業を 巧 ふので •著しく ホ 色を 巧び たもので •吾々 はを々 しき ことに 
ちへ て 居つ た 巧 •巧を ナチ スは •本年 之を 利用して 、階な 阅爭の 打破、 巧が にあらず して •巧 
と 身 巧との 巧 巧 奉仕を 国家の 爲め なすべし との 佳 旨に 變 吏し •お 月】 日を なて •巧 闽勒巧 おを 
日と 巧め •を 閔大 々的の 巧 典を 巧げ たことは、 列 因の 注 おを をき •一部 ホを 側の 一座を をけ た 
ル •が おを なて 迎 へられた ものである。 共 お 話と して •お 巧は 巧ぶ (杳巧 なれば 巧 巧と 首 ふ 所 ^ 



なり) の 巧め にして、 階な 励 争の なめに 非ず •ぶは あ 関の 爲 めち 人的 お 巧を なさん と 赏ム かき 
會 むの 語 あり •伯な 化を あ テム ペル ホ— フに 集合した もの、 を围 よりお あが 巧 •千 側に 近を 巧 
巧 器が お 巧せられ' 楽な を 先頭に ぶ あを々， 备 国が が乘り 込み •小 お兒 某は 巧が のをな ある 巧 
め 校 おに 集を して、 大が巧 あびを 相の 巧 說を妨 いたので •昨年 迄巿 中に 化た ホが はを くが をを 
し •舊獨 を 巧 巧が •シ ユブ ルツ •ワィス •ロー ト 巧が ナチ ス のがと 共に 巧 成に 翩々 わるを 化た 
ので あつ わ 〇巧を 巧 巧な ホの 盛 巧と 稱 せられた。 

1 •大巧 巧ヒ A デシ ブルダ ホ 巧のを 人への 巧 叫び 

めが 舊を巧 前の 巧 場で ある 〇ル スト ボル テンに 集な した、 を 十 萬の s * s . S,*A の 巧 巧. ヒ 
トラ I 靑 少年 脚、 が 巧 曲. 鐵血靑 年 田 •巧を を 生 巧、 化が 大巧 生 曲 等の 宵 少年に おし， ヒンデ 
ン ブルダは 八十 才の老 おに も 似ず、 巧る たる 而も 巧 血の 疵 つた 語調を なて •ホの かき、 巧 明、 
か 肉を 巧す 如きな 說 をした。 

吾が 镇爱 する 希望に 滿ち たる 巧を のを 人よ. 宜し < ホ づ化從 を 植巧サ よ、 A そ 服 おを 巧 巧し 
たる ホは •何れの 日 か 命を をた るの 巧 化を 巧べ し。 


满場肅 として 人な きが かき も、 靑 少年の 化は 巧き 巧や蹈 りけん。 

此满說 は、 を 巧を 津 々浦々 に 至る を •ラ ザ ォを殖 じて 黯 かされ、 予 がの 林に て、 一巧 年に 巧 
きたる 所に ょれば、 まだ ホダに 巧說が あるで あらう とおうて 「服 おを 阮 巧した るが は、 何れの 
日 か 命令が たるの 化 化を 巧べ し」 と 級り かへ して おつた がが にがを を 聞く ことが 出 ホな かつた 
ので， ラザォ の故睹 かとおう て 居つ たさう で •すは 巧 なれ ど 印 おは 傑 刻で •お 時 閒の煞 がに 化 
る こと 巧して 幾何 ぞ。 

2 •ヒ トラ— 首 巧の 巧訓 

午を 八 時半、 大 ホの 「神は 续の 志を 巧け 給 ふ」 0 合が の內に •ヒ トラー 巧 相ず ム ペル ホ— フ 
お 空 おに 到 清 •巧 逸な 典 第一 年に がける 計 巧に 關 し、 ホの 裝 けの 巧說を 巧うた。 

1、 予の乂 ホに 巧び 巧く る 所の ものは •共 巧な と 化かと 宗お との 如何を 論ぜ 卡 、がが へて 祖 
團の爲 め 巧 力 せんとす る ものである。 

二、 巧が 著は 今迄 巧した る 如きが がを 识み •な • H •巿 巧の i 化を は •み 相 兄の、 むを け あ 
•し •巧 おの 巧め 困 巧の 爲め巧 脚し •巧 おに 徹底的に が ホす るの •を ありと 叫び 且お 巧と 巧馈 


との 關 なを 說 いた。 

ご r 巧 おを が 組合に 化り 巧く とを ふことの か、 個人が ホめ て 巧 働に 從 事し •巧が を 化合の 力 
に 依りす 廉 ならしむ る ことは 失業のを となる をな て •個人的 立 巧に がて 巧 做し •巧を の爭 
网の 百害 ありて 一巧な く •お爲 徒を を 持し、 巧 巧に 從 事すべき ことを 說 いた。 

四 •通商 巧みの 振 巧に 盡 力すべく •爲 めに 內 地を 業に 影 簿を及 ぽすぺ きこと をが めた U 
お 論と しては、 學國 一を、 ベルサイユ 俺 約に 對抗せ ざるべからざる 所な を おへ、 ナナスの なが 
すべき ことと •を府 をを々 强 力なら しめざる ベから ざる 巧な を說 いた。 

ミ B 巧 かな 菜 


なをな 巧閣が •協調主義の おか 巧 巧を 揉つ たことは、 武力の 制限を 受けて おる 巧 逸と しては 
まなに 腐 等 的 か 巧を 巧 ふ ルに 道が なく •世閒 では、 昨年 セ 巧の 口 I ザンヌ を 謀で 贈が がおかせ 
られ .軍備の 平等が 舊抵 十一月 ジュネ— ブ巧 編を 議で諾 めら れ をから •を 早 や、 ヒ f ラ I は、 
ナチ スの看 おを 巧げ てな すべき やか 的 解かの 可能で ぁる ものは 無いで は 無い か •とと ふ もの も 
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あるが •軍備 モ等 はま 巧され ない 計り か •ナチ ス 立つ とおて、 を 迫 概念に 陷り •今でも ナチ スは 
を 巧を 買う のでは ないかと •過 巧に 神経を 尖らして 居る 困 も あり •此 機を 利 巧して 一れ ホし よ 
うと あうて、 かを お 局 や 巧ま當 局を 煩 動して、 巧で 儲けたり 、軍需品を をり 込んだり しようと 
する 不む得 巧も歐 洲を國 巧に ある' そこでが な 空 氣がお 洲に德 ふので， 更 備の實 力から おて • 
舊 聯合 側が おに 今戰 うて 勝 巧が おいの か •おいと すれ ぱ 何等か 巧 部に か陷が あるので なから う 
か •か 何に ナチ スに音 巧の s,s と S,A とが あつても •現代の 戰爭 はを 中戰に 化り， 花火 絲杳 
めに 段 ra に 勝敗を 化すべき もので •如何に 資力が あらう が、 韋事 H 藝 能力を 備 へて 居らう が • 
巧戰 初頭に がて •ボホ 分なる がをお 力を 持つて 居る ものが •をけ る 位の ことは •軍が 知識が 無 
くても、 な 治 やか 交に 巧を 入れる ものは む 得て 居る 答で ある。 がん やを 器を 掉 たね 巧を •がな 
の按 度に 巧 迫して 居る 巧 逸は •戰 ふべ く 立つ には •おり 無謀で ある。 國巧的 や 先入 まとな つて 
居る かな 脈を 巧ぢ て、 が靜 にち へて なれば •化な に關 して •公モ なが 斷 が出來 よう。 かおの 論 
調を 見ても •餘 りお 巧で あり •議論を 弄ぶ 巧が あると 思ん。 現代は 餘 りお 用の 閣際食 蔑が 夕逊 
ダる。 おを 巧つて 見る と •巧 首 固 側のを む や •某祕 巧 おがの お 巧に をく ものと 詩は ねばならん J 
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ミ 

义巧免 蒙る 丈け のち 氣の ある 大政 治 おにさし いと 思 はれる 〇 を 議 をしたい から ジュネー プに巧 1 
ないかと •か图 から 云うて ホたら、 何故に •己れ の ホは •おり 遠くて 左程 必を もない から* 巧 
免を 蒙る と 言 ふことは 出來 ない ので わらう か 〇巧み 巧を しの 付かない 小人 共 だ。 初めに 新れ ぱ 
ょかつた のに. 晩 あとを ふこと になる と •巧 ホ おを 惡く する。 巧 逸 も 協調 主兹 で’ 蹄盟 やお お 
を 議に 加盟した 爲 め、 今 口の 結 巧を 巧した のでは なから うか。 おし もヒ トラー 巧が な時內 巧の 
を 巧で をつ たなら ぱ 、加规 しなかつた かも かれない。 一 お 黎說の 様 だが かつてな ひたい。 

ヒ トラー 內閣 は强® か 交で ある。 併し 徒に やかを 破つ ては ならない から •拽 にヒ トラ— 巧と 
仲 善しの ムッソ リ—二 氏を 盟 まとして 出 ホた のが •四 固 協を である。 

か 交は •狐狸の •化け 比べ。 

1 •四 困 巧を 

ナチ ス のが 巧に、 巧 逸 困 民を をはん はめ 移住の 必 巧が あるから、 領± とが 巧 化を' をぶ すると 
を ひ •困 巧は 人な であつ て おを 味で ある。 巧 族 自み主 表に ぶき •巧 逸人 巧を’ 大巧 逸に が一す 
ると哥ふ。 ァンチ巧をの諸巧はおくまいことか、 巧4^を巧ホする等云うとホめ込んでホられで 


は 大巧 だ。 自分 巧手に 巧を 巧 巧を まは ん爲 めに 移住な どと 言うて’ 巧 逸人が 入 o 込んで' をの 
侵 巧なる 科 巧知 讀と ，洗な せられた る勒 お振りを 巧 巧せられ ては 困る。 國 巧は 無 息 化 だと 云 ひ* 

巧を 巧 族を が】 すると 稱し •ナチ スの 旗を 巧し 立てて 居 据られ ては 乂夕 だ。 斯の やうに おへて 
ホる ち 何 だた 武力の 細部に 迄考へ 及ぶ 遣が なく、 兎に 巧戰 のをらない 摸に’ 應な趟 なを 施 
さねば ならない。 巧ん や、 昨年 來 •軍備 ザ 等 問 狸を 提出し、 な 大闽か 議のお 巧 •巧 逸の 巧備ず 
等 巧を ホ認 したが •蟲の 巧 まらない のは 佛蘭 西で、 未練が ましく も •ぞを 保障を 炎 張つ て、 約 
まを 履 巧 させを い、 是 では 困つ たもの だとむ 醜した のが 英米で、 ムッソ リ—二 巧に， 伺を 立て 
て •君 立たず ば 納まりが 着かない と 云うた かどう か。 共 邊は剌 巧 しないが •が 太 利 ムッソ リ| 

三 氏は ナチ スの 親々 格で、 社み 黛が 倒れて. ナプス が 立つ たから、 氣 分を 良くし •朗 かで ある 
たで も あり •早速 一 化が いだので ある。 ヒ トラー 巧は •ベルサィユが 約が なの 械 であり、 老大 
國が 自分を がな 目で おて 居る 阪で •瓦 义單 巧で 佛围 にお 抗す るの 不利益な こと もむ 巧て 居る か 
ら •或は 佛 固が をく 執つて 動かない ことは •英米の あ愤を おくし、 反 對に巧 逸の 立 端が なくな 
るで あらう ともち へたで あらう から. チロ ー ル 問題で さへ もが 拽 して、 ムッソ リ I 二 巧と 涅手 1 


して 居る 巧で も あるから •早速 ムッ プリ*- 二 氏の 巧を 化て •承知し セので あつて •夕少 巧 色 も 
あつたが •六月 セ 日には 巧 馬で、 兎に角 調 巧を 巧 ませ セので ある。 

此結 巧は •佛國 は對巧 問題では あるが， おが 助な を 没 かする ことが 出來 •巧を は 田 巧 的 巧 立 
から 救 はれた ことに もな つたので あつた。 

2 洲巧 困との 關巧 
1 •巧 0 

大 耽を •科を 知識 や 物を の 供給で が 調で あつたが •ヒ トラー 氏 立つ に 及び •マルクス まを 夕 
の拼 巧で、 おからず、 む 巧を 惡化サ しめたの である。 备國 にある 巧 謂 第ー ニ ィンタ I ナショナル 
は •を 0 なは 莫が 巧で をいて 居る の だから •言は r 支店が 叩き 巧され だので あつて’ かして • 
か あの 持ち 樣も なく •巧 巧して 居つた。 巧を の 技巧を も 陸 巧と が 鹿され •巧 展がも 急を しつつ 
をる ゥ 

予が巧 巧 中 •新聞 巧の がふる 所に 依れば •み羅 己 南部 ボルボ 地方に 移住して 居る 百 巧 一二 千の 
巧を 巧 族は、 巧 かを 求、 悲 巧の 任に 置かれて 居る と 可な り 詳細に 其を 化が おされ、 ホは 全滅を 


巧せられ て 居る のでは ないかとの 記事を 化た ので あるが •ナチ スは是 を 如何に 陷胜 ずるで あら 
うか。 可な 〇 其 お 爱は焦 巧の なを 要する ものの 横に あんが、 餘 〇本國 から 隔〇 過ぎて 巧る から 
手の 伸ぱ しょうがないで あらう。 何れに し も 荒 巧を 丽壑 した 是 等の 人々 におし 酬いら るる こ 
との 反 お 現 おに おしては、 一巧の 淚 なき 能は ざると 共に、 ナチ スか 交の 新 トラブルが 化 所に が 
すると 信ずる。 恐らくは 巧 巧は お 政 關巧も あらう が 巧 逸の 赤 及び 猶太が 斥を 巧が にして、 米 西 
とお ぷ ために 大 なるな 性を 拂ひ •米 閔は乘 ぜられ •度 源 地は た 張り お 太る であらう。 

ミぶ 蘭 

お 興 波 蘭との 間にな 在す る •阐境 問題 や舊巧 問題は •ヒ トラ— 氏 •ゲブ ベル 巧の 巧 辯を なて 
しても、 到を 解 化し 巧ない 問題で、 巧 巧 聯盟を 脫 退した 今日、 大か 也の 下に 巧 力 解 化を 巧 ふか 
には 適法は ない と 思 ふ。 特に 波 蘭は •巧 巧とは 不巧倏 めを おんで 居る ことには 目を 巧す る。 

チが な 蘭 巧 在中の お 測に 依れば •ナチ ス 横を 等と お ふことは 化には 映 じない。 又 彈巧も 加へ 
られて 居らぬ。 

た r 波 蘭な 府は •巧を 人の 巧 巧に おして 授棄 時閒の 半分な 上を •な 蘭 語で おおす る 様に 訓 を^ 


して 居る 0 

义も波 蘭の 國 防は •巧て おおな 罔を 巧を としてが る 巧で、 可な り 緊張した る 巧揀も 化えない 
でも おかつた。 

3 •ダ A チ ツヒ自 田 ホ 

巧 廊閒® は •逃 かに 片 がを さぅ にもない •波が 人との おな は將 來の禍 化で ぁる。 

五月 ニ ト九目 ダン チ ッヒ自 ホ 巿 にがけ る 謀な 逃がは、 ナチ ス •巧 逸 齒巧藏 •かか W ホぶ •共 
產 な、 波 谢か府 派、 中央 黨 •家 ホが 每 巧に 己 お 字の 激 みを したので ぁつたが' おのかき 化 巧で 
ナチ スが 大勝を 克ち 巧、 五 巧 一二 十日 》 ダン チ ブヒ 政府は おがし •ナチ ス 政府に 代つ た 0 

巧が 別 投票 お 幫投巧 お 新 議は僖 謀む 

ナチ ス ー 〇 八 01111 二 ( 己一 一四： 立と) 一-一八 (ニニ) 

化を 巧 主 お 一二 八 一 01 二 (阿 九ぶ ハ 化) 1111(一 化) 

共 をな 一巧と 六 六 ( 二 01 九 阿} •五 (た 一 
中央 谋 一二 一 HH 化 (一二 0111 二 0) 10(一 こ 
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巧 逸 闽姬蕊 一一 云を (一玄 九 一二 八) のこ 2 

を 王 派 九と 六 (お sllil ご CK 二】 

波 巧を 府派 巧 セ 三 一八 (巧と 六 一一 ご 二 ごこ 
計 ニー r 化ぶ 0 (一 と 八 八 七 九】 セニ (六 巧) 


ナチ 乂が • おお 多 おを 制-^ たことは、 將來 •巧 治 吏蹇を 巧る ことにな り •獨 逸本 閔と巧 
樣 のが 巧になる であらぅ 0 

4 •チ エツ n スロバキア 

大歷 佛闽の 支持す る 所で •此處 にも 夕 おの 獨逸お 族が 居 化し •ナチ ス なむと なつて 居る から、 
巧 當の巧 おは、 加 へられて 居り •五 巧 十 セ 日、 巧 逸閔巧 近くに 居住して おる。 巧 逸を 節の 巧 生 
二十ぶ あが、 「ハィル •ヒ トラ ー」( ヒ トラー 巧な) を鸣 へた 巧で 巧 巧せられ て 居り •阐巧 通過の 
巧を 人の 身許 調 杏と 關稅孰 あは 可な りな 烈 でぁると 稱 せらる。 

5 •アウ スト リア 

アゥ スト リァの 化な •上 巧 アゥ スト リァ 及び ザルツ ブルダに 居 巧す る 巧 巧 巧 族は 今や 殆ど ナ 
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チス 巧な とを ウ •五 巧 I 日の 巧 逸を 阐勒 巧な には •ダン チツヒ 居住の 巧 逸 ナチ スな貞 と共に 十 
臺の 大型 飛行機に 塔乘 して •午後 一時 •伯林 お 空港 テム ペルネ— フに 到着し 大お迎 を 受け、 午 
後 五 時半には、 舊首巧 令が にがて •ヒン デンプ ル グ大が 巧 及び ヒト ラ丄白 巧と 接見して 居る こ 
とに •ナチ ス巧領 にある 巧を 巧 族大統 1 の實 現で あると して、 益々 ァウ スト リア 政府を 局の 忌 
巧に 巧れ、 巧國 閒の國 巧は お々 お惡 とな P 、 おか ホを は 巧に 巧 國巧戟 の 場合には か 太 利は •ァ 
ウト リァに 加 巧す るで あらう 等の 直 巧が 飛んで 居る が •巧 逸の 現 狀をか あして 居る 人々 は、 化 
して 其 手には 乗らない であらう。 

ァウ スト リァを 府は •五月 十一 日、 巧 逸ょり ホる ナチ ス黨 貝の 運動に おし、 お まなる 取締を 
巧 ひ、 § をを 止し、 な 月 十 セ 日には ナチ スの新 M のを 巧 禁止を 命じ •五月 二十 九日に 至り、 
巧 逸 內おぞ 令は 巧 逸人の アウ スト リァへ 巧く ものに おし ホの 如き 制限を けうた。 

巧を 人に して ァウ スト リアへ 入 巧し •通過、 巧を する 場合には •千 馬ち の お金を おし、 おし 
も此巧 金を 爲さ ずして •通過 •入 巧 •迂 囘入闻 する おに おしては-五 千 馬克な 上の 巧を 又は 體刑 
におす。 


但 •除か 例と して、 旣に アウ スト リァに 巧 緒を をす るを なに 寄留の 手紙を 了し ある ものは 此 
おりで なく 當围 巧に 巧 接せる 住 巧の 近隣への 所用の 爲め閣 境を 出入す る おは’ 巧 金に 及ばず。 

右に 致し 同日 •ァウ スト リァ 側で も-巧 逸へ 旅け する おに 巧し ぶ 志の 出 閣手お 料を 徵 化する 
ことにした。 

此狀 なをな 巧 S 十日 •ド イチ ユ •アル ゲマ イネ •ッ アイッ ング のま 筆が、 巧 巧の 义巧咕 雌と 
題して 說 文を 揭 載した 爲めま 巧から 一二 箇月のを 巧 禁止を 命ぜられた。 

ァウ スト リァの インスブルックでは、 可な り ナチ スと 化を 巧 まな 貞 との 爭 岡が 行 はれ、 巧め 
に 大巧 專 門を 校は 休校し、 消防な が围粹 運動を に、 ポンプで 水を はがす ると お ふ 棟な を 脚 もが 
せられて 居る。 

アウ スト リァの 一般の 空 おからち へて 巧る と •此處 にもが て闽粹 主義 おの 勝利が 巧ら される 
のでは なから ぅか。 ハン ガリ I は旣 に网粹 者の 犬 下で. 而も ァウ スト リアの 巧が を 化する. ので 
あらぅ 0 

ミ 巧 西 


I 

【 
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巧を との 關 係には 、別 おは おいと 思 はれる が、 秩序を 維持ず る 目的を なて、 お 月 十 s 曰に 政 
治 上の 正服 あび 晩 摩 •腕を •巧が 等の 巧 用を 禁じ •连反 まに おしては 千 馬克を の閒 おを 課する 
法令を 發 ホした。 

7 .ちか 

昨年の 基 お 迄は， 英閔は 可な 〇 巧 逸に 巧して が 意を 持つて 巧つ たらし かつた が •ホ 今 巧が な 
變 した 0 

が國 はを をが 障を 術に. 可な り 執 巧に •ベルサィユ 化 約を ル 出しにして 居る 巧が あるから • 
爲 めに タル ジュ I 內閣は 自殺す るに 至つた。 而 して 急進な 含な が 之に 代つ てな々 巧 かの 閒 巧は 
面倒に なつて 來 た。 其 巧に 巧 逸から 逃避した 活太时 '力が 働く ことにな 意を 耍 する。 

8 •か 太 巧 

チの 觀 測では' が 太 利は、 か 交 上 漁夫の利を 占めて 居る のでは おからぅ か。 佛か厮 巧が お洲 
大巧を 時と 一を して 居る ことは •何人も 之を 認 むる 所で •巧 かの 巧 巧は なに 巧 來»洲 のか 交 • 
化 治の 化 巧 も一變 し、 其 お 巧と して •大戰 0 みおも 空 あでなくなる かも なれない。 


ム ブソリ J 二 がめ と 巧 ホら る、 四 困な をは、 が 太 利の か 交 上の 一大 勝 巧であつて ，ィク。- 
バ ルボの 訪米 大巧 巧と 共に 近 ホ 快む のをで あると 云は ねばなる まい。 卽 ち、 プ ヮッ ショの 巧み 
で •を 早 》 が 太 利 人は 遠な せずに 巧 お 子を 被り •白 服を 着用す るの がょ い。 

巧 逸から 副 巧 巧の バ ー ペン 氏が 巧き •バ ルボ 飛行の 化 送りには ゲー リング 化を 巧が •白ら 巧 
巧 巧を 操紋 して、 ァルプス 越えを して ま 取つ たが 巧 •がかな 飛け 振’ スマー ト のを 陸を 化せて • 
か 太 利 鳥人の 瞻を巧 ひ. グッ ペル ス宜巧 巧は 其 能辯を 振 ふて、 ムッソ リ I 二 とお 乎し •化 巧醬 
おりを なせつ けられた" 老巧 共は 白 毛の 下から 巧を 出して 居る。 

さても •お洲 の 波の 荒さょ’ 义 ナチ スの大 をには、 何時も 見 巧け ね •面 巧の 古々 しき 紳 女が 
來て 居る とてが 取り どり で、 歐洲の 話 巧と なつて 居 が 年 九 巧 十一 二日の， ムッソ リ ー ニの* 
巧を 巧備 均等 お ま 持の 爲 めの 大静 文と 巧 待つて •獨か 踊 係を 語る ものである。 特に 吾人の 化 H 
すべき ことは. 化が フヮ ブ ショの 向上 中で ある ことで、 二院制の 巧 止 等は 巧 巧 何れが ザき やで 
をる 〇 ■ 
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gw 章 暗雲 巧 迷す る 巧 巧の 空 

«1窗 フリー ィ—ズ A (巧 巧みを 巧せ) の巧宙 

まを の 下に々 モフラ I ジユ せられ、 文明を 說 きがあを 口にして 居 つても、 外人の 實利 的で を 
る ことは 今更 說明 する 迄の ことは ない が、 誠に おの 毒で あるが、 一二 巧に 閣 なしと せられて 居る 
泣 太 人は 其 巧を をを 現す る爲め 第一に を 化した のは •フリ ー メー ズン とあづ けられた るが 巧 お 
社で、 巧く 巧た 聯盟 ま 巧 局に 迄を ひ 入つて 居つて 盛に お 巧を ずる。 巧を でヒ トラ— 巧 隙に なつ 
て’ お 太 人の 一 部に 對 する 巧 巧は •忽ち フ リ— メ I ズンの 暗 巧を して 乂に 油を 化いだ 巧に 旌ん 
ならしめ た。 あ 巧 十一 日の 巧府 軍縮を 譲で 佛网 側は •巧を はお 規 おのかに 約 巧 萬の おながな を 
をけ つ、 ある ものが をる (暗に ナチ ス S -A 等を 指す} とい ひ、 獨を 側では •ナチ スは 純が セる 
政治 上の ぶ 負で •お 共を 黨 主まで •政府から 何等のを 錢を もを けて 巧らない と說 巧して 居る。 



某 困 大統領は、 東に 日本 •西に 巧 逸 ありとの を 曾を 化いて 居る。 其な 巧は、 をの 巧め ならば、 

谋族も •巧 巧 も. ち盐も あつた ものでは ない と云ム 棟な 連中の 巧り、 今年の ジュネ— グ に、 巧 
な ことの あらう をはない。 本年 セ 月の】 おを なをが 概して 构 別れ ともお ふべき 化 態で • 1 1 府巧 
も サボ ッた速 中には •小ち の 様な 考へ のか •をい！！！# も 出ない。 卜巧 九日が 部を、 卜六口 一が 
を 貝 貪と お ふ 曰 房を 巧め て、 此閒 にを々 と 非公式の 义ホも あつたが、 じ 甲： の 巧 備み議 と 稱サら 
れて 居る、 化 巧 十八 日 •巧 困 かお 巧で •英國 QH デン かな 次長と、 佛齒 ボン クール か 相との を 
談も •巧を の 軍備な 巧 ま 制 巧と して、 常設 國巧 軍備 當特を 封み を 設设し •六简 月 おに、 を 巧の 
巧備 を巡規 をを しょうでは ないかと 云ムお 題を 佛國 側から 持ち 化した の だが •巧岗 側は， それ 
はな 目ぢ やない かおへ て 恩 かう 位の 巧で •佛闺 のが 角ち へ セ ぞを化 障 •闯巧 安を 巧 も、 煽に 朱 
をを めた 株な ことにな り •一段と お氣 かのを 氣を爲 はせ たので、 尙 、例の の 閣な巧 迸 中の 非を 
まを 商 も* 备西閒 の 巧 待が おり 巧り が夕過 ダて 居つ て 物に なり さう にもない。 

巧 逸は、 昨年のを に 課を して くれた 軍備 均等 おのが 巧は かがした のか •を 手 おか •それじゃ 
困る。 こそ •是非 具體 的に 進が して くれと な 向 ふから 巧ぶ する。 なる に 巧 度 巧 趣と して 1 


は、 巧 巧 も 可な りかち 的に •巧 逸を 支持して ほつ セが、 昨年の トニ 巧と 現 ホとは 困た 刚の巧 巧 
が】 巧して 來て •みつ 巧の 强いヒ トラ I 政椎 には、 列 困 も 一寸 參り 氣睐 で、 佛 四が をを 保 巧を 
巧 張る と间 時に、 巧闽 はを 早 や 軍縮# 謀 もを りガ とおへ 化して おる 巧で， 米闽ホ 巧り. 化閒フ 
リーメ ー ズンの 大巧 班は 勿論で ある。 卜片化 日に 軍縮 會議に 出かける 前に •巧 逸の 削 巧 理フォ 
ン •バー ペン 巧が フランク マルトで ホの 巧說を やつた U 

「ナチ スは •やおち まで、 かしてれ 巧と か •ま裝 とかを ホ 張す る もので ない。 化し 不 のの 巧 巧 
として、 ぶ 巧との 更備 均等が 卽ち卞 まに 訴 へざる をの •ホ ホ 的が 巧を 巧る ことは、 ま おせねば 
ならん" 此ま 巧が 誌め られ るを は •ち々 は 飽を巧 返して 主張す る ことを がせない の だ。」 

此巧說 は •巧 お 巧 結 代表は 巧 巧 途大化 ナドル ニ-- 巧 一巧が、 伯林 出 巧に 當 り、 獨 逆を おのを 
をした 「巧 逸は、 み 主張す る 巧が 均等の 提 本な 則を 無规サ るが わの おには、 巧 巧に 調印し ない 
ことを 重ねて 巧 あする」 と 云ム聲 ホと 同 息 ホの ものである。 

十 巧 化 日 か 後 巧 化せられた をが をで •巧を は、 筋 苔 通り 軍倘 均等 權 はに をに 代る 稱巧 供を ホ 
をした から、 が 困は を < 巧 立 的に なつた】 


を 凹 代 おは、 本 巧に がけ 巧で 巧んで がる もの も をれば* 诺 話に 巧り 切り も あり w なり 火隨ダ 
で •十 巧- H 1 百には 巧 ホ‘ ホの 十六 日の 巧 縮】 おを 遂に 卜：按 する 問題で 英米 佛代 まは 巧な 打 合 
せを 巧 ひ •己里を 備 を 巧で 化を した •稱 軍備 ほお、 渐進的 巧 お、 お備が 制を 出さぅ としたの だ 
が •米 代表が 先づ此 案は 巧 逸が 參加 しないから とて だ對し •か 义利代 おは 日 かなで、 な 切 化め 
になつ た。 

巧を 巧 ホれ 表 ナドル ニ— 巧 ± は •英の サィモン か 巧 や 米の ザ ピス代 おを 訪問して •伯が へな 
る おがを した 時、 が 藤 巧は 巧る 强硬 であつ たと 巧 へられて 居る。、 

巧 < 鹿爪らしく 普けば 夫れ ホけ のこと であるが •を 面と を 面とは、 乂 なる 巧 きがある ので、 
巧 互に 利を こ •は •おの サ きに 就く がかく-- コ^^^ 巧で やつて 居る が 》 さて 愈々 が 倒な ことの 本 
巧に 入る と 巧 叉の かき 巧 巧を する ので •ナチ ス述 は餘り 正直 過ぎる。 おを な 巧ち やん が •ちか 
の、 乎が 手を の 上手な かに か \ つて 居る のと 同じで、 乎 供が、 おおやち 巧と おり 化んで 居る が 
な もの だから、 一寸 巧 巧が 一ょり 手が いの だ。 か 交 巧は •巧に かが か 菩巧內 むかな 父で あると 
思は ねばなる まい。 
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ホいた u や 本管 

時は 來た •おい おを めだ、 最後の 巧 案 だ。 を 本音を かい セ、 閒 かされた •巧を 巧に おして 
は' 誠に 同 巧に 巧へ ない。 

1 •巧 因 代表 サ— •ジ ヨシ •サィ モシ か 巧の »実 

巧が として， 巧 觀的醒 句を 述べて、 當 がの 巧 局を 祝を ずる 時期は、 旣に 去つ た。 み 閑 政府 閒 
の 見が 巧を のな 本 的 お 巧を 究めず して •これを 间 避し、 徒にち 談義を 巧 けても、 何等なる 所は 
をい ので ある。 おて 予 はこ、 に •巧 巧 政府の 主張を 素直に 一 育 巧したい。 卽 ちを 関な 府は •何れ 
かの】 图が •卽 時に 巧 軍備す るを み認 する ホを 基礎と して •一 お 軍搞化 約に を 罔の 同 底を ホめ 
る 巧は 不可能な りとの 解釋 をす る ものである- 

が をのが 巧備お ホに 阳 しては •巧 巧國巧 巧の 裝備 が、 お ホめ にお 加ず るな 上、 固化 巧の 服な 
巧閒を 短縮し、 右を 備 のが 加に 比例して •其 人 貝を せ 加す る ことが をを であると 信ずる。 でも 
一む 巧 縮 化 肉を 締結す るに 當 り、 結局 お 止せら る、 かきぶ 巧は •がれの 政 おも •現在 W 上に 是 
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を 裝を义 は 巧入サ ざる 皆を 巧め な 左 せんこと をを す。 六 ヶ片な 前ち 國化 巧の 提 H した 巧 ぉ條め 
おは •一 おを 具 含に がて. をを 一を をな て 採 巧され たち 共を 研究の 結が、 同化め おは 一部 修 
ぶを 必要と する ことが 明に なつて おる が •问條 約の 有効期間は 晦 まに がての ヶ 年と なつて おる 
が、 これを 八ヶ 年に 延 おする 必 をが ある。 

ぞ縮條 約 策が 度 現しょぅ として 居る 所は、 ホの 一一 お 則に 辟 着す るので ある。 

一 •嵩 巧を 備 困が 度 巧 上 特巧制 巧の 軍備 縮みを 度 現す る こと。 

二， 巧 俯の 均等 あにを を 保 巧 お 則の 赏 現。 

右の 二 巧 則を 逐ホ巧 現す るには •みく も八ヶ 年を をす る ことが 共を み 巧 政巧刖 のが 術に 依り 
明瞭と なつたり 

备阔の 巧 巧 あるな 治 決は •な洲 の 現狀が 巧る ずを 巧で あるず 資 を無规 しては ならぬ 〇歐洲 の 
现狀 がすず をの 結 巧 •巧 縮が め おの 巧け も 巧 進 的なら ざるべからざる ことは 首を おた ね。 

苟もが 縮 おた るな 上は 蔚あ巧 備闽の 軍 おが •相を おおに をし ない ものは、 英闽 政府の 到底 ま 
持し 巧ざる 巧で.： あに、 巧 縮 依め に 化り を 比せら るべき 巧 器は、 ヴユル サィ ユ化 わに 化り 巧を ^ 


共 他の 諸 巧に お 要され 武器 表は かのを なに 及ばねば ならを い c 

巧の かくして、 备围の 巧 有する 巧 おは 同 I となり、 ヴ H ル サイ ュ化 約に おりて •一巧 巧 おの 
巧 有を 禁止され セを 阅の 差が 地位は 巧に が 化する のであろぅ。 

巧 縮が め おは •ヴ卫 ル サイ ュが巧 案に 化り、 軍備制限 をを けて おる 諸 関が 直に 巧 備を巧 加せ 
ず、 一を 巧 備巧閒 まを 受諾す る 事を 骨子と した ものである。 

2 •佛困 代 ホ#— ル •ボン ク—化 外 巧の 巧 si 止な 

かが 現在の 因 まの 巧 巧に 留し •围た 巧備監 おおを は 結對に 必要で ある。 而 して 史 に跑備 おな 
巧 做を 設を する 必 巧が ある。】 お 巧 おがめの 目的は ヴ卫ル サイ ュが 約に 化り お 備を撤 巧した る 
お 困の 巧 軍備を をす ことで をく •高を 軍備 固の 軍備 水 巧を 引下げ、 かくして お 巧に がて、 眾倘 
均等を 實现 する 巧に 巧す る。 

3 •ホ 田 化 巧 ノーマ A •デ ヴイ K 巧の# 度 軍 憤® 少 K 

ザ お 問題に 斯 する 亞米利 加 政府の な踢は •これを おする に 一 お 因 おが 約が、 •冉 軍備の みとな 
るを 巧を いこと にがす るので ある。 軍備 均等の 原則は •窩 を軍倘 困の 巧 縮に 依りが 現せら るべ 
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きもので をって •一が 諸 巧 のぞ 備巧 建に 巧り て 之れ を 速成すべき もので ない。 

4 •巧 B 代 ホフ オシ •ラ ィシ •パ— ペン 曲 巧 現の 應 W 

軍縮 問 跑に關 する 巧进巧 巧の 態度は、 ホむ 二 原則を を 巧と する。 

一， 高 巧 巧備闺 のぞ 縮は、 卽 時を 施せら れん おを を おする。 

二 •巧備 均等 地位の 卽時ぞ 施を 集す る •でも 巧を が容諾 せらるべき お 備の限 巧に 腳 しては' 
•を 巧な 府と析 巧す る 則 意 あり。 

931 1 巧を の 困 巧巧盘 、.一 祗軍巧 g 港脫お 

前窃 に述ぺ たる 所を、 ホづ 巧を バ ー ペン 說を 中む として、 比較 研究して をる なれば •ホづ 氷 
お 巧 をれ ざる 所で •舊化 巧 逸へ 巧へ たる 軍備 均等に おする ものは 空手 おであり •化な であると 
見ら るべき もので、 到度此 がでは 巧むべき ものでは ない のみ か •疾み 起り、 迅 帯の 巧く ことは 
巧ろ 當然 であらぅ。 

1 • b トラ— ぞ 巧の® 巧 
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1 •巧を 巧 民へ 巧ぐ るを 宫奋 十月 十 巧 曰 午 法 

巧を が 之を おすれば、 を大限 迄の 軍 お 實巧〇 用 息 ある にも拘らず、 他の 备固 政府が、 やかが 
め にがてを 的 自ら 署 あしたる 公約 巧け 不能なる をな て •巧を な 巧は これに 失望せ ざるを 巧ず。 

を國巧 巧は 千 化育 一二 十一 一年 卜 一 巧卜 一日に 巧を に對し •軍備ち 等の 原則を みなし、 共 結果 巧 
あは 巧は 巧び 一む 困 巧 軍縮を 謀に 參加 する 用を ある ことを 曾 明した ので あるが、 共を を 巧 政府 
は 巧 逸に おし •巧な 的に ま備均 每を訟 める ことを 故を に 拒る した。 此お巧 巧逸阁 巧な に 巧を 化 
巧は、 巧て 見ざる 屈辱を 蒙る にち つたので ある。 

他國巧 おや 公 ま 代 まは •公開 お 上に がける 巧說 で、 且 巧を か 巧が におを 代を におす るな おの 
巧 巧に 於て 「現在の 巧 逸に おしては 》 を 早 やか、 る巧備 均等を 許を する ことが 化 ホない」 と 言 
巧した 0 

巧の かきけ 動は、 巧逸阐 巧に おする 許すべからざる， な每的 差別 巧 遇に かならない。 

巧を 化 巧は •右の ま實に 封し •權 巧を き 二 尊 国と して 是な上 軍 結 交 ホに 參 加す るを 巧ない ゥ 
巧 逸は 巧は' 化が 巧 おやかに 巧す る 確固たる 希望を. 抱く ことを 审： ねて 巧に 昔 明す る もので あ 
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るが •か、 る ほ s を あ s 要求に f •一— 縮を 議— ちまる ことを 宣言す るの 已 むな 
きに 至つ たこと を とする。 

巧を な府は 巧に 巧 巧 蹄 期ょり 化 退す る ことを こ、 に宜 言す る。 

政 巧は 襄 をと 國擊基 K 霧に 對卞 る囊 なるお 意と 神 響と を •獨籌 沒ぉ斷 にか 

せんとす る ものである 0 

巧逸賣 は、 閔擊 巧と 一 惡と におし、 な府と 同一の ホ 望 蓋き •且闺 家の ぶ ホと 蹇 とに 
願し •同一の 見解を 表明す るで あらぅ ことを 政府は 巧 待す る。 

巧蠢 民は 蠢 一を •獨 蠢替？ 墨と 翼# 愛 tf 政府 今 § 望を 支持し’ 

且萬 人に 取り、 極めて 必要なる 國巧 間の 終局 やかは、 勝 あと 敗を との 觀 念に 代 ふるに 生ける 
法ての も S 對卞ろ 均等なる 巧 巧 S 用を てす る 場合 接み 實 現される と 0 政府の ながを 
ま 巧 するな らん。 

是と 同時に、 特則大 が 巧 令を はて •閣含 解 巧を 令した" 

2 • b トラ It 巧 ラデオ 放を 十ち 十四日な 
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十月 十四日の 巧 •ヒ トラ— 巧 逸す 相は •が おに 滿ち たる •巧る か 越なる 化 送が 說を巧 ひ、 战 
あが •國 おが 盟 •軍縮 舍讓化 退に 關 する 巧ぶ をした。 此な 送は、 をな の 隅々 を 巧き ぶり •一大 
セン セ I シ ョンを 唤 呼し、 ジュネ ー プにほ 迷した 崎 第は、 をな のをに 巧 巧し、 巧を をのみ 速ん 
で 居つ た 巧 巧 おも •化な々 たる 騒音には 巧り はない が •なんとな しに •光つ て 化ぇ 川した で 
をら ぅ 0 

巧 巧は、 巧 得し 巧べき 利益と •不均衡の 大巧 牲を拂 ひ •軍事 巧 巧を 巧 はんとす る ものでは な 
いこと をを 困 民の 名に がて ■巧に お哥 する ので ある (でか 主を をを す： ち 人は •自己の が 血た 
« をと し 他 困 巧を 征版 せんとす る ものに ホず (不 侵が 主義を 标榜 す】。 

吾人の 耍ホ する 所は •ザー ル 化 ホの み •此 猫な 大の阐 あな 訂正の なめに 百 巧のを がを 煤つ 如 
きは みろ 兒 巧の み。 

吾人は、 他の 西々 がを 器を まてる なれば •巧を の 有する •なての 巧 巧を まてる であらう。 

吾人は 二等 困 巧を をけ， 屈ち 的 立場に 掛かれる ことを 拒る せんとす るの み (化が 的 あ ホむ の 
をげ)、 


〇 


巧 ま 十五 年閒、 s は •戰 ホと 巧惡 とのが 娩をホ 望し 景 待して 居つ たので あろ 
然るに 覚 岡らん や、 ヴェル サィ ユモ 巧が 約は-確 岡た る 平 か 時代を 巧來 せざる のみならず • 

反 おに、 大不ぞ 時代を 現 W せしめ、 有 ゆる 文化 巧 がをお 禅せ しめたり 
巧を は、 何人に もを 威を 與 へず •單に 唯 獨り路 はないで 泣いて 巧 ひたかつた のに 逊ダ なかつ 
たも 拘ら ず’ 世 ホは、 吾人に 對 し‘ 盛に 巧 あを 浴せ 中傷した。 吾な 夫れ にも 巧ら す 〔日 
のをを サる藝 を 完全に 巧し. 巧 巧なる お備 制限を も 甘を 服從 して 居つ ち而 して 今ち 蔚あ 
軍備 国に 對し •羣 Q 國 A Q 義務 Q 奪を 霎 求し t 版 ホに なつた 〇であ る。 

吾人の 目扬 とする 所ち 巧を の爲 ろ-^ り夕 くの 大 抱を 取 巧 せんとす る ものでは ない。 目檢 
は 均等の 巧 現で ある。 公 巧に して 合理的の 巧 ホで ある 0 
3 •!! 會の 解な と 巧！！ sg せに 民意を 巧 ふ 巧め の 巧 巧 

ヒ トラー 首 巧は、 臨時 閣讓の 結果 •大 化、 むを なて •卜巧 十の 日 特別 大統領 令を W て、 ま おの 
解が を かし、 王 巧 十二 円 謹 巧を 施 巧す る 旨を ホし ちな ほ 其な 內閒の 信 巧を 会投 祟に 待 
0 ことにし たので ある。 をし、 現 政府の 璧に 肋し、 曲 おにが をれ 判の 巧を を 巧へ、 賣 のの 


ま 持を 求めん とする ものである。 惟 ふに、 本年 一一 一巧の お进擧 では •巧 泉は 尙ボ おで あつて、 友 
黨 のな 調を 必巧 としたので あつたが* 實お 巧を の 危機に おして、 徒にな な 擅 上に •反 巧 せんが 
爲 めの 反對論 等は •ヒ トラ— 巧と しては 聞きたくない。 巧 かの 巧 巧を 巧を 巧せ ずして， 化 巧す 
る 巧め には、 巧に 巧 息の がま 持、 無 反 おを ホす るので あるから •十】 パ 十二 日の 港 巧に 巧して 
は化ヒ トラ— 氏の 巧 意を 解し ない 人々 や， 巧 かの 现巧を おらないで 彼に 筆果を 弄する 人々 は此 
ま舉を 無息義 であると 見る であらぅ。 がん や、 ジュネ I ブ にがて •フリ ーメ— ズンの 者の 姐つ 
て 居る 速 中は 嘲弄す る 許り か •巧を 图 巧は 誠に 进 ひられて 氣の毒 だと 云 ひ •货 化を 知らない 巧 
聞 記を や •フ yl メ I ズン 中毒を は共臀 巧に 乘る ことで あらぅ とち へられる。 


巧 M 韋 ハイル、 ヒ トラー (モ化 百 己 十一 一軍 十一 巧 十 
二日の I お 人民 巧累 ミ 热選舉 の お ま舉國 _ 致 
ヒ トラ— 內 M のま 持 巧ず) 

來 るべき ホょ 来ち 解散 後の 一箇月は、 餘 りに 短 かかつ たが、 周到なる 用意は せを たこと 
と 思 ふ。 巧 粟の 結 巧 •がに 今迄の ヒ トラ— 巧の 巧 力は 報いられ •ハー ル •ヒ トラ— 卽ちヒ トラ 
I 巧な 0 なは、 巧を の津 々浦々 に 巧き 豆り •巧 逸國 巧、 ハ I ゲン ク n ィツの ナチ ス 巧は •其 前 
途を肋 福す るが かく •悔子 や •バンドの ナチ ス のが 章は*】 巧と 光 巧を 添へ たこと と 化 ふ 
巧 票の 結果は ホの 通りで ぁる。 

種別 箱 投漠巧 ナチ ス慧義 無な 

ホ 港を 阿 二、 化 七と、 〇〇 九 一二 九、 六 二 六 •六 四 セーニ •一二の 八、 一吉 ハー ー 
人 巧 投袁四 一二 •の 一二 九 >0 四 六 四 〇 •五八 八 > 八 0 四 七 あ 0、0 六 一 
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(人ち 巧 票に がける 反 おは 一一ち 十 巧 百 八十 一巧で、 二十 分な 下でぁった u ) 
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第 w ♦巧 瞄れの ホ 空から 地 巧の み 邸 

ヒ トラ— 氏は •兎に角 其 巧 力が 巧 いられて •灭 下を 取つ たので あるが •仕事は 足からで •な 
巧 意の ま 持と を ふ、 大資 巧を 負うた ので あるから •輕卒 に 仕 まは 化來 なくなつ た。 何とを うて 
も ー ホ 厄介な のは •巧を を 追 はれて’ か 巧に をつ たが 太 人の フリ ー メ I ズン への 合谦 である。 

是れ からは* 世 ホ 中の 大政 治采や •大が 業を を 向 ふに 廻は して. 大刀 討を サねぱ をらない 巧 
をを めの なめには を々 の 巧 巧を かき かけられる であらう 。昨年 十一月とは、 闽 おみ 巧を 異にし 
て 居る と •サィ t ル 相が 眷」 て 原る。 如何 忆も をで をる。 ホ阅 と共に 裳のを® の绽を 
巧つ て 原る 巧网 であり •個人を 谋の 巧を 提 つて 居る 愛人とは が つても 切 おい 仲で ある。 當 
璧ロ ホす る ■屋 をな たのは 巧を でを ろ鹽に 到りて は、 旌史が 巧 阐霉れ ざら"^ むる ので 
あろ 夫れ 伊太利に 至りて は 未知で あ ミ 

が逆悅 退を なて、 欺 洲乂戰 が 始まる と考 へる 人 もを らうが •若し おへる ものが をち 巧で 


がで ある。 區 々たるま 梢を 持し •予は 新 音す る。 今 ホに 歐洲 大巧が なつた とすれば •參 加阁は 
巧 化の 如何を 間は ず， 巧 おする であらう。 戟 をのが おは、 巧 逸の 今を にが 似して •ホが と. 猪 
太規 とで 巧を をす ると 共に •自治が の獨立 や、 巧を 自み 問題が 巧 頭す るで あらう。 拾 收は困 巧 
となる であらう 0 

巧を であれ ぱ こそ •今日の 更生 迄 兎に 約 固は 持ちが へたので •節制を かき •規 ホを 忘れ •巧 
巧 お 手の 振舞に 馴れて 居る 巧々 は •黄に 今日は •巧 巧の 危き にある ので •巧 力を お •化 資不化 
をな て •巧 一明 巧の あつた 場合に •巧を を 一と 巧し と あうたら ぱ •大 なる 誌 讚す 化で ある。 が 
神 上の 巧 民の が一、 なおは 铃 たね ど傳大 なる 科 舉の力 •何が がび 化す か •なおは 化かまい。 扱 
しく 彼の地を なて •色々 Q § を 受け セ。 

巧 ホは* なをに 戰爭 などは をり 得ない と 思 ふ。 巧を が戰と 巧と 考へ ては ならない 。我 場のを 
巧は、 是 を體换 した もので なければ •共 巧を 諸る ことは 化 ホまい。 日本で も •世人が 軍人 か戟 
と 直 巧す る ことは 大 なる 錯誤で ある。 がに をに •右に 左に •巧 友の 邮吟 して 居る ことを あ ひ W 
し •巧 M なのが 化と なること をな 巧して 巧 架を したな 時を おへ 出したなら ぱ •みま、 氣 ま、 に 


をを 振 ふ 人々 等は 到底 悚 あする ことは 出來 まい。 これを し 巧 巧す る 所な はお 罔の 巧め であり 化 
# ある 劇を を悠义 ならし めんと する 至誠で あり •丹む である。 

武击は 巧み 瓦で ある。 ヒ トラ J 巧の おへ も 亦 巧に がする のでは なから うか 》 がせても 枯れて 
も國 Q 蓄 •网是 貫徹、 香らを ば 寒ら れる 丈け 伸びん とする 0 で ぉろ。 舅には 隨 
を 的 誇りが あるので •動が あれば 反動 も あろ かに 化は 農の 爲ろ國 樣を搜 せんが 巧ろ 
悪 巧を 拂ひ 誠の 道に 進まん とする のでを る 0 

國 巧の 快な と共に •やか 的 施設に 巧 進 せんとす る もので •唯 無理 讓 砲に 巧め られ たけは 卽 
ち阐を 巧して 反 巧し 得る 準備を する のはを 然 である。 

今や 本 巧に がても、 かに かを、 內に おおと 經 巧の がみが あるので ある。 必ずや 將 米を 洞を し 
を 見す る 天ネが 出現す ぺ きものと 信ずる ので あるが •獨 逸とは をが 閔 がを 巧に して 辟る ので あ 
るかち 漠 たる 横 做を 蒙、 他山の 巧と がち 8 となすべき ものは、 を 謹？ る ことなく 
これを かり 入れる 雅妾 か？ あると 共ち 虎狼の 費に 滞らない やうに •賢の 巧の 紫 張に 
巧って 帝图巧 化の 業務に •巧を 作らを いやう に •巧 ホ おが 日に •巧を 先にし あを 後に する の 巧 W 


悟が、 現け 吾人に 巧 ホす ると ころの ものでは あるまい か •をり がの ことを 普いて この 稿を おる 
ので ある 0 

た 


178 



金 

を 





/ 巧 



«巧!1 立 十二月一 十 ホ A « 历 
け# 日 化 十二 扫—十 年 八扣巧 


班 巧 ま 安 ち巧活 


姐 巧な 化 ホけ 巧 
— ✓二は も III 今 K 田 ip 市ぶ 束 


が太抹 下を 者 胡 巧 

化 〇 _ ゾ— ■ r « PBg 巧 巧な 東 


tsLJ : ニ セ 友 ホ 
レス S か 段 iij 1 王 ハ ホ 
J » 巧 巧を 二 四 八ん ル ホ 


ス のを 巧 




巧 i 


八： 呂謹 


五 巧 ミ： 留讓 


入み 牢 を 巧 上 巧 巧 巧 
本 お 美 入を 义 沼を 
貸 お 十二 白 巧 文 本 


巧 菜 牢黄货 本 割 巧 巧 
本 美 か ー バカを 彩 
頁 八十 二 巧 巧ズ本 


I ン 

い 多 

シ 5 

ム换 I 
4* ♦譯著 


ご パ 

ハ シ 

^ f 


巧 美 牢堂筑 本 利 巧 四 
本 美が ■- パ カ 色彩 
ち お 十二 白 四 文 本 


福 永澳著 

ガン チー は 叫ぶ 


(改な 版) 


大山 郁夫 著 

大巧は 動く 


(六 版) 


現代 思想の 两巧に 立つ この 一 芙呂 人を W んと找 
るか？ この 二人の 言 巧は 「篇 ま」 のな 力を 待つ 
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おは 巧紀 ホを 出現す るの だ。 ホ カ か？！ 一ん か？ 
霞' 巧 美 か？®® 破 巧 か？ 构 H 文明 か？ 巧が 文 
化か？ 現 化の 巧 ほせる， この 二 大巧 命 寒み S ® 
とその 巧のを 巧が せわ ばなら ぬかは 正に 今 だ。 


Ewli« の大 ホを 巧众て 大巧 W にな B せる 巧 巧 
の 巧 巧 ガンず 一 の f 巧を 本 巧に おけ！ お 世界 
の秩 ザな きなおの 現 K の KCK 中に あって， ガン 
ザ— は 巧 ふ！ 巧 巧蔓 の** 巧を！ 物岛义 明の 巧 
* を •ホな 巧 神の » おを！ がして 大 ずる 
世界 浮 化の 乂の 呼びを！ 本！ •には 彼の 代 おを ズ 
一二 十 巧 巧 其年活 と率夕 とを SSg せる 化のを 巧を 
巧访 する に まき 快 書で ある。 巧 K 的 巧爭の 現を 
世界に なぜし 化规 なる 史 巧な 巧の 巧 おを 化よ。 


をろ！ この 巧 人的 不*! おを， この 大を 的ち 乘巧 
を！ R 巧の 爸巧 たるを をを！ を 日本 故！ 階 思 
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^ の巧爭 により 輝かしき 大巧の 巧 巧を S ひな 
け！ 巧化淋 巧た る 巧崔巧 巧に わいて 巧 身 巧 度を 
沿び つ、 化かで 《 いた 巧 ±乂 山 がわから 巧 おに 
をる 宙 なき お历 と、 火の 扣 き巧ぴ はこれ なの だ 
巧め 大 ホよ！ 本 S の おと 化を むして 技 かれち 
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本 巧 AW 
がー パ カ 巧 美 
貝 二 与 呈文本 


巧 人 バ—ト ブンド •ラヴ セルの 111111 ホ 活の巧 
咱！ こ の 載巧す ぺ き*^£な亂時げに没ぜ られた 
强 巧な » 巧 だ I かの リンゼ I のち 當 a {^ のがさ 
モ〇る さから 音 R を 田 巧に 一巧を おめ た 巧 生活 
を おの 正しき お！！ だ， 夫は 寒ち をは モを規 
や 巧を 偉樹し 能は ざる 巧め 不巧 時代に， 本 害は 
恰も 世 巧に 巧 火を 巧ち 上げた の a で おる。 

カル ヴ 7 トン、 良 まを 『ザ と 吾 ♦が 正しき 薑 巧を 阮驗 せん 车 るな めには 
シユ マル ハゥゼン 綻 巧貸譚 ム居 巧け —— 正しき 性を 活 をを 活 する こを 5 のな* 
p .! iUt ^ -F b < W 口。 巧 巧から 嗔 がと 巧な とを おきき 福と—— ら 
iW "E BF "HP 上】 ごすを でもろ 現* は ミち ミら たへ、 巧 

6 HP 5 J Hi ^1- から巧へ、 飽くな今も巧に词足してゐるでもら 

ぶ!^ 机う。 本* はを 巧 巧に 巧す るす 巧と 巧 巧を 巧り 去 
ス おち— つて、 正しき 性生活の 本 巧を 巧 示して くれる。 

3 > : 本書は 性 かを， 化が お 培、 巧 的 i 巧の 克 阻， 

徊 ShBt 良の 回な. 巧を 巧、 巧 巧 吊 止 期、 ち兒巧 i 


I y 历ぞ の苗而 g に 封し お： 止なる ち 巧を 細へ、 明快 一 
抽金吉 な W 答を 吾* K む ゆく t で 興へ て くれる。 化 巧 
1 岩 八悅 巧の 巧もポ 出しき 巧 生 巧を も ホづ本 《 にょつ 
| g じて 人 ホと 巧の 巧 巧を 巧め， 而 して 其の 性の 快 巧 
«ち| を 巧れ， ホ 巧 こそ 世 巧の 件 ホ 巧 巧の 巧な 由 だ。 
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巧 R お 巧に 閒 する 赛は をい。 まは 巧が 巧 ± •巧 巧 W 
ム^ パり ± スト I プ K 夫人のを 巧 巧を して a のがき Jew 
巧 口。 を « せ るち 萬で あろ 襄人 として 本 •を 化ず 
上 i 一一 一に 巧 巧す る ことは 巧な だ。 モれ招 この «に は々 I 
曲 だに ない 女 巧の 性 巧の*® を 試み、 これ 径 巧め I 
W 傑趴 した 明快な 塞を 典へ て くれる 《 はない •人を 
ス *归 一 保 巧なる 件 愛 巧 巧の 目れ への 正しき 巧 か*!! だ •一 
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? 計- 
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現 巧の サゥ エ ー ト .ロン T は 果して ユ 1 トピア 
であるか • W 义現實 の i だ みら 5 か •本 «に 
描き出された 生ける ロン T を兑 よ。 巧 專はモ こ 
に历を R へられる か。 本書のを をけ 巧 f 巧の 
口^^アを筑しく規察し、 交1は巧まとしての 
の 巧に 巧 かれ 生 ♦しき サウ H 1 卜 •ロシアを 巧 
の 前に， その JICS を 巧め た*^ の 巧を である。 
現代 世が の » rac • C • C • P の 正 括を® B な 
く ！# fm した。 を 時 巧なる 化が 巧の 快を である 0 


四 3 ホ グン ♦レアは «が大« 巧 時に 比の 『をが！ iSSh ベ 

穴プ 文き 乎」 ( 宗 度の ij を さいて ゐた •巧は 

四 ホ 田の さ«« は 巧 6 の 事な 化 出 巧ず る お まなぶ 

がン 宗 がらし きものに おし 巿 田の 化の 巧ち 巧 巧ず 
3 • ■ >^r c. > k> / r In > > Zrn4 》 こ 1 0 


巧ぺ四 
力 1 和 

•ミ 
巧 巧な 


る 巧な くひん むき 白日の 下に#® し— した。 
助み そこに 巧 本ち 8 がわり、 モの篇 « する 所が 
す祀巧 化で わり、 モれの 巧が 民 ホの 永 法の 
おを のちで わる 摩ち ンン クレアは 间导 祐れな 
<我> の 前に 大» をな て f 巧して ゐ るの だ 


巧な 本 
巧 R 文 
巧が ホ 
を •百 巧 
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魔 


世 巧の IKK サゥ H I 卜 •ロン T はる 曲 人の 大き 
な與巧 だ。 里が 十 年後の ロン アの Z まとして 巧 
かれた をを が •巧 及の ロン T の 頁 巧を 巧め て 巧 
巧せ る まける ログ アのお 含 供 だ。 我 W には 政 お 
的に、 B 寫ちお W のに E 述 された 本は ぞい 
本書は 主として、 肚會 のに ロシアを と 文で 
巧 介され たもの だ。 そこに ホ 巧され た ロン T は 
天 田 か。 か。 化の 巧め られた 現代 ロン T の 
巧 巧 巧を， かで 巧つ わを を 巧く 眼で おられよ。 
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四 由卞現 » 巧を K く i の « 削一 < 曲 も アィ— バもお 
巧な 文历 同じ もの だ • 巧 わんな めち 自な巧 一として 
^ 巧。 比のを 則を K すを J とは 巧して マ 巧 巧た！ ちか 
とは 巧モや •ホ かの 巧學を 巧め ないで 巧が 肚會 
S 卽邮巧 ホ だ！ あ 巧 だ！— だ！ を 巧た！ 藝化 だ！ 本 
朔；^ 中； 《 は 「ちかな ホの 《 も 近 巧め g 巧」 と & — せら 
巧が；^ るる 世 巧 的 の ちま だ。 圓 がわ 二な、 生わ ホ' ほ* 
曲 一ニ ニ 及び f を 附サる 用 到 さを るよ。 現代人た らん 
乂但 頁を はホづ 本書を モ にし# ホの R 巧を 巧が せよ。 


巧ち 本な ホを の おでを つれ 持 人© 魂で が < sft を 巧の 
巧 9^ だを 巧！ 自 i 學と义 ホの 不巧沒 » なる 融 をを お 
闻历り 巧した 自 なの バイ プルは 是 だ。 日本に 於け る 巧 
が^ 四 巧の 持 人、 虫の ファ プ 八で わり •ちの ハドソン 
^^•白 でちる中巧巧がその巧巧なる^^|:現«式と*|^な 
勃^ 〇 る KW とを なて 自な 巧の 凡ゆる 宝と ft を ♦巧る 
さ 前の 快 書で ちる。 自 なは ss なる 巧 示を 巧 人 
苗 に 巧へ るか？ 活巧 せる お ♦にか 內 V ために 巧ぴ 
人 入な 比の 水々 しい 大自 がの ft 待の 中に H る ベタ だ。 
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愛とは 间ボ や？ 人 巧の 齿 ，セヴ クス (隻に » し 
まを はな 9 の メスを a てを 微 なる W 巧を がみ、 
我々 の 苗 生 巧に ま 巧なる 巧 巧を 持つ 巧の* 巧を 
ならしき 涅 のがな さを なて i し， 巧 快なる 巧 
現で 巧 巧 分が 學 めに 51^ して， 白日 下に 爱の正 
H を！ 巧を 巧の 新しい ち 巧を ホ 西し ち 著者は 
巧て フロィドの 芭 S を、 今は その » 正なる 化 巧 
をと して 巧 巧のを » 人朽 、本書を 巧らず して 愛 
を 巧る 巧れ、 巧を 巧る は 現代人の お 巧で もる。 







入 ii ■上 利 穴 巧 巧 
本# 86 ス—ロ ク色巧 tt 
ち 八十 二 円 呈ズ本 

わ 巧 出 SA るを に自 

6 •わ: i ? ミミ 各?！ 

ミお輔 iP 誇 

gpjiri !! 


本 美 g 巧 巧 本 利 巧。 
A * 一度 巧 チ ヒイフ 
ち わ 十 わ な 二 又 本 

る a 牛に « を; P こ 量 
羊 なれ 巧 こは をち 爱 
にる る 巧の 一ら ミし 
» 學 。し 良つ え霉曰 
り 防人た 巧の な々 

朽を 生らを ま^を ミ 

く みのい と K し 之き 
巧^ を、 う泛 生に て 
〇 巧 ミの し •を 明ゐ 
巧 示は かた 現て 快る 

装で 何 。ら ■ゐ な。 
をで ぞ 巧い® を 巧を 


ミミ; ち讀? 錦 1 ミ考 rc 餐ミ璧 害 全を 寞 S ミ:‘ 蠢案思 

I 窺 鍵 Sl li ll !i 嫌錢 


入み^ 巧 巧 巧 巧 巧 
sai 入 宇を ス- ロク巧 
H 十プ； '白’ 四义本 

く 满巧本 なれのは 現 ’ 
れ 阅上宙 いば 望 乾が 
る 田には か 瑕を 巧 人 
〇を冉 旧ら のをで に 
珥 みは 化と a 柏ち し 
代 易つ と悔 锋 ちろ ミ 
に 巧て 巧ら にす* ■巧 
a 巧 ゐ惜れ はるな y 
巧に るの て 正 こ 巧を 

生 g 學 にた 巧 巧 思ぶ 
曲 《 お 巧な とな 巧 お 


iHiuiu 

ろ 全寞各 i 占は ぃ佔 


S 。ブ がん 巧 巧へ を 
* 本ィ ホの だしる， き 
でも fc れか 。て ♦巧 
わは チ哲 。こ ゐはぴ 

るを は 學い置 ミ 重な 
•へな がか 巧 事* 巧 


1U r** レ、 V • "wn 、 -—一 

の K し 現 か 本 か 方た 
巧 かて 巧ら めら ま 巧 
はを •人での •やの 
是男 現の みな 巧 •な 
だへ* 集る 巧哥 反い 
。ての な 。がすち の 


: 另 i 1 : 男！ 1 r 节 •另！ 


民 • R •ペリ I を 
木 蘇 •毅譯 

を 苗への 道 
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がー パ々 g 本 巧 A 四 
本 裝 美 巧 ■巧を 巧 

= ミミな 下の 八 ミを 上 


巧ーバカ » 本 巧 穴 四 
本 巧美宙 ■巧を 巧 
五 細を 下 二 六 四を 上 


入 曲^*! 上 巧 巧 四 
お 実 をを ス-ロ クを黑 
ち A 十 田 巧 文 本 


一* 円禹！ を ホの 民 ホが 巧の 巧に 巧し 巧せ たさを を 
前の 备巧 はこれ だ！ 本 《 を 巧んだ 人は 《 でも 其 化が 
の 巧る さと 巧し さと や 巧 さとに 驚 巧す る •巧 g ぶな 
は 今や 古吴い g 抑を 巧て 巧ブ 巧で ホ活の R 中に » 化 
巧び 这んで 巧た の だ。 なをな 巧 111 千年 SB 巧が 日 
現 巧の 化 甘に e つて 巧た の だ。 巧れ 大 f •ま 
K ょつて 巧* を 碧 せち 斤 文 や 易 巧が のにし が、 
て 而も 學 巧 的なる 《 は狀 ホの 9 者が 《 つて奇 SB ^ 
と！*§|*した苗だ。 巧巧を捆め！而して人ホを。 猫 0 

巧學 わなに おする ザユ ー ヲント の r 哲 #. 巧 おちを ま 
ちろ 本* は* に 人を —— 人面のを 命， 人 曲の 
生活に ホ 脚した る 人面 生活の 巧 長 S 苗に 《 する 領 巧 
巧 巧で わる。 一な 吸ら れた s 巧 學 をの 巧むべき • • 
ものでは なく 人面が 画むべき ■でもる。 斤き » Bg 
まり»«巧巧せる車巧ゎの哲學を历#して， « 

利た る 巧を® をを なせる ずュ— ブントの 巧 ザを か 


1 だ S 6 お 
利た る 巧を 巧を 
をよ •冊して 人 
巧る 巧 W し 易き 


冊して 人生の 兵 巧を 巧 粗せ ち 斤 义や易 能 
W し 易き 巧が •は 化に JB ® わ h 巧ない。 宙 ff 


アダムス .ベック 著 

み 野 巧夫譯 

東洋 巧 宙巧語 

(上 •下 二 冊) 


巧 苗の 巧 


り 人た と 運 ホ U 


巧 WS 想の 根本！^ は なにち るの だ。 ホ 
は 度々 よりの » は として 世 巧に 巧ち でゐる 
彼# 田 巧の 巧 ホは 彼の 文化の K になき なれる を 
i して •今や 抖な として* 方 文化の 巧究 K 向 
つた •なを 五 千年， as を！！ せる 义 Hit® 巧の 人 
g 永 巧の 相を こ、 に «篇 すべく 化 巧に なつて ゐ 
る •本 •は® 白く 巧り よく， 巧！ ■なる 譯ズ をな 
て巧學 害の 大 R 化と して、 まへ る « 方 民度の « 
醒を » 咳すべく 填 はれた 東な 巧學 A をで ちる。 


キ方 •デュ I ラント 著 
巧を ぶ俊譯 

西洋を 巧み 語 

(上 •下 二 化) 











